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菜
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お　

わ　

り　

に ─
橘
町
裏
町
を
事
例
に

─

は　

じ　

め　

に

本
稿
は
、
名
古
屋
町
方
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
状
況
を
調
査
し
、
名
古
屋
の
町
人
社

会
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
名
古
屋
は
、
御
三
家
筆
頭
で

あ
る
尾
張
藩
の
城
下
町
で
あ
る
。
明
治
一
二
年（
一
八
七
九
）の
城
下
町
人
口
は
、
一
一
万

人
と
さ
れ
、
三
都
を
除
い
た
城
下
町
で
一
〇
万
人
を
超
え
る
の
は
名
古
屋
と
金
沢
だ
け

で
あ
っ
た
。
遷
府
前
後
の
名
古
屋
の
城
下
町
形
成
に
つ
い
て
研
究
し
た
茨
志
麻
氏
は
、

「
御
三
家
筆
頭
、
約
六
二
万
石
の
尾
張
徳
川
家
の
大
城
下
町
で
あ
り
な
が
ら
、
都
市
史

の
観
点
か
ら
の
名
古
屋
城
下
町
研
究
は
、
商
人
史
研
究
を
除
き
、
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど

な
さ
れ
て
き
て
い
な
い
」と
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
研
究
状
況
を
問
題
視
し
て
い
る
が
、

そ
れ
か
ら
三
〇
年
近
く
経
っ
た
現
在
で
も
城
下
町
名
古
屋
を
取
り
巻
く
研
究
状
況
は
そ

れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

近
世
都
市
史
研
究
は
、
江
戸
・
大
坂
・
京
都
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
も
の
が
多
く
、

分
析
の
対
象
が
三
都
に
集
中
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
三
都
研
究
で
培
わ
れ
た
研
究
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七
四

蓄
積
が
名
古
屋
の
城
下
町
研
究
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
ま
だ
言
い
難
い
状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、「
尾
張
藩
社
会
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
が
精
力
的
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
城
下
を
対
象
と
し
た
都
市
研
究
は
藩
政
史
や
村
落
史
と
比
べ
て

か
な
り
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

名
古
屋
城
下
で
は
、「
家
並
帳
」
と
呼
ば
れ
る
土
地
台
帳
に
よ
っ
て
家
屋
敷
の
所
持

者
が
把
握
さ
れ
た
。
家
並
帳
は
、
各
町
の
町
代
が
定
期
的
に
作
成
し
町
方
役
所（
町
奉

行
所
）へ
提
出
さ
れ
た
が
、
町
代
の
も
と
で
も
家
並
帳
が
管
理
さ
れ
家
屋
敷
の
所
持
者

に
変
更
が
あ
れ
ば
加
筆
修
正
さ
れ
た
。

家
並
帳
は
、
家
屋
敷
の
大
き
さ
、
役
数
、
所
持
者
等
の
情
報
を
記
載
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
史
料
の
性
質
を
生
か
し
て
、
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
水
谷
盛
光
氏

は
、
名
古
屋
福
井
町
の
家
並
帳
「
福
井
町
家
並
帳
」
を
用
い
て
、
名
古
屋
城
下
の
町
割

の
検
討
を
行
い
、
名
古
屋
の
碁
盤
割
が
田
舎
間
で
な
く
京
間
五
〇
間
四
方
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
林
董
一
氏
は
、「
橘
町
裏
町
家
並
帳
」
等
の
史
料
か
ら
名
古
屋

町
方
に
お
い
て
家
屋
敷
を
基
準
に
課
さ
れ
た
諸
公
租
の
検
討
を
行
っ
た
。
種
田
祐
司
氏

は
、「
茶
屋
町
壱
町
之
家
数
之
覚
」
や
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
資
料
に
残
さ
れ
た
家
屋
敷

売
買
の
証
文
を
利
用
し
、
名
古
屋
茶
屋
町
に
お
け
る
伊
藤
屋
本
店
の
家
屋
敷
拡
大
の
過

程
を
整
理
し
た
。
ま
た
、林
順
子
氏
は
、名
古
屋
京
町
の
家
並
帳
「
京
町
東
西
家
並
榴
」

を
利
用
し
、
家
屋
敷
所
持
者
の
変
化
か
ら
、
京
町
に
お
け
る
薬
種
業
発
展
の
過
程
を
分

析
し
た
。

な
か
で
も
早
川
秋
子
氏
は
、
家
並
帳
を
土
地
法
、
租
税
法
、
戸
籍
法
と
い
っ
た
法
制

史
の
視
点
か
ら
分
析
し
、
東
海
地
域
の
家
並
帳
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
同
氏
は
、
そ

の
著
書
の
な
か
で
名
古
屋
橘
町
裏
町
の
家
並
帳
四
冊
を
用
い
て
身
分
・
性
別
・
年
齢
等
、

家
屋
敷
所
持
者
の
特
徴
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、
家
屋
敷
所
持
者
の
社
会
的
属
性
に
重

点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
所
持
者
の
変
遷
に
つ
い
て
は
「
所
有
者
の
変
更
記
載
は
考
慮

し
な
い
」
と
し
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
早
川
氏
が
指
摘
し
た
女

性
の
家
屋
敷
所
持
者
数
も
実
態
と
異
な
る
結
果
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

以
上
、
先
行
研
究
で
は
様
々
な
角
度
か
ら
家
並
帳
の
分
析
が
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
家
屋
敷
所
持
に
関
す
る
研
究
で
は
、
種
田
氏
が
特
定
の
家
に
よ
る
所
持
状

況
、
林
順
子
氏
が
特
定
の
業
種
に
よ
る
所
持
状
況
の
検
討
を
行
っ
た
が
、
個
別
町
に
お

け
る
家
屋
敷
所
持
者
の
実
態
に
注
目
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
城
下
町
名
古
屋
の
都
市
構
造
を
解
明
す
る
た
め
の
足
掛
か
り
と
し
て
、

名
古
屋
橘
町
裏
町
を
事
例
に
名
古
屋
城
下
に
お
け
る
個
別
町
の
具
体
像
を
探
っ
て
い

く
。
具
体
的
に
は
、
橘
町
裏
町
と
い
う
町
の
特
徴
を
検
討
し
た
上
で
、
早
川
氏
が
分
析

を
行
わ
な
か
っ
た
家
屋
敷
所
持
者
の
変
更
記
載
に
基
づ
い
て
家
屋
敷
所
持
の
実
態
に
迫

る
。
ま
た
、
名
古
屋
町
人
を
事
例
に
女
性
の
家
屋
敷
所
持
を
調
査
し
て
き
た
筆
者
の
問

題
関
心
か
ら
、
橘
町
裏
町
に
お
け
る
女
性
の
家
屋
敷
所
持
も
再
検
討
す
る
。
第
一
章
で

は
「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」
を
は
じ
め
と
す
る
橘
町
裏
町
で
作
成
さ
れ
た
文

書
を
紹
介
し
、
第
二
章
・
第
三
章
で
は
町
の
特
徴
を
立
地
や
居
住
者
の
特
徴
か
ら
解
明

す
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
第
四
章
で
は
「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」
等
、
橘

町
裏
町
の
家
並
帳
を
用
い
て
橘
町
裏
町
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
の
傾
向
を
指
摘
す
る
。

一　

使
用
史
料
に
つ
い
て

「
家
並
帳
」
の
概
要

家
並
帳
は
、
町
内
の
家
屋
敷（
家
屋
と
地
面
）の
所
持
者
を
把
握
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
た
土
地
台
帳
で
あ
る
。
町
で
は
、
家
屋
敷
が
課
税
対
象
で
あ
り
、
町
役
銀
は
家
屋
の

表
間
口
、
人
足
歩
割
は
家
屋
の
軒
数
に
よ
っ
て
負
担
額
が
決
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
家

並
帳
に
は
、
家
屋
敷
ご
と
に
所
持
者
・
表
間
口
裏
行
の
間
数
・
軒
数
・
鍵
数
な
ど
が
記
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七
五

さ
れ
た
。
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）に
作
成
さ
れ
た
橘
町
裏
町
の
家
並
帳
に
は
、「
右
之
通

御
役
所
へ
差
上
申
候
」
と
あ
り
、
町
方
役
所（
町
奉
行
所
）に
も
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
名
古
屋
城
下
で
は
、
福
井
町
、
京
町
、
朝
日
町
な
ど
複
数
の
家
並
帳

が
現
存
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
名
古
屋
橘
町
裏
町
の
家
並
帳
を
主
な
史
料
と
し
て

利
用
し
た
。

以
下
で
は
、
名
古
屋
橘
町
裏
町
の
家
並
帳
お
よ
び
関
連
史
料
を
紹
介
す
る
。
な
お
、

①
～
⑥
の
史
料
は
、
橘
町
裏
町
の
町
代
を
つ
と
め
た
木
瓜
屋（
阿
部
）善
蔵
家
で
作
成
さ

れ
伝
来
し
た
、
出
所
を
同
じ
く
す
る
史
料
で
あ
る
。
①
～
⑦
の
史
料
は
、
現
在
、
徳
川

林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
し
て
い
る
。

・
家
並
帳

①
享
保
二
十
年
乙
卯
正
月
「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収

集
史
料
四
三
三
六
）

「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」
は
橘
町
裏
町
の
家
並
帳
で
、「
町
代
善
蔵
」
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
同
史
料
は
、
享
保
二
〇
年（
一
七
三
五
）に
作
成
さ
れ
た
「
橘
町

裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」
と
天
明
九
年（
一
七
八
九
）に
作
成
さ
れ
た
「
橘
町
裏
町
家

並
間
口
裏
行
之
帳
」
の
合
冊
と
な
っ
て
い
る
。
寸
法
は
、
タ
テ
二
四
．
九
㎝
×
ヨ
コ

一
七
．
二
㎝
の
縦
帳
で
、
柿
渋
縞
の
表
紙
を
付
け
て
装
丁
し
直
さ
れ
て
い
る
。
中
表
紙

に
は
「
蓬
左
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
な
お
、
史
料
の
翻
刻
が
『
新
修
名
古
屋
市
史 

資
料
編　

近
世
二
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
一
】

一
、
①
表
五
間　

裏
拾
六
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
伊
右
衛
門

〻
〻
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

（
貼
紙
①
）

 

②
牛
込
源
次
郎

〻
〻
〻
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
勘
左
衛
門

〻
〻
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
後
家
〻
〻

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

（
貼
紙
②
）

 

②
牛
込
源
次
郎
」

享
保
十
四
年
酉
四
月
三
日
、
金
廿
両
次
郎
兵
衛
ゟ
伊
右
衛
門
買

寛
延
二
年
巳
五
月
、
父
伊
右
衛
門
ゟ
忰
徳
田
亀
之
助
へ
譲

宝
暦
三
年
酉
十
二
月
十
七
日
、
金
拾
壱
両
弐
分
徳亀
之
助
事
栗
助

田
亀
之
助
ゟ
林
与
市
右
衛

門
買

宝
暦
十
一
年
巳
九
月
、
与
市
右
衛
門
ゟ
代
金
九
両
冨
田
清
蔵
買

宝
暦
十
四
申
二
月
十
六
日
ニ
九
両
、
清
蔵
ゟ
勘
左
衛
門
買

明
和
五
年
子
六
月
廿
三
日
、
勘
左
衛
門
ゟ
女
房
譲
り

同
六
年
丑
十
一
月
十
日
ニ
九
両
ニ
牛
込
源
二
郎
買

一
、
表
間
口
五
間　

裏
拾
七
間
弐
尺　
　
　
　
　
　
　

杢
右
衛
門

〻
〻
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

（
貼
紙
①
）

 

勘
左
衛
門

〻
〻
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
左
衛
門

〻
〻
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
家
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
込
源
次
郎

〻
〻
〻
〻
〻

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

（
貼
紙
②
）

 

牛
込
源
次
郎
」

（
中
略
）

一
、
表
間
口　

裏
拾
七
間
三
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
蔵
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
（
貼
紙
）

 

善
右
衛
門
」

享
保
十
三
年
申
七
月
四
日
、
自
楽
ゟ
従
弟
見
徳
へ
譲

同
十
五
年
戌
十
月
、
金
六
両
弐
分
焼
地
、
見
徳
ゟ
善
蔵
買

宝
暦
十
一
年
巳
正
月
廿
三
日
、
善
蔵
ゟ
忰
善
右
衛
門
へ
譲
ル

享
保
期
家
並
帳（
以
下
、
各
家
並
帳
の
作
成
年
に
基
づ
き
〇
〇
期
家
並
帳
と
表
記
す
る
）の
一
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部
を
抜
き
出
し
た
の
が
【
史
料
一
】
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
家
並
帳
で
は
、
一
筆
ご
と

に
表
間
口
・
裏
行
【
史
料
一
―
①
】、
所
持
者
名
【
史
料
一
―
②
】
が
記
載
さ
れ
る
。

享
保
期
家
並
帳
で
は
、
所
持
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、
貼
紙
で
新
し
い
所
持
者
名
を
書

き
加
え
、
所
持
者
が
変
更
さ
れ
た
年
月
日
お
よ
び
変
更
理
由
が
そ
の
隣
に
列
記
さ
れ

た
。
所
持
者
の
情
報
は
、
家
並
帳
を
作
成
し
た
享
保
二
〇
年
ま
で
の
変
遷
だ
け
で
な
く
、

享
保
二
〇
年
以
降
も
所
持
者
の
情
報
に
変
化
が
あ
れ
ば
家
並
帳
に
加
筆
が
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
、
長
い
も
の
だ
と
享
保
六
年（
一
七
二
一
）か
ら
明
和
九
年（
一
七
七
二
）ま
で
約

五
〇
年
間
の
所
持
者
の
変
遷
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

②
天
明
九
年
己
酉
正
月
中
旬
改
「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究

所
収
集
史
料
四
三
三
六
）

天
明
期
家
並
帳
は
、
天
明
九
年（
一
七
八
九
）に
「
町
代
善
蔵
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
。
現
在
は
、
前
述
の
享
保
期
家
並
帳
と
合
冊
さ
れ
て
い
る
が
、
元
々
は
別
の
冊
子
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
天
明
期
家
並
帳
か
ら
【
史
料
一
】
と
同
じ
家
屋
敷
の
記
載
内

容
を
抜
き
出
し
た
の
が
【
史
料
二
】
で
あ
る
。

【
史
料
二
】

一
、
間
口
五
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清〻貞
四
郎
兵
衛
〻
〻

　
　

裏
行
拾
七
間
五
尺
、
鍵
三
ツ
、
壱
軒
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
壱
ツ
裏
家

　
　
　

文
化
元
年
子
五
月
十
六
日
、
代
金
九
拾
両
ニ
貞
四
郎
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権〻貞四
郎蔵〻

一
、
間
口
五
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
〻
〻

　
　

裏
行
拾
七
間
弐
尺
、
鍵
弐
ツ
、
壱
軒
役

　
　
　

寛
政
三
年
亥
正
月
廿
九
日
、
忰
権
蔵
江
清
兵
衛
よ
り
譲

　
　
　
　
　
　
　
寛
文
年
中
ニ
橘
裏
江
引
越
シ
町
代
役
勤
、

是
迄
五
代
ニ
成　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
間
口
五
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
代
善
蔵

　
　

裏
行
拾
七
間
三
尺
、
鍵
弐
ツ
、
壱
軒
役

右
の
通
り
天
明
期
家
並
帳
は
、
帳
面
へ
直
接
加
筆
す
る
こ
と
で
所
持
者
名
が
修
正
さ

れ
て
い
る
。
年
月
日
や
変
更
理
由
に
関
す
る
記
述
は
、
す
べ
て
の
家
屋
敷
で
確
認
で
き

る
訳
で
は
な
く
、
家
屋
敷
ご
と
で
得
ら
れ
る
情
報
に
差
異
が
あ
る
。
な
お
、
天
明
期
家

並
帳
が
作
成
さ
れ
た
一
か
月
後
の
寛
政
元
年
二
月
に
も
家
並
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
る

（
詳
し
く
は
後
述
す
る
）。
天
明
期
家
並
帳
は
、
寛
政
期
家
並
帳
と
比
較
す
る
と
六
カ
所
の

家
屋
敷
が
抜
け
て
お
り
、
書
写
や
綴
り
直
し
等
の
際
に
落
丁
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
寛
政
元
年
己
酉
二
月
廿
四
日
「
橘
町
裏
町
家
並
御
改
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史

料
四
三
三
八
）

【
史
料
三
】

　
　
　
　
　

西
側

壱
軒
役

一
、
間
口
間二
五一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
屋
清
兵
衛

　
　

裏
行
拾
六
間
五
尺

　
　
　
　
　
　
　

但
、
此
鍵
弐
ツ

　
　
　
　
　
　
　

裏
家
壱
ツ

壱
軒
役

一
、
間
口
五
間

　
　

裏
行
拾
七
間
弐
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

（
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但
、
此
鍵
弐
ツ

　
　
　
　
　

西
側

壱
軒
役

一
、
間
口
五
間

　
　

裏
行
十
七
間
三
尺　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
屋
善
蔵

　
　
　
　
　
　
　

但
、
此
鍵
弐
ツ

寛
政
期
家
並
帳
は
、「
御
役
所
」
つ
ま
り
町
方
役
所（
町
奉
行
所
）に
提
出
し
た
家
並
帳

の
写
で
あ
る
。
前
述
の
天
明
期
家
並
帳
が
作
成
さ
れ
た
約
一
か
月
後
の
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）二
月
に
作
成
・
提
出
さ
れ
た
。
右
の
通
り
、
同
史
料
で
は
所
持
者
情
報
の

書
き
替
え
は
さ
れ
て
い
な
い
。

④
文
政
二
年
卯
四
月
「
橘
町
裏
町
家
並
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
四
三
三
七
）

【
史
料
四
】

壱
軒
役

一
、
表
間
口
五
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
七
間
町
う
た
扣

　
　

裏
行
十
六
間
五
尺

　
　
　
　
　

但
、
鍵
三
ツ
、
内
壱
ツ
裏
家
壱
ヶ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

棟
壱
ツ

壱
軒
役

一
、
表
間
口
五
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
控

　
　

裏
行
拾
七
間
弐
尺

　
　
　
　
　

但
、
鍵
弐
ツ
、
棟
壱
ツ
、
当
時
壱
棟

壱
軒
役

一
、
表
間
口
五
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
右
衛
門
宅

　
　

裏
行
十
七
間
三
尺

　
　
　
　
　

但
、
鍵
弐
ツ
、
棟
壱
ツ

文
政
期
家
並
帳
は
、
文
政
二
年（
一
八
一
九
）に
「
町
代
善
蔵
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
家
並
帳
で
あ
る
。
引
用
箇
所
で
は
修
正
が
み
ら
れ
な
い
が
、
例
え
ば
「
一
、
表
間　

五
間
・
裏
行
十
八
間
壱
尺
、
茶
屋
町
け〻や
へ
扣い〻」
と
い
う
よ
う
に
文
政
期
家
並
帳
も
天
明
期

家
並
帳
と
同
様
、
帳
面
に
新
し
い
所
持
者
の
名
前
が
直
接
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
加
筆
は
基
本
的
に
所
持
者
名
の
み
で
、
所
持
者
が
変
更
さ
れ
た
年
月
日
や
変
更
理

由
の
記
載
は
な
い
。

・
関
連
史
料

⑤
享
和
三
年
癸
亥
正
月
吉
日
「
書
上
留
メ
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
四
三
四
七
）

こ
の
史
料
は
、
享
和
三
年（
一
八
〇
三
）に
「
橘
町
裏
町
年
寄
阿
部
善
蔵
」
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
。
町
代
か
ら
町
方
役
所（
町
奉
行
所
）に
提
出
し
た
文
書
を
書
き
留
め
た
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
書
上
留
メ
帳
」
の
記
載
内
容
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
1
】
で

あ
る
。
引
越
や
他
出
・
帰
着
、
渡
世
に
関
わ
る
願
出
、
窃
盗
被
害
に
関
す
る
届
出
、
明

借
屋
の
届
出
な
ど
、
町
内
居
住
者
の
生
活
に
関
わ
る
内
容
が
主
で
あ
る
。

⑥
文
化
四
年
卯
正
月
改
「
橘
町
裏
町
家
質
留
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
四
三
三
九
）

こ
の
史
料
は
、
町
内
の
家
屋
敷
の
家
質
に
関
す
る
留
帳
で
あ
る
。
①
と
同
様
に
文
化

四
年（
一
八
〇
七
）正
月
作
成
の
冊
子
と
天
保
八
年（
一
八
三
七
）一
二
月
作
成
の
冊
子
、
嘉

永
四
年（
一
八
五
一
）正
月
作
成
の
冊
子
の
三
冊
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
文
化
四
年
の
も

の
は
「
町
代
善
蔵
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
天
保
八
年
と
嘉
永
四
年
の
も
の
は
「
町
代

（
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善
七
郎
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
文
化
四
年
家
質
留
帳
で
は
、
安
永
二
年（
一
七
七
三
）

か
ら
文
化
一
二
年
に
交
わ
さ
れ
た
家
質
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
天
保
八
年
家
質
留
帳
で

は
天
保
八
年
か
ら
嘉
永
三
年
ま
で
、
嘉
永
四
年
家
質
留
帳
で
は
天
保
一
〇
年
か
ら
慶
応

四
年（
一
八
六
八
）ま
で
に
交
わ
さ
れ
た
家
質
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
、
一
部
内
容
が
重
複

し
て
い
る
。

⑦
「
享
保
以
降
橘
町
文
書
」（
尾
張
国
名
古
屋
史
料
一
二
）

こ
の
史
料
は
、
橘
町
・
橘
町
裏
町
で
作
成
・
授
受
さ
れ
た
証
文
類
の
綴
り
で
あ
る
。

内
容
は
、
芝
居
興
行
に
関
す
る
願
書
や
家
質
証
文
が
多
く
、
作
成
や
宛
先
に
は
「
橘
町

裏
町
丁
代
善
蔵
」
を
は
じ
め
橘
町
裏
町
の
関
係
者
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
前
述

の
冊
子
類
と
出
所
が
同
じ
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

前
述
の
通
り
、
町
代
の
も
と
で
管
理
さ
れ
た
家
並
帳
か
ら
は
、
所
持
者
が
変
更
さ
れ

る
度
に
内
容
の
書
き
替
え
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
文
政
期
家
並

帳
で
は
所
持
者
の
名
前
の
み
が
修
正
さ
れ
、
所
持
者
が
変
更
さ
れ
た
年
月
日
や
変
更
の

理
由
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
家
並
帳
の
作
成
者
ご
と
に
記
載
内
容
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
別
の
町
で
作
成
さ
れ
た
家
並
帳
を
確
認
す
る
と
、
京
町
で
は
所
持

者
の
死
亡
に
よ
る
譲
渡
の
場
合
に
「
相
果
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
り
、
朝
日
町
で
は
家

屋
敷
に
関
わ
る
願
出
を
し
た
際
の
町
奉
行
所
か
ら
の
申
渡
状
が
添
付
さ
れ
て
い
た
り
と
、

家
並
帳
に
よ
っ
て
記
載
内
容
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
名
古
屋
の
家
並
帳
は
、
内
容
が
統

一
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
町
ご
と
・
作
成
者
ご
と
に
微
妙
に
差
異
が
生
じ
る
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
名
古
屋
城
下
で
も
家
並
帳
ご
と
に
差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
家

並
帳
と
同
様
に
土
地
台
帳
と
し
て
江
戸
や
大
坂
で
作
成
さ
れ
た
水
帳
と
比
較
し
て
も
違

い
が
み
ら
れ
る
。
表
間
口
・
裏
行
、
役
数
、
所
持
者
名
に
加
え
、
代
判
や
家
守
に
つ
い

て
も
記
載
さ
れ
た
大
坂
、
表
間
口
・
裏
行
、
坪
数
、
所
持
者
名
に
加
え
、
後
見
人
や
所

持
者
の
年
齢
ま
で
記
載
が
あ
る
江
戸
の
水
帳（「
屋
敷
録
」）と
比
べ
て
、
名
古
屋
の
家
並

帳
は
簡
易
的
と
い
え
る
。
特
に
名
古
屋
の
家
並
帳
が
江
戸
・
大
坂
の
水
帳
と
大
き
く
異

な
る
点
は
、
家
屋
敷
所
持
者
の
印
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
片
倉
比
佐
子
氏
に
よ
れ
ば
、

江
戸
の
水
帳
は
名
主
の
家
で
管
理
さ
れ
、
沽
券
状
の
受
け
渡
し
の
際
に
「
水
帳
に
記
載

し
、
新
規
地
主
が
印
を
押
し
た
」
そ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
名
古
屋
の

家
並
帳
は
、
町
代
の
手
元
で
家
屋
敷
所
持
者
を
確
認
す
る
手
控
え
の
よ
う
な
性
格
が
強

い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
名
古
屋
の
家
並
帳
は
内
容
が
限
定
的
で
あ
り
、
管
理
の
目
的
に
も
違

い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
町
代
が
家
屋
敷
の
所
持
者
を
把
握
す
る
た
め
、

作
成
後
も
加
筆
し
な
が
ら
管
理
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
橘
町
裏
町
の
家
並
帳

は
、
前
の
所
持
者
名
の
上
に
貼
紙
が
貼
ら
れ
、
捲
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
り
、
以
前
の
記
録
を
参
照
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
〝
現
時
点
〟
の
所

持
者
の
把
握
を
重
視
す
る
よ
う
な
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
売
買
は
勿
論
、
同
じ

家
の
者
へ
の
譲
渡
で
あ
っ
て
も
所
持
者
に
変
更
が
あ
れ
ば
加
筆
が
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

家
屋
敷
所
持
者
個
人
の
把
握
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿

で
は
、「
人
」
に
注
目
し
家
並
帳
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
町
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
の

実
態
を
検
討
し
て
い
く
。
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二　

名
古
屋
城
下
の
成
立
と
橘
町
裏
町

（
一
）　

名
古
屋
城
下
の
成
立
と
発
展

第
二
章
で
は
、
本
稿
の
分
析
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
名
古
屋
城
下
と
橘
町
裏
町
に
つ
い

て
確
認
し
て
い
く
。
名
古
屋
城
下
の
整
備
は
、
慶
長
一
五
年（
一
六
一
〇
）か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
の
年
、
徳
川
家
康
に
よ
り
地
盤
の
弱
い
清
須
か
ら
名
古
屋
へ
と
遷
府
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
い
清
須
城
下
町
人
を
名
古
屋
に
転
居
さ
せ
城
下
町
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
清
須

か
ら
名
古
屋
へ
の
転
居
は
、
俗
に
「
清
須
越
」
と
呼
ば
れ
る
。
茨
志
麻
氏
に
よ
れ
ば
、

一
七
年
に
名
古
屋
の
検
地
町
割
が
行
わ
れ
、
名
古
屋
へ
の
本
格
的
な
移
住
は
一
八
年
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
に
も
一
八
年
の
記
事

に
「
一
、
此
年
、
名
古
屋
越
諸
士
・
町
人
住
居
定
」
と
確
認
で
き
る
。

名
古
屋
城
下
で
は
、
名
古
屋
城
内
郭
に
重
臣
の
屋
敷
、
城
の
南
側
に
碁
盤
の
目
状
の

町
人
地（
碁
盤
割
）、
そ
れ
ら
を
囲
む
よ
う
に
中
下
級
家
臣
の
屋
敷
地
や
寺
社
地
が
配
置

さ
れ
て
い
る
【
図
1
】。
町
人
地
の
区
画
は
、
京
間
五
〇
間
四
方
で
両
側
町
で
あ
る
。

名
古
屋
城
下
は
、
城
下
町
の
成
立
以
降
徐
々
に
拡
大
し
て
い
く
が
、
城
下
町
発
展
の

画
期
と
な
っ
た
の
は
、
享
保
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
周
辺
農
村
か
ら
の
人
口

流
入
、
七
代
藩
主
徳
川
宗
春
が
採
用
し
た
城
下
の
拡
張
政
策
、
碁
盤
割
の
南
に
位
置
す

る
寺
町
の
開
発
推
進
、
周
辺
村
々
の
城
下
町
へ
の
編
成
な
ど
に
よ
っ
て
名
古
屋
城
下
は

都
市
的
発
展
を
遂
げ
た
。
享
保
一
三
年（
一
七
二
八
）五
月
に
は
、
城
下
町
に
隣
接
す
る

名
古
屋
村
・
広
井
村
・
日
置
村
・
前
津
小
林
村
・
古
渡
村
な
ど
一
一
か
村
が
城
下
町
に

編
入
さ
れ
、
居
住
民
が
町
奉
行
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）作
成
の
『
名
古
屋
府
城
志
』
で
は
、
碁
盤
割
の
「
町
中
」
九
七
町
、
門
前

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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町
四
二
町
、
町
続
き
三
七
町
の
計
一
七
六
町
を
名
古
屋
城
下
と
し
て
い
る
。
幕
末
ま
で

町
中
の
数
に
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
門
前
町
の
増
加
や
城
下
周
辺
村
々
の
都
市
化
は
時

代
が
下
る
に
つ
れ
て
進
展
し
た
。

ま
た
、
七
代
藩
主
徳
川
宗
春
治
世
下
で
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
家
臣
の
芝
居
見
物
を
許

可
し
、
遊
郭
も
公
認
す
る
な
ど
、
城
下
の
活
性
化
が
図
ら
れ
た
。
享
保
一
六
年（
一
七
三
一
）

に
西
小
路
で
遊
郭
の
営
業
が
許
可
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
富
士
見
原
・
葛
町
で
も
遊
郭

が
開
業
さ
れ
、
そ
の
後
、
城
下
や
周
辺
の
町
々
で
も
許
可
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
城
下
の

賑
わ
い
を
背
景
に
、
京
都
の
大
丸
屋
、
近
江
の
松
前
屋
な
ど
有
力
呉
服
商
の
名
古
屋
へ

の
進
出
、
呉
服
商
の
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
や
米
穀
商
の
関
戸
五
兵
衛
家
と
い
っ
た
名
古

屋
の
新
興
商
人
も
成
長
を
遂
げ
、
享
保
期
は
名
古
屋
城
下
の
経
済
が
発
展
し
た
時
期
で

あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。

（
37
）

（
38
）

…武家地

…町屋

…寺社地

橘町 橘町裏町

碁盤割（町人地）

【図1】名古屋城下図
名古屋城下町調査実行委員会『18年度文化庁芸術拠
点形成事業名古屋城下町復元プロジェクト報告書』よ
り引用。適宜加工した。
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（
二
）　

橘
町
裏
町

つ
づ
い
て
橘
町
・
橘
町
裏
町
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
き
た
い
。
橘
町
は
、
町
人
地
の
中
心
部
で
あ
る
碁

盤
割
か
ら
本
町
通
を
南
下
し
た
場
所
に
位
置
し
て
い

た
【
図
1
】。
本
町
通
は
、
名
古
屋
城
大
手
門
か
ら

熱
田
へ
と
至
る
道
で
、
橘
町
に
は
大
木
戸
が
置
か
れ

て
い
た
。
同
町
は
、
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）に
二
代

藩
主
徳
川
光
友
の
命
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
町
で
あ

り
、
千
本
松
原
を
開
拓
し
た
地
に
名
古
屋
城
下
の
古

鉄
古
道
具
商
を
移
転
さ
せ
、
古
鉄
古
道
具
の
専
売
権

を
認
め
た
と
い
う
由
緒
が
あ
る
。
天
保
一
五
年

（
一
七
三
〇
）に
刊
行
さ
れ
た『
尾
張
名
所
図
会
』で
は
、

「
橘
町　

も
と
千
本
松
原
と
い
ひ
て
海
道
並
木
松
の

間
に
農
商
の
家
ま
は
り
に
あ
り
し
が
、
其
う
ち
に
古

道
具
古
衣
類
等
を
売
る
者
も
有
り
し
と
ぞ
、
寛
文

四
年
町
つ
ゞ
き
の
家
並
と
な
し
給
ひ
」
と
紹
介
さ
れ

る
。本

稿
の
分
析
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
橘
町
裏
町
は
、

橘
町
の
東
隣
に
位
置
し
、
周
辺
に
は
西
・
東
本
願
寺

掛
所
や
七
ツ
寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
も
多
く
存
在

す
る
【
図
1
】。
橘
町
裏
町
で
は
、
寛
文
四
年
「
町

内
救
助
並
繁
栄
」
の
た
め
芝
居
地
を
設
け
る
こ
と
が

（
39
）

橘町裏町小間高 京町小間高
年代 角地（両/間） 中屋敷（両/間） 年代 角地（両/間） 中屋敷（両/間）

1700 ～ 20 26両
1723 ～ 40 6.18両 3.26両 1721 ～ 40
1741 ～ 60（焼地） 3.53両

1741 ～ 60 12.59両 7.96両
1741 ～ 60 7.33両 2.66両

【表2】18世紀中頃の小間高

※享保二十年乙卯正月「橘町裏町家並間口裏行之帳」(徳川林政史研究所収集史料4336)、宝暦四甲戌十月「京
町東西家並榴」（『新修名古屋市史 資料編 近世2』掲載）を利用

許
可
さ
れ
、
芝
居
小
屋
が
置
か
れ
た
。
享
保
一
七
年（
一
七
三
二
）～
元
文
元
年（
一
七
三
六
）

に
は
、
近
隣
の
西
小
路
・
富
士
見
原
・
葛
町
に
遊
郭
が
置
か
れ
、
橘
町
裏
町
周
辺
は
遊

興
地
と
し
て
賑
わ
う
地
域
で
あ
っ
た
。

享
保
期
家
並
帳
に
よ
れ
ば
、
橘
町
裏
町
の
総
間
数
は
三
七
一
間
五
尺
二
寸
五
分
、
享

保
二
〇
年（
一
七
三
五
）の
区
画
数
は
六
九
筆
で
あ
る
。
一
筆
あ
た
り
の
表
間
口
は
一
間

か
ら
一
五
間
五
尺
で
他
の
町
と
同
様
に
区
々
で
あ
る
。
裏
行
の
間
数
も
四
間
二
尺
一
寸

六
分
か
ら
三
〇
間（
一
八
間
前
後
が
多
い
）ま
で
様
々
で
統
一
性
が
無
く
、
碁
盤
割
の
町
で

裏
行
が
二
〇
間
や
一
五
間
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
と
は
、
対
照
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
享
保
期
家
並
帳
に
記
載
さ
れ
た
家
屋
敷
の
売
買
価
格
を
用
い
て
橘
町
裏
町

の
小
間
高
を
算
出
す
る
と
、
一
七
四
一
～
六
〇
年
に
は
、
中
屋
敷
二
．
六
六
両
、
角
地

が
七
．
三
三
両
で
あ
っ
た
【
表
2
】。
一
方
、
名
古
屋
城
下
の
町
人
地
で
も
中
心
地
に

あ
た
る
京
町
の
同
時
期
の
小
間
高
は
中
屋
敷
七
．
九
六
両
、
角
地
が
一
二
．
五
九
両
で

あ
っ
た
。
比
較
す
る
と
、
橘
町
裏
町
の
小
間
高
は
、
京
町
の
半
額
あ
る
い
は
半
額
以
下

で
あ
り
、
中
心
地
と
比
べ
て
地
価
も
低
い
と
い
え
る
。

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
橘
町
裏
町
に
つ
い
て
次
の
特
徴
が
指
摘
で
き

る
。
橘
町
の
成
立
は
碁
盤
割
の
成
立
か
ら
約
五
〇
年
後
の
寛
文
四
年
で
あ
っ
た
。
橘
町

裏
町
は
、
町
人
地
の
中
心
地
で
あ
る
碁
盤
割
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
り
、
城
下
町
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
本
町
通
り
か
ら
一
筋
東
の
通
り
に
あ
っ
た
。
両
側
町
で
あ
る

が
、
碁
盤
割
の
町
と
異
な
り
裏
行
の
間
数
に
統
一
性
は
な
い
。
一
八
世
紀
中
頃
の
小
間

高
は
、
中
心
地
の
半
額
ほ
ど
で
、
地
理
的
・
経
済
的
に
場
末
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
橘
町
裏
町
の
周
辺
に
は
寺
社
が
多
く
存
在
し
、
町
内
に
は
芝
居
地
も

あ
っ
た
。
特
に
享
保
期
に
は
近
隣
の
西
小
路
・
富
士
見
原
・
葛
町
で
遊
郭
の
営
業
が
許

可
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
橘
町
裏
町
は
、
名
古
屋
城
下
の
場

末
で
遊
興
地
と
し
て
栄
え
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

（
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）
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三　

享
和
三
年
「
書
上
留
メ
帳
」
に
み
る
橘
町
裏
町
の
居
住
者

（
一
）　

町
内
の
居
住
者

第
三
章
で
は
、
橘
町
裏
町
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
町
内
居
住
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
四
章
で
使
用
す
る
家
並
帳
に
記

載
さ
れ
る
の
は
、
家
屋
敷
所
持
者
の
み
で
あ
る
。
家
屋
敷
所
持
者
に
は
不
在
地
主
も
お

り
、
家
並
帳
か
ら
居
住
者
の
実
態
を
具
体
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
享
和
三

年（
一
八
〇
三
）に
作
成
さ
れ
た
「
書
上
留
メ
帳
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
橘
町
裏
町
の
居
住

者
に
つ
い
て
若
干
の
提
示
を
し
た
い
。

名
古
屋
城
下
の
町
々
に
つ
い
て
記
述
し
た
史
料
と
し
て
『
那
古
野
府
城
志（
尾
張
徇
行

記
）』
と
『
金こ
ん
り
ん
つ
く
も
の

鱗
九
十
九
之
塵ち
り

』
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
那
古
野
府
城
志
』
は
、
名
古
屋
・

尾
張
地
域
の
地
誌
だ
が
、
橘
町
裏
町
に
関
す
る
記
述
は
、
町
の
成
立
年
や
役
銀
の
額
、

町
内
に
あ
る
寺
社
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』
で
は
、

橘
町
裏
町
の
記
載
自
体
が
み
ら
れ
な
い
。『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』
は
、
名
古
屋
市
鶴
舞

中
央
図
書
館
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
『
名
古
屋
叢
書
』に
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
名
古
屋
叢
書
』
の
解
説
で
は
、
鶴
舞
本
は
、
第
七
三
～
八
一
巻
が
欠
本
と
な
っ
て
い

て
、
そ
こ
に
橘
町
や
広
井
辺
り
の
記
載
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
近
世
の
橘
町
裏
町
に
関
し
て
は
、
地
誌
を
は
じ
め
と
す
る
史
料
上
で

の
記
載
は
少
な
く
、
特
に
橘
町
裏
町
の
居
住
者
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
町
内
居
住
者
の
生
業
に
つ
い
て
は
、
橘
町
が
成
立
し
た
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）に
、

城
下
の
古
鉄
古
道
具
商
を
転
居
さ
せ
専
売
権
を
認
め
て
お
り
、
古
鉄
古
道
具
商
が
居
住

し
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
業
種
は
、
幕
末
期
の
両
替
商
・
紺
屋
以

外
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
橘
町
裏
町
の
居
住
者
が
何
を
生
業
と
し
て

い
た
か
、「
書
上
留
メ
帳
」
か
ら
紐
解
い
て
い
く
。

「
書
上
留
メ
帳
」
に
は
、
引
越
や
他
出
・
帰
着
と
い
っ
た
町
内
居
住
者
の
移
動
、
窃

盗
の
被
害
届
や
居
住
者
の
渡
世
に
関
わ
る
願
出
等
が
記
録
さ
れ
て
い
る
【
表
1
】。
こ

の
う
ち
、
町
方
役
所（
町
奉
行
所
）へ
上
申
さ
れ
た
盗
難
の
被
害
届
か
ら
生
業
が
う
か
が

え
る
の
は
、
次
の
三
名
で
あ
る
。

借
屋
人
の
中
村
屋
源
介
は
、
閏
正
月
二
九
日
に
商
売
道
具
を
盗
ま
れ
た
と
、
町
方
役

所（
町
奉
行
所
）へ
上
申
し
た
【
表
1
―
№
9
】。
盗
ま
れ
た
の
は
包
丁
二
丁
・
ど
ん
ぶ
り

一
つ
・「
も
ろ
ふ
た
、
う
な
き
少
々
入
」
つ
ま
り
う
な
ぎ
の
入
っ
た
も
ろ
蓋
で
、
中
村

屋
源
介
が
う
な
ぎ
屋
を
生
業
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
七
月
朔
日
に
は
、
家
持
の

道
具
屋
甚
右
衛
門
が
店
先
の
脇
差
一
腰
を
盗
ま
れ
た
旨
【
表
1
―
№
27
】、
九
月
二
八

日
に
は
、
家
持
の
山
崎
屋
清
兵
衛
が
堀
川
の
川
岸
に
置
い
て
い
た
薪
を
数
度
に
渡
り
盗

ま
れ
て
い
た
旨
【
表
1
―
№
38
】
の
上
申
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
転
業
の
願
い
出
に
関
す
る
上
申
も
み
ら
れ
た
。
正
月
二
八
日
に
は
、
俗
医
師

を
し
て
い
た
泉
幸
二
が
医
師
を
や
め
た
い
と
願
い
出
て
お
り
【
表
1
―
№
1
】、
彼
が

こ
の
時
ま
で
橘
町
裏
町
で
医
師
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
一
月
八

日
に
は
、
餝
師
を
し
て
い
る
借
屋
人
久
助
が
「
渡
世
難
相
成
」
と
い
う
理
由
で
甘
酒
商

売
を
始
め
た
い
と
願
い
出
て
い
る
【
表
1
―
№
49
】。

以
上
の
よ
う
に
、
橘
町
裏
町
に
は
、
古
鉄
・
古
道
具
商
以
外
に
も
様
々
な
職
で
生
計

を
立
て
る
居
住
者
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）　

宿
屋

さ
て
、「
書
上
留
メ
帳
」
に
は
、
橘
町
裏
町
に
特
徴
的
な
生
業
も
み
ら
れ
た
。
そ
れ

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
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）

（
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）

（
48
）

（
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）

（
50
）（
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）
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が
宿
屋
で
あ
る
。

天
保
一
五
年（
一
八
四
四
）刊
行
の
『
尾
張
名
所
図
会
』
に
は
、
人
で
に
ぎ
わ
う
橘
町
裏

町
周
辺
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
【
画
像
】。
絵
に
付
さ
れ
た
解
説
文
に
は
、「
芝
居
地

　

寛
文
の
は
し
め
千
本
松
を
伐
ひ
ら
き
、
町
家
を
立
つ
ゞ
け
橘
町
と
名
つ
け
給
ひ
し

時
、
裏
町
に
地
を
給
ハ
リ
芝
居
操
場
御
免
許
あ
り
し
か
バ
、
同
五
年
秋
、
山
城
喜
内
と

い
ふ
者
浄
瑠
理
あ
や
つ
り
興
行
し
は
し
め
し
よ
り
今
に
至
る
ま
て
、
三
都
の
名
あ
る
役

者
と
も
を
招
き
、
哥
舞
妓
浄
る
り
た
ゆ
る
こ
と
な
し
」
と
あ
り
、
芝
居
小
屋
が
描
か
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
芝
居
地
の
説
明
の
右
側
に
は
「
両
側
宿
や
多
し
」
と
、
橘
町
裏
町
に

宿
屋
が
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
。
で
は
、
こ
の
宿
屋
に
関
す
る
記
事
を
「
書
上
留
メ

帳
」
で
確
認
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
五
】

　

①　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘
町
裏
町
掛
所
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桔
梗
屋
半
兵
衛

右
之
者
、
今
般
清
寿
院
御
社
地
お
ゐ
て
興
行
仕
候
芝
居
雑
用
宿
仕
度
旨
申
聞
候
、

依
之
御
達
申
上
候

　
　

六
月
六
日

　

②　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
武
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
春
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
鉄
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
雛
蔵

（
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橘町裏町
東本願寺掛所

芝居地

【画像】『尾張名所図会 前編巻2 愛智郡』（国立国会図書館デジタルコレクションより引用、適宜加筆した。）
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中
嶌
勘
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
哥
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
川
森
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
理
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
使
中
村
梅
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
幸
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　

権
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
田
伝
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
利
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　

金
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
瑠
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
炎
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
味
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
沢
三
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

並
木
国
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
羽
谷
豊
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
文
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
廿
人

右
之
者
共
夜
前
参
着
仕
候
而
、
橘
町
裏
町
懸
所
通
桔
梗
屋
半
兵
衛
方
ニ
逗
留
仕
候

付
、
依
之
御
達
申
上
候
、
以
上

日付 宿屋 宿泊者 興行場所/内容 逗留期間
亥3月4日 菰野屋勘兵衛 中村文蔵、他6名 大須寺内/芝居 3月8日～
3月4日 桔梗屋半兵衛 中村彦蔵、他9名 大須寺内/芝居 3月8日～
6月6日 桔梗屋半兵衛 中村武十郎、他19名 清寿院社地/芝居 6月8日～ 26日
8月5日 稲葉屋清八 子供役者中山音松、他13名 若宮社地/竹田芝居 8月6日～ *（1）
8月5日 桔梗屋半兵衛 太夫常盤津文字太夫、他2名 若宮社地 8月24日～ 9月20日

桔梗屋半兵衛 芝居囃子方助染川粂三郎 若宮社地/芝居 9月8日～ 9月20日
9月20日 菰野屋勘兵衛 太夫常盤津文字太夫、他2名 若宮社地 9月20日～
9月20日 菰野屋勘兵衛 芝居囃子方助染川粂三郎 若宮社地/芝居 9月20日～
10月3日 稲葉屋清八 浄瑠理語常盤津源氏太夫 若宮社地/芝居 10月3日～
11月1日 橘町芝居地/芝居 ～ 11月1日
11月3日 桔梗屋半兵衛 子供役者中村助三 若宮/芝居 11月3日～
子1月8日 菰野屋勘兵衛 清寿院社地/竹田からくり

【表3】芝居雑用宿、宿屋・宿泊者一覧

※享和三年癸亥正月吉日「書上留メ帳」（徳川林政史研究所収集史料4347）をもとに作成。
※*（1） 8月18日に病気を理由に作者中山菊助が出立、10月2日に子供中山富士松、他2名が出立、10月17日に

子供役者中山音松、他4名が出立。
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六
月
八
日

　
　
　
　
　

同
廿
六
日
出
立
達

【
史
料
五
―
①
】
は
、
六
月
六
日
、
橘
町
裏
町
に
居
住
し
宿
屋
を
営
ん
で
い
た
桔
梗

屋
半
兵
衛
が
、
名
古
屋
門
前
町
に
あ
る
清
寿
院
で
行
わ
れ
る
芝
居
興
行
の
雑
用
宿
を
つ

と
め
た
い
と
、
町
方
役
所（
町
奉
行
所
）に
願
い
出
た
際
の
願
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
願
い
は
許
可
さ
れ
た
よ
う
で
、
②
に
あ
る
よ
う
に
、
六
月
八
日
に
は
、
役
者
や
お
囃

子
方
な
ど
総
勢
二
〇
名
が
桔
梗
屋
半
兵
衛
方
に
逗
留
す
る
旨
を
届
け
出
て
い
る
。

こ
う
し
た
芝
居
興
行
の
雑
用
宿
願
は
、「
書
上
留
メ
帳
」
に
記
載
が
あ
る
享
和
三
年

正
月
二
八
日
～
同
四
年
正
月
八
日
の
約
一
年
間
で
一
二
件
確
認
で
き
る
【
表
3
】。
芝

居
雑
用
宿
を
つ
と
め
た
宿
屋
は
、【
史
料
五
】
の
桔
梗
屋
半
兵
衛
の
ほ
か
、
稲
葉
屋
清

八
・
菰
野
屋
勘
兵
衛
の
名
前
が
み
ら
れ
た
。
興
行
場
所
に
は
、「
大
須
御
寺
内
」「
若
宮

御
社
地
」「
清
寿
院
御
社
地
」「
橘
町
芝
居
地
」
が
確
認
で
き
、
芝
居
地
が
あ
っ
た
大
須

（
53
）

…武家地

…町屋

…寺社地

若宮八幡宮

清寿院
大須観音

橘町裏町

芝居地

【図2】橘町裏町周辺図
名古屋城下町調査実行委員会『18年度文化庁芸術拠
点形成事業名古屋城下町復元プロジェクト報告書』よ
り引用。適宜加工した。

観
音（
真
福
寺
）・
若
宮
八
幡
宮
・
清
寿
院
・
橘
町
裏
町
で
興
行
が
行
わ
れ
た
際
に
役
者

ら
が
止
宿
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
芝
居
地
は
、
橘
町
裏
町
の
近
隣
に
位
置
し
て
い
る

【
図
2
】。

つ
ま
り
、
周
辺
に
芝
居
地
が
点
在
す
る
橘
町
裏
町
の
地
理
的
特
徴
か
ら
、
芝
居
・
浄

瑠
璃
な
ど
の
演
者
の
宿
泊
先
と
な
っ
た
宿
屋
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
町
内

に
は
、
芝
居
で
の
弁
当
販
売
な
ど
芝
居
興
行
に
関
わ
る
業
種
に
就
く
者
も
い
た
よ
う

で
、
九
月
二
〇
日
に
は
、
芝
居
弁
当
商
い
を
生
業
と
す
る
和
泉
屋
甚
吉
が
七
月
中
に
商

売
道
具
を
盗
ま
れ
た
旨
を
上
申
し
て
い
る
【
表
1
―
№
35
】。

ま
た
、
一
一
月
一
三
日
に
は
次
の
よ
う
な
願
書
が
出
さ
れ
た
。

【
史
料
六
】

　
　
　

乍
恐
奉
願
上
候
御
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
懸
所
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
屋
中

一
、
東
掛
所
講〻報
恩
講
付〻之節、
在
々
之
者
共
参〻相
越
止
宿
仕
候

詣
多
ク
御
座
候

〻
〻
〻
〻
〻
〻

処
、
朝
時
参
詣
罷
越〻仕
候
、

■
未
夜
も
明
不
申
候
得
は
泊
り
人
宿
を
取
違
へ
、
考

（
マ
ヽ
）人
等
ハ
甚
難〻迷
惑渋〻
仕
候
、

付
而
は
往
来
水
溜
り
等
も
有
之
節
ハ
猶
更
諸
人
難
儀
仕
候
、
夫
ニ
付
軒
外
ニ

挑
灯
家
毎
ニ
差
出
■シ
申
候
ハ
ヽ
目
印
ニ
相
成
可
申
候
と
奉
存
候
、
尤
、
火
之

元
之
儀
は
麁
抹
仕
間
敷
候
、
此
段
御
聞
済
被
■
下
置
候
様
、
一
統
奉
願
上
候
、

右
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　

十
一
月
十
三
日

右
の
史
料
で
は
、「
報
恩
講
」
の
際
、
東
本
願
寺
掛
所
へ
の
参
拝
者
が
宿
泊
し
て
い

た
が
、
参
詣
が
早
朝
で
あ
り
、
宿
泊
者
が
宿
を
間
違
え
た
り
、
往
来
に
水
溜
ま
り
等
が

あ
る
と
参
詣
者
が
難
儀
す
る
た
め
、
目
印
と
な
る
提
灯
を
家
々
の
軒
外
に
設
置
し
た
い

と
、「
東
懸
所
通
宿
屋
中
」
が
願
い
出
て
い
る
。「
報
恩
講
」
と
は
、
真
宗
の
宗
祖
親
鸞

（
54
）

（
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）
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八
五

へ
の
報
恩
の
た
め
に
行
う
法
会
の
こ
と
で
一
一
月
に
執
り
行
わ
れ
る
真
宗
最
大
の
年
中

行
事
で
あ
る
。
本
史
料
も
一
一
月
一
三
日
に
出
さ
れ
て
お
り
、
東
本
願
寺
掛
所
へ
参
詣

者
が
集
ま
る
時
期
で
宿
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
周
辺
が
寺
社

地
で
あ
る
と
い
う
特
徴
か
ら
、
橘
町
裏
町
で
は
宿
屋
の
客
と
し
て
寺
社
の
参
拝
者
も
存

在
し
た
。

さ
ら
に
「
享
保
以
降
橘
町
文
書
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
史
料
も
み
ら
れ
る
。

【
史
料
七
】

　
　
　

乍
恐
奉
願
上
候
御
事

一
、
橘
町
裏
町
之
内
掛
所
通
ハ
、
先
年
ゟ
御
領
内
近
国
参
詣
之
者
宿
仕
、
見
世
ニ

而
煮
売
茶
屋
を
仕
、
渡
世
送
り
申
候
処
、
困
窮
之
上
近
年
両
度
類
焼
ニ
逢
、
難

取
続
迷
惑
ニ
奉
存
候
、
此
度
御
国
御
繁
昌
ニ
付
他
所
ゟ
も
参
詣
数
多
御
座
候
、

殊
ニ
所
々
見
物
事
多
御
座
候
ニ
付
、
逗
留
仕
候
者
も
可
在
御
座
与
奉
存
候
、
当

町
之
義
ハ
煮
売
茶
屋
之
義
ニ
御
座
候
ニ
付
、
飯
売
女
壱
軒
ニ
二
三
人
程
ツ
ヽ
差

置
、
鳴
物
等
被
為
遊　

御
免
、
外
ニ
町
家
之
内
ニ
而
軽
キ
小
芝
居
一
ヶ
所
、
右

両
用
被
為　

仰
付
被
下
置
候
様
ニ
奉
願
上
候
、
左
候
得
ハ
賑
ニ
付
商
売
も
別
而

繁
昌
可
仕
与
奉
存
候
、
畏
々
御
慈
悲
ニ
被
為
聞
召
分
被
為　

仰
付
被
下
候
様
ニ

奉
願
上
候
、

右
之
通
、
橘
町
裏
町
之
者
共
奉
願
上
候
、
被
為　

仰
付
被
下
候
へ
ハ
他
所
者
等
も

多
入
込
益
繁
昌
可
仕
と
奉
存
候
、
被
為
遊　

御
免
被
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存

候
、
以
上

　
　
　
　

亥
八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
代　

源
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

善
蔵 

右
の
史
料
は
、
年
不
詳
で
あ
る
が
、
橘
町
裏
町
の
町
内
の
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
こ

の
願
書
は
、
宿
屋
一
軒
に
つ
き
二
～
三
人
ず
つ
飯
売
女
を
置
き
た
い
旨
を
願
い
出
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
願
書
の
冒
頭
に
は
、「
橘
町
裏
町
之
内
掛
所
通
ハ
、
先
年
ゟ
御
領

内
近
国
参
詣
之
者
宿
仕
、
見
世
ニ
而
煮
売
茶
屋
を
仕
、
渡
世
送
り
申
候
」
と
あ
り
、
掛

所
通
り
沿
い
の
宿
屋
で
は
、
寺
社
参
詣
者
の
宿
を
し
つ
つ
店
先
で
煮
売
茶
屋
を
営
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
願
い
の
内
容
が
許
可
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
宿

屋
は
飯
盛
女
を
置
き
遊
女
屋
ま
が
い
の
商
売
を
行
お
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
も
既
に
述

べ
た
橘
町
裏
町
の
遊
興
地
と
し
て
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
第
三
章
で
は
、「
書
上
留
メ
帳
」
を
素
材
に
橘
町
裏
町
の
居
住
者
の
生
業
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
橘
町
裏
町
の
居
住
者
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、「
書
上
留
メ
帳
」
で
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
古
鉄
・
古
道
具
商
以
外

に
も
う
な
ぎ
売
り
や
甘
酒
売
り
、
宿
屋
や
芝
居
興
行
で
の
弁
当
販
売
と
い
っ
た
生
業
の

者
が
み
ら
れ
た
。
特
に
宿
屋
は
、
東
本
願
寺
掛
所
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
へ
の
参
詣

者
、
役
者
や
お
囃
子
方
と
い
っ
た
興
行
関
係
者
の
宿
泊
が
確
認
で
き
、
周
辺
に
寺
社
地

や
芝
居
地
の
あ
る
橘
町
裏
町
の
立
地
を
生
か
し
た
商
業
経
営
が
な
さ
れ
て
い
た
と
指
摘

で
き
る
。
さ
ら
に
宿
屋
は
煮
売
茶
屋
も
兼
ね
、
宿
に
飯
盛
女
を
置
く
許
可
を
願
い
出
る

な
ど
、
橘
町
裏
町
の
遊
興
地
と
し
て
の
特
徴
も
居
住
者
の
生
業
か
ら
確
認
で
き
る
。

四　
「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」
に
み
る
家
屋
敷
所
持

（
一
）　

橘
町
裏
町
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
者
の
変
遷
と
地
価

第
三
章
で
は
、
橘
町
裏
町
に
様
々
な
生
業
の
者
が
居
住
し
、
宿
屋
に
特
徴
的
な
よ
う

に
町
の
立
地
を
生
か
し
た
商
い
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

第
四
章
で
は
、
橘
町
裏
町
で
作
成
さ
れ
た
家
並
帳
「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」

か
ら
橘
町
裏
町
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

（
56
）

（
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）
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享
保
期
家
並
帳
が
作
成
さ
れ
た
享
保
二
〇
年（
一
七
三
五
）時
点
の
町
内
の
家
屋
敷
数

は
、
六
九
筆
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
元
文
五
年（
一
七
四
〇
）に
は
七
二
筆
、
宝
暦
一
〇

年（
一
七
六
〇
）に
は
七
六
筆
に
増
加
し
、
家
屋
敷
の
切
り
売
り
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
に
売

買
・
譲
渡
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
享
保
期
家
並
帳
で
は
、
享
保
期
～

明
和
期
ま
で
の
約
五
〇
年
間
の
家
屋
敷
所
持
者
の
変
化
を
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
家
屋
敷
売
買
・
譲
渡
の
様
子
を
家
並
帳
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

【
史
料
八
―
①
】

前
一
、
表
拾
間　

裏
拾
四
間
壱
尺
五
寸　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門

〻
〻
〻
〻

　
　
「
（
貼
紙
①
）

 

米
や
吉
左
衛
門

〻
〻
〻
〻
〻

　〻
　
　
　
　

　
　
　

吉
左
衛
門

〻
〻
〻
〻

」　　
　
　
　

　
　
「
（
貼
紙
②
）

 

米
や
吉
左
衛
門
」　　
　
　
　

享
保
十
年
巳
九
月
廿
二
日
、
金
四
拾
八
両
ニ
池
戸
武
兵
衛
ゟ
吉
左
衛
門
買

延
享
四
年
卯
四
月
、
父
相
果
候
ニ
付
、
忰
吉
左
衛
門
へ
名
共
ニ
譲

宝
暦
三
年
酉
六
月
廿
日
、
父
吉
左
衛
門
相
果
候
ニ
付
、
忰
万
之
助
へ
名
共
ニ

譲
り
申
候

宝
暦
九
年
卯
三
月
四
日
、
吉
左
衛
門
ゟ
祖
母
寿
泉
へ
譲
ル

宝
暦
十
三
年
未
二
月
寿
泉
ゟ
婿
吉
左
衛
門
へ
譲

【
史
料
八
―
②
】

　

一
、
間
口
拾
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門
「
（
加
筆
）

 

後
家

　

裏
行
拾
四
間
壱
尺
五
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
い
」

寛
政
八
年
辰
十
二
月
廿
一
日
、
ぬ
い
持
分
ニ
御
座
候
処
、
相
果
て
申
候
付
、

聟
吉
左
衛
門
へ
譲
り
申
候

享
保
期
家
並
帳
【
史
料
八
―
①
】
で
は
、
享
保
一
〇
年（
一
七
二
五
）九
月
二
二
日
に

池
戸
武
兵
衛
か
ら
吉
左
衛
門
が
家
屋
敷
を
金
四
八
両
で
購
入
し
、
忰
吉
左
衛
門
→
忰
万

之
助（
吉
左
衛
門
）→
祖
母
寿
泉
へ
、
宝
暦
一
三
年（
一
七
六
三
）二
月
に
は
、
寿
泉
か
ら
婿

吉
左
衛
門
へ
と
譲
渡
さ
れ
、
五
代
に
わ
た
り
四
〇
年
近
く
吉
左
衛
門
家
で
所
持
さ
れ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
天
明
期
家
並
帳
【
史
料
八
―
②
】
を
み
る
と
、
吉
左
衛

門
か
ら
後
家
ぬ
い
、
さ
ら
に
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）一
二
月
に
は
ぬ
い
か
ら
婿
吉
左
衛

門
へ
譲
渡
さ
れ
て
お
り
、
天
明
期
家
並
帳
の
記
述
も
合
わ
せ
る
と
、
吉
左
衛
門
家
で

七
〇
年
以
上
こ
の
家
屋
敷
が
所
持
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

一
方
で
、
売
買
が
繰
り
返
さ
れ
た
家
屋
敷
も
存
在
す
る
。

【
史
料
九
】

一
、
表
三
間　

裏〻裏
行
六
間
半

拾
七
間
壱

〻
〻
〻
〻

尺〻　
　
　
　
　
　
　
　

又
三
郎

〻
〻
〻

　
　
「
（
貼
紙
①
）

 

□
□
□
か
へ

〻
〻
〻
〻
〻

伝
兵
衛

〻
〻
〻

」　　
　
　

　
　
「
（
貼
紙
②
）

 

日
置
村
与
平
」　　
　
　
　
　
　

享
保
十
三
年
申
四
月
十
二
日
、
焼
地
金
三
両
壱
分
伊
兵
衛
ゟ
七
左
衛
門
母
買

同
十
七
年
子
五
月
十
日
、
金
拾
三
両
弐
分
七
左
衛
門
母
ゟ
又
三
郎
買

寛
保
元
年
酉
六
月
四
日
、
代
金
十
九
両
ニ
又
三
郎
ゟ
宮
町
清
六
買

延
享
二
年
丑
六
月
七
日
、
金
拾
両
ニ
「（
挿
入
）
清
六
ゟ
」
藤
助
買

宝
暦
五
年
亥
三
月
十
九
日
、
金
拾
壱
両
ニ
日
置
村
忠
蔵
買
、
但
流
家

宝
暦
六
年
子
五
月
七
日
、
金
九
両
ニ
忠
兵〻蔵衛〻
ゟ
伝
兵
衛
買

明
和
元
年
申
十
二
月
「（
挿
入
）
一
日
」、
伝
兵
衛
ゟ
五
両
三
分
ニ
与
平
買

【
史
料
九
】
の
家
屋
敷
で
は
、
購
入
後
一
〇
年
以
内
に
売
却
さ
れ
、
所
持
者
の
移
動

が
活
発
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
で
家
屋
敷
の
売
買
価
格
に
つ
い
て
記
載
が
あ

り
、
金
三
両
壱
分
→
金
一
三
両
二
分
→
金
一
九
両
→
金
一
〇
両
→
金
一
一
両
→
金
九
両

→
金
五
両
三
分
と
売
買
価
格
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

右
の
よ
う
な
家
並
帳
に
記
載
さ
れ
た
売
買
価
格
の
情
報
を
利
用
し
て
、
橘
町
裏
町
の

地
価
を
調
査
し
た
。
橘
町
裏
町
の
土
地
価
格
の
変
化
は
、
享
保
期
家
並
帳
・
天
明
期
家

（
58
）

（
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（
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）
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並
帳
・
文
政
期
家
並
帳
の
三
冊
の
家
並
帳
を
用
い
て
、
角
地
お
よ
び
中
屋
敷
そ
れ
ぞ
れ

の
小
間
高
の
平
均
値
か
ら
算
出
し
た
。
中
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
天
明
期
家
並
帳
・
文
政

期
家
並
帳
に
売
却
額
の
記
載
が
あ
る
家
屋
敷
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
抽
出
し
分
析
に
用
い

た
。
な
お
、
家
並
帳
で
は
売
買
の
際
に
の
み
家
屋
敷
の
価
格
が
記
載
さ
れ
る
た
め
、
沽

券
図
の
よ
う
に
同
時
期
、
お
よ
び
す
べ
て
の
家
屋
敷
で
小
間
高
の
情
報
が
得
ら
れ
る
訳

で
は
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

で
は
、
町
内
に
お
け
る
地
価
の
年
代
推
移
を
み
て
み
よ
う
。
角
地
・
中
屋
敷
の
小
間

高
の
平
均
値
を
表
に
し
た
の
が
【
表
4
】
で
あ
る
。【
表
4
】
か
ら
、
橘
町
裏
町
の
地

価
は
基
本
的
に
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
七
四
一
～
八
〇
年
に
か
け
て
は
、
角
地
の
小
間
高
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
中
屋
敷

の
地
価
は
下
落
し
て
い
る
。
当
該
期
は
、
七
代
藩
主
徳
川
宗
春
が
元
文
四
年（
一
七
三
九
）

に
隠
居
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
、
八
代
藩
主
と
な
っ
た
徳
川
宗
勝
が
宗
春
の
積
極
政
策
を
否

定
し
藩
の
政
策
が
大
き
く
転
換
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
政
策
の
転
換
に
よ
り
、
宗

春
治
世
下
で
営
業
を
許
可
さ
れ
た
遊
郭
は
閉
鎖
さ
れ
、
芝
居
も
全
面
禁
止
と
な
る
。
名

古
屋
城
下
で
の
芝
居
興
行
は
、
寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）以
降
、
再
開
と
中
止
を
繰
り
返

し
な
が
ら
徐
々
に
再
開
さ
れ
、
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）に
は
橘
町
裏
町
の
芝
居
小
屋
が

再
建
さ
れ
る
。
橘
町
裏
町
に
お
け
る
地
価
の
下
落
に
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
影

響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
中
屋
敷
の
価
格
変
化
を
み
る
と
、
一
七
八
一

～
一
八
〇
〇
年
に
は
一
七
四
一
～
六
〇
の
小
間
高
の
約
二
．
七
倍
に
ま
で
急
上
昇
し
、

一
八
二
一
～
四
〇
年
に
は
一
八
世
紀
中
頃
の
五
倍
の
価
格
と
な
っ
た
。

比
較
の
た
め
、
町
人
地
の
中
心
部
に
位
置
す
る
京
町
の
小
間
高
の
変
化
も
同
様
に
算

出
し
た
と
こ
ろ
、
一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
中
頃
に
お
け
る
地
価
の
上
昇
は
、
京
町
で

も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
一
八
二
一
～
四
〇
年
の
中
屋
敷
の
小
間
高
は
、
一
八
世
紀

中
頃
の
三
．
七
倍
と
橘
町
裏
町
ほ
ど
の
上
昇
は
し
て
い
な
い
。
橘
町
裏
町
の
家
屋
敷
の

（
61
）

橘町裏町小間高 京町小間高
年代 角地（両/間） 中屋敷（両/間） 年代 角地（両/間） 中屋敷（両/間）

1700 ～ 20 26両
1723 ～ 40 6.18両 3.26両 1721 ～ 40
1741 ～ 60（焼地） 3.53両

1741 ～ 60 12.59両 7.96両
1741 ～ 60 7.33両 2.66両
1761 ～ 80 9.63両 2.32両 1761 ～ 80 6.67両
1781 ～ 1800 7.45両 1781 ～ 1800 24.43両
1801 ～ 20 13.5両 1801 ～ 20 30.33両 17.11両
1821 ～ 40 12.57両 18.2両 1821 ～ 40 29.74両

1841 ～ 60 50両
1861 ～ 80 21.5両

【表4】小間高の年代変化

※享保二十年乙卯正月「橘町裏町家並間口裏行之帳」（徳川林政史研究所収集史料4336）、宝暦四甲戌十月「京
町東西家並榴」（『新修名古屋市史 資料編 近世2』掲載）を利用。



近
世
名
古
屋
の
町
人
地
と
家
屋
敷
所
持

八
八

価
値
が
急
激
に
上
昇
し
た
要
因
は
、
現
時
点
で
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
し
か
し
、
名

古
屋
城
下
で
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
門
前
町
が
増
加
し
た
こ
と
や
城
下
周
辺
村
々
の

都
市
化
が
進
展
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
城
下
町
の
拡
大
に
よ
る
橘

町
裏
町
の
相
対
的
な
価
値
上
昇
が
地
価
の
上
昇
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）　

家
屋
敷
所
持
者
の
家
屋
敷
入
手
要
因
・
手
放
し
た
要
因

第
二
節
で
は
、
橘
町
裏
町
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
者
の
変
遷
を
整
理
す
る
。
す
で
に

述
べ
た
通
り
、
享
保
期
家
並
帳
に
は
、
家
並
帳
作
成
以
前
の
所
持
者
の
変
遷
も
記
録
さ

れ
て
お
り
、
約
五
〇
年
間
の
家
屋
敷
売
買
・
譲
渡
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
天
明
期
家
並
帳
に
も
所
持
者
の
変
更
理
由
が
記
載
さ
れ
た
家
屋
敷
が
存
在
す
る
。
そ

こ
で
、
以
下
で
は
享
保
期
家
並
帳
と
天
明
期
家
並
帳
に
記
載
さ
れ
た
所
持
者
の
変
更
理

由
に
関
す
る
情
報
を
利
用
し
て
家
屋
敷
所
持
の
傾
向
を
分
析
し
て
い
く
。

前
掲
の
【
史
料
八
・
九
】
で
み
た
よ
う
な
家
屋
敷
の
相
続
・
売
買
に
よ
る
所
持
者
の

変
化
を
一
覧
に
し
た
の
が
、
巻
末
に
示
し
た
【
付
表
】
で
あ
る
。
家
並
帳
に
記
載
さ
れ

た
家
屋
敷
所
持
者
が
膨
大
な
数
に
上
る
こ
と
は
、【
付
表
】
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
り
、

〝
誰
が
〟
家
屋
敷
の
所
持
者
な
の
か
と
い
う
点
で
、
家
屋
敷
所
持
者
の
属
す
る
家
で
は

な
く
個
人
が
重
視
さ
れ
、
町
代
が
そ
の
把
握
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
、
前
節
で
は
、
橘
町
裏
町
に
お
い
て
年
代
が
下
る
に
つ
れ
家
屋
敷
の
価
格
が
上
昇
し

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
家
屋
敷
が
財
産
と
し
て
経
済
的
に
も
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
家
屋
敷
所
持
者
に
と
っ
て
居
住
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
家
屋
敷
相
続
・
所
持
の
重
要
度
が
増
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
家
並
帳
に
記
載
さ
れ
た
家
屋
敷
所
持
者
の
変
遷
か
ら
、
家
屋
敷
所

持
の
全
体
的
な
傾
向
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
名
古
屋
の
呉
服
商
を

事
例
に
女
性
相
続
と
家
屋
敷
と
の
関
係
を
検
討
し
て
き
た
。
よ
っ
て
、
女
性
の
家
屋
敷

所
持
者
に
も
注
目
し
、
橘
町
裏
町
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
の
様
子
を
確
認
す
る
。【
付

表
】
を
も
と
に
家
屋
敷
所
持
者
の
家
屋
敷
入
手
要
因
・
手
放
し
た
要
因
を
男
女
別
に
示

し
た
の
が
【
表
5
】
～
【
表
8
】
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
男
女
別
に
家
屋
敷
の
入
手
要

因
・
手
放
し
た
要
因
、
譲
渡
時
の
続
柄
等
を
数
量
的
に
分
析
し
、
家
屋
敷
所
持
の
傾
向

お
よ
び
家
屋
敷
所
持
の
男
女
差
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

①
男
性

男
性
の
家
屋
敷
入
手
要
因
を
ま
と
め
た
の
が【
表
5
】で
あ
る
。【
表
5
】を
み
る
と
、

入
手
要
因
の
記
載
が
あ
る
全
二
六
五
件
の
う
ち
、
購
入
が
一
九
〇
件
、
譲
渡
が
七
三
件

で
あ
っ
た
。
譲
渡
の
内
訳
は
、
最
も
多
い
の
が
父（
義
父
）ら
の
譲
渡
で
四
二
件
、
続
い

て
兄
弟
か
ら
の
譲
渡
が
一
一
件
、
母（
義
母
）か
ら
の
譲
渡
が
一
〇
件
で
あ
っ
た
。

男
性
が
家
屋
敷
を
手
放
し
た
要
因
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
6
】
で
あ
る
。【
表
6
】
を

み
る
と
、
手
放
し
た
要
因
の
記
載
が
あ
る
全
二
六
二
件
の
う
ち
、
売
却
が
一
七
六
件
、

譲
渡
が
八
四
件
で
あ
っ
た
。
譲
渡
の
内
訳
は
、
忰（
婿
）へ
の
譲
渡
が
四
三
件
、
つ
づ
い

て
妻
へ
の
譲
渡
が
一
三
件
、
兄
弟
へ
の
譲
渡
が
一
一
件
で
あ
っ
た
。
性
別
ご
と
に
み
る

と
、
男
性
か
ら
男
性
へ
の
譲
渡
は
六
一
件
、
女
性
へ
の
譲
渡
は
二
三
件
で
あ
っ
た
。

②
女
性

女
性
の
家
屋
敷
入
手
要
因
を
ま
と
め
た
の
が【
表
7
】で
あ
る
。【
表
7
】を
み
る
と
、

入
手
要
因
の
記
載
が
あ
る
全
三
六
件
の
う
ち
、
購
入
が
八
件
、
譲
渡
が
二
八
件
で
あ
っ

た
。
譲
渡
の
内
訳
は
、
夫
か
ら
の
譲
渡
が
一
四
件
、
つ
づ
い
て
父
か
ら
の
譲
渡
が
六

件
、
兄
弟
か
ら
の
譲
渡
お
よ
び
姉
妹
か
ら
の
譲
渡
が
そ
れ
ぞ
れ
二
件
ず
つ
で
あ
っ
た
。

女
性
が
家
屋
敷
を
手
放
し
た
要
因
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
8
】
で
あ
る
。【
表
8
】
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を
み
る
と
、
手
放
し
た
要
因
の
記
載
が
あ
る
全
三
五
件
の
う
ち
、
売
却
が
一
八
件
、
譲

渡
が
一
七
件
で
あ
っ
た
。
譲
渡
の
内
訳
は
、
忰（
婿
）へ
の
譲
渡
が
一
〇
件
、
続
い
て
夫

へ
の
譲
渡
お
よ
び
姉
妹
へ
の
譲
渡
が
そ
れ
ぞ
れ
二
件
ず
つ
で
あ
っ
た
。
性
別
ご
と
に
み

る
と
、
女
性
か
ら
男
性
へ
の
譲
渡
は
一
三
件
、
女
性
へ
の
譲
渡
は
四
件
で
あ
っ
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
①
男
女
ど
ち
ら
も
男
性
へ
の
譲
渡
の

割
合
が
高
く
、
特
に
女
性
の
所
持
者
の
場
合
は
、
男
性
へ
の
譲
渡
の
割
合
が
女
性
へ
の

譲
渡
の
割
合
よ
り
約
二
五
％
も
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
従
来
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
家
屋
敷
相
続
が
男
性
優
先
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

②
入
手
要
因
に
注
目
す
る
と
、
男
性
が
家
屋
敷
を
譲
渡
さ
れ
て
所
持
者
と
な
る
場
合

は
二
八
％（
七
三
件
）、
家
屋
敷
を
購
入
し
て
所
持
者
と
な
る
場
合
は
七
二
％（
一
九
〇
件
）

で
あ
っ
た
。
一
方
、
女
性
が
家
屋
敷
を
譲
渡
さ
れ
所
持
者
と
な
る
場
合
は
七
八
％（
二
八

件
）、
家
屋
敷
を
購
入
し
て
所
持
者
と
な
る
場
合
が
二
二
％（
八
件
）で
あ
っ
た
。
男
女
で

購
入
・
譲
渡
の
割
合
を
比
較
す
る
と
男
性
の
入
手
要
因
は
購
入
が
多
い
の
に
対
し
、
女

性
は
譲
渡
に
よ
る
所
持
が
多
い
と
い
う
違
い
が
み
ら
れ
る
。

③
手
放
し
た
要
因
に
注
目
す
る
と
、
男
性
が
家
屋
敷
を
譲
渡
す
る
場
合
は
三
二
％

（
八
四
件
）、
売
却
す
る
場
合
は
六
七
％（
一
七
六
件
）と
二
倍
近
い
差
が
み
ら
れ
た
の
に
対

し
、
女
性
が
譲
渡
す
る
場
合
は
四
九
％（
一
七
件
）、
家
屋
敷
を
売
却
す
る
場
合
は

五
一
％（
一
八
件
）で
あ
っ
た
。
売
却
・
譲
渡
の
割
合
を
比
較
す
る
と
、
男
性
の
手
放
し

た
要
因
は
売
却
が
圧
倒
的
に
多
い
一
方
、
女
性
は
売
買
・
譲
渡
が
僅
差
で
あ
る
と
い
う

違
い
が
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
女
性
名
義
の
家
屋
敷
で
あ
っ
て
も
家
屋
敷
の
売
却
が
譲

渡
と
同
程
度
に
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
、
女
性
の
家
屋
敷
所
持
は
、
譲
渡
だ
け
が
目
的

で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

購入 190
譲渡 73 父（義父） 42

母（義母） 10
兄弟 11
姉妹 1
妻 2
忰 4
従兄弟 1
師 1
不明 1

その他 2
合計 265

【表5】入手要因（男性）
購入 8
譲渡 28 父（義父） 6

母（義母） 1
兄弟 2
姉妹 2
夫 14
忰 1
娘 1
孫 1

合計 36

【表7】入手要因（女性）

男性への譲渡：61件（23％）
女性への譲渡：23件（8％）

売却 176
譲渡 84 父 4

母 1
兄弟 11
姉妹 2
妻 13
忰（婿） 43
娘 6
祖母 1
従兄弟 1
弟子 1
不明 1

その他 2
合計 262

【表6】手放した要因（男性）

男性への譲渡：13件（37％）
女性への譲渡：4件（11％）

売却 18
譲渡 17 父 0

母 1
兄弟 1
姉妹 2
夫 2
忰（婿） 10
娘 1

合計 35

【表8】手放した要因（女性）

※【表5】～【表8】は、享保二十年乙卯正月「橘町裏町家並間口裏行之帳」（徳川林政史研究所収集史料4336）、
天明九年己酉正月中旬改「橘町裏町家並間口裏行之帳」（徳川林政史研究所収集史料4336）をもとに作成した。
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女
性
に
よ
る
家
屋
敷
所
持
の
具
体
例

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
女
性
が
家
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以

下
で
は
三
名
の
女
性
の
家
屋
敷
所
持
の
様
子
を
確
認
す
る
。

Ａ
．
崇
覚
寺
く
り

【
史
料
一
〇
】

一
、
表
六
間
半　

裏
三
拾
間　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
り

　
　

享
保
七
年
二
月
十
日
、
妙
故
ゟ
娘
く
り
へ
譲
ル

一
、
表
六
間
半　

裏
三
拾
間　
　
　
　
　
　
　
　
　

崇
覚
寺

　
　
　
　
　

内
拾
六
間
ニ
六
間
半　

く
り
持
分

崇
覚
寺
は
、
橘
町
裏
町
に
所
在
す
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
あ
る
。
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）二
月
、
く
り
に
表
間
口
六
間
半
・
裏
行
三
〇
間
の
家
屋
敷
が
譲
渡
さ
れ
る
。

隣
接
す
る
家
屋
敷
の
一
部
も
く
り
が
所
持
し
、
残
り
は
崇
覚
寺
所
持
と
さ
れ
て
い
る
。

天
明
期
家
並
帳
で
も
所
持
者
名
と
し
て
「
崇
覚
寺
く
り
」
と
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
く

り
が
所
持
者
と
し
て
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
く
り
は
六
〇
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り

家
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

Ｂ
．
伊
藤
屋
喜
代

【
史
料
一
一
】

一
、
表
五
間　

裏
拾
八
間
壱
尺　
　
　
　
　
　
　
　

次
郎
左
衛
門

〻
〻
〻
〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
（
貼
紙
）

 

茶
や
丁
き
よ
」

　

享
保
七
年
寅
五
月
七
日
、
伝
左
衛
門
御
払
ニ
て
金
拾
弐
両
弐
分
八
朱
林
安
之
助
買

　

同
十
五
年
戌
九
月
廿
九
日
、
金
十
三
両
茶
や
丁
貞
松
買

　

同
十
七
年
子
五
月
、
貞
松
ゟ
忰
次
郎
左
衛
門
へ
譲
ル
「
（
加
筆
）

 

蘭
兮
事
」

　

寛
延
三
年
午
五
月
、
父
蘭
兮
ゟ
忰
次
郎
左
衛
門
へ
譲
ル

　

宝
暦
三
年
酉
七
月
六
日
、
次
郎
左
衛
門
ゟ
後
家
き
よ同
へ人
譲
ル

一
、
表
五
間　

裏
拾
七
間
五
尺　
　
　
　
　
　
　
　

教〻〻
順〻〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
（
貼
紙
）

 

き
よ
」

　

享
保
六
年
丑
十
二
月
十
日
、
誓
知
ゟ
弟
教
順
へ
譲
ル

延
享
二
年
丑
九
月
廿
三
日
、
金
五
両
ニ
茶
や
町
次
郎
左
衛
門
事
蘭
兮
買

寛
延
三
年
午
五
月
、
父
蘭
兮
ゟ
忰
次
郎
左
衛
門
へ
譲
ル

宝
暦
三
年
酉
七
月
六
日
、
次
郎
左
衛
門
ゟ
後
家
き
よ
へ
譲
ル

右
の
家
屋
敷
は
、
寛
政
期
以
降
に
尾
張
藩
御
勝
手
御
用
達
を
勤
め
る
呉
服
商
伊
藤
次

郎
左
衛
門
家
が
所
持
し
た
家
屋
敷
で
あ
る
。
宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）七
月
、
き
よ
に
表

間
口
五
間
・
裏
行
一
八
間
一
尺
と
表
間
口
五
間
・
裏
行
一
七
間
五
尺
の
二
筆
が
夫
次
郎

左
衛
門
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
。
喜
代
の
居
住
地
は
「
茶
や
丁
」
と
あ
る
た
め
、
不
在
地
主

で
あ
る
。
天
明
期
家
並
帳
で
も
き
よ
が
所
持
者
で
あ
る
と
確
認
で
き
、
三
五
年
以
上
の

長
期
に
わ
た
り
家
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

Ｃ
．
柳
屋
よ
し

柳
屋
よ
し
は
、
天
明
期
家
並
帳
に
名
前
が
み
ら
れ
、
天
明
九
年（
一
七
八
九
）時
点
で

は
四
筆
を
所
持
し
て
い
た
。
文
政
期
家
並
帳
で
も
家
屋
敷
の
所
持
が
確
認
で
き
、「
よ
し

宅
」
と
記
載
が
あ
る
た
め
、
町
内
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
享
保
期
家
並

帳
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
家
並
図
が
【
図
3
】
で
あ
る
。
こ
の
家
並
図
に
よ
る
と
、
よ

し
が
六
筆
の
家
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
よ
し
に
よ
っ
て
土
地
集
積

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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女
性
家
屋
敷
所
持
者
の
推
移

京
都
や
仙
台
城
下
で
は
、
近
世
中
後
期
や
幕
末
期
に
女
性
の
家
屋
敷
所
持
者
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
、
あ
る
い
は
増
加
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
城
下

で
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
、
橘
町
裏
町
の
家
並
帳
か
ら
、
女
性
名
義
の
家
屋
敷

数
の
年
代
推
移
を
検
討
す
る
。

以
下
の
分
析
で
は
、
享
保
二
〇
年（
一
七
三
五
）・
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）・
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）の
三
冊
の
家
並
帳
に
記
さ
れ
た
内
容
を
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
し
た
。各
家
並

帳
に
記
載
さ
れ
た
家
屋
敷
の
総
数
が
異
な
る
た
め
、
各
年
の
総
数
に
占
め
る
女
性
名
義

の
割
合
を
算
出
し
て
比
較
し
た
。

【
表
9
】
を
み
る
と
、
享
保
二
〇
年
に
は
、
全
七
二
筆
の
う
ち
、
女
性
名
義
の
家
屋

敷
は
一
．
五
筆
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
崇
覚
寺
く
り
が
所
持
し
た
、
表
間
口
六
間

半
・
裏
行
三
〇
間
と
、
そ
こ
に
隣
接
す
る
崇
覚
寺
が
所
持
し
た
家
屋
敷
の
一
部
で
あ
る

表
間
口
六
間
半
・
裏
行
一
六
間
を
さ
す
。
そ
の
後
、
寛
政
元
年
に
は
一
一
筆
の
家
屋
敷

が
女
性
名
義
と
な
り
、
文
政
二
年
に
は
二
六
筆
に
ま
で
増
加
す
る
。

こ
こ
か
ら
、
橘
町
裏
町
で
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
女
性
名
義
の
家
屋
敷
が
増
加

し
て
い
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
寛
政
期
・
文
政
期
家
並
帳
で
は
、
柳
屋
よ
し
の
よ
う

に
複
数
の
家
屋
敷
を
所
持
す
る
女
性
も
確
認
で
き
、
女
性
に
よ
る
土
地
集
積
が
上
記
の

よ
う
な
結
果
に
導
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

お　

わ　

り　

に　

本
稿
で
は
、「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」
を
は
じ
め
、
橘
町
裏
町
の
町
代
が

（
71
）

（
72
）

（
73
）

（
74
）

【図3】橘町裏町家並図
享保二十年乙卯正月「橘町裏町家並間口裏行之帳」（徳川林政史研究所収集史料4336）の挿入紙をもとに作成。
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作
成
し
た
文
書
を
用
い
て
個
別
町
の
実
態
解
明
を
試

み
た
。

名
古
屋
城
下
を
対
象
と
し
た
研
究
は
、
近
世
都
市

史
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
三
都
と
比
較
し
て
、
大
幅

な
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
本
稿
で
分
析
に
使
用
し
た

家
並
帳
を
使
用
し
た
研
究
と
し
て
は
、
城
下
町
の
街

区
や
町
の
役
負
担
に
関
す
る
研
究
、
家
屋
敷
売
買
に

関
す
る
制
度
面
の
研
究
等
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
個

別
町
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
者
の
実
態
に
注
目
し
た

研
究
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

城
下
町
名
古
屋
の
都
市
構
造
を
解
明
す
る
た
め
の
足

掛
か
り
と
し
て
、
名
古
屋
橘
町
裏
町
を
事
例
に
名
古

屋
城
下
の
個
別
町
の
具
体
像
を
調
査
し
た
。

橘
町
裏
町
は
、
町
人
地
の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
場

所
に
あ
り
、
一
八
世
紀
中
頃
の
小
間
高
も
中
心
地
の

半
額
ほ
ど
で
、
地
理
的
・
経
済
的
に
も
場
末
と
い
え

る
。
周
辺
に
は
寺
社
地
や
芝
居
地
が
あ
り
、
町
内
に

は
寺
社
参
詣
者
や
興
行
関
係
者
を
客
に
宿
屋
や
煮
売

（
75
）

（
76
）

（
77
）

年代 所持者記載あり（筆） 女性名（筆） 比率（女性/所持者）
1735（享保20年） 72 1.5 2.1%
1789（寛政元年） 74 11 14.9%
1819（文政2年） 76 26 34.2%

【表9】女性の家屋敷所持率の変化

※享保二十年乙卯正月「橘町裏町家並間口裏行之帳」（「徳川林政史研究所収集史料」
4336）、寛政元年己酉二月廿四日「橘町裏町家並御改帳」（「徳川林政史研究所収集
史料」4338）、文政二年卯四月「橘町裏町家並帳」（「徳川林政史研究所収集史料」
4337）をもとに作成。

茶
屋
を
営
む
者
、
芝
居
興
行
で
の
飲
食
販
売
を
生
業
と
す
る
者
等
が
居
住
し
、
そ
の
立

地
を
活
か
し
た
商
業
経
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。

橘
町
裏
町
の
家
屋
敷
所
持
者
に
注
目
す
る
と
、
男
女
と
も
に
男
性
へ
家
屋
敷
を
譲
渡

す
る
場
合
が
多
く
、
男
性
優
先
と
さ
れ
る
家
屋
敷
相
続
は
、
名
古
屋
で
も
同
様
で
あ
っ

た
と
指
摘
で
き
る
。
家
屋
敷
の
売
買
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
女
性
が
家
屋
敷
を
売
買
す
る

事
例
も
散
見
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、女
性
が
長
期
間
家
屋
敷
を
所
持
す
る
事
例
も
み
ら
れ
、

女
性
に
よ
る
家
屋
敷
相
続
・
所
持
が
中
継
だ
と
一
概
に
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

も
う
か
が
え
た
。

橘
町
裏
町
の
地
価
は
、
一
八
世
紀
中
頃
～
一
八
世
紀
末
に
下
落
す
る
が
、
そ
れ
以
降

は
、
急
上
昇
し
て
い
く
。
女
性
名
義
で
あ
っ
た
家
屋
敷
数
の
年
代
推
移
を
み
る
と
、
年

代
が
下
る
に
つ
れ
て
そ
の
数
は
上
昇
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
地
価
が
上
昇
し
て
も
そ
れ

を
購
入
・
維
持
で
き
る
だ
け
の
経
済
力
を
持
つ
、
あ
る
い
は
持
た
さ
れ
た
女
性
が
名
古

屋
城
下
に
も
存
在
し
た
と
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
詳
細
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
橘
町
裏
町
の
家
並

帳
か
ら
は
、
不
在
地
主
に
よ
る
家
屋
敷
所
持
も
確
認
で
き
た
。
不
在
地
主
の
具
体
例
と

し
て
名
古
屋
茶
屋
町
に
居
住
す
る
伊
藤
次
郎
左
衛
門
に
よ
る
家
屋
敷
所
持
に
触
れ
て
お

き
た
い
。
同
家
で
は
、
享
保
一
五
年（
一
七
三
〇
）に
表
間
口
五
間
の
家
屋
敷
を
購
入
し
、

延
享
二
年（
一
七
四
五
）に
は
隣
接
す
る
表
間
口
五
間
の
家
屋
敷
も
購
入
し
た
。文
政
期
家

並
帳
で
も
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
の
所
持
が
確
認
で
き
、
九
〇
年
以
上
に
わ
た
り
橘
町
裏

町
の
家
屋
敷
を
維
持
し
続
け
た
。
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
で
は
、
こ
の
地
を
隠
居
地
や
別

荘
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
の
他
に
も
本
町
一
丁
目
居

住
の
薬
種
商
駒
屋
源
兵
衛（
宝
暦
五
年
に
購
入
）や
両
替
町
に
居
住
し
尾
張
藩
の
御
用
両

替
所
を
運
営
し
た
平
田
惣
助（
明
和
八
年
に
弟
か
ら
譲
渡
）な
ど
、
名
古
屋
の
豪
商
が
橘
町

裏
町
の
家
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
。
駒
屋
源
兵
衛
も
三
五
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
所

持
が
確
認
で
き
、
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
同
様
、
家
屋
敷
を
別
荘
地
と
し
て
利
用
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

橘
町
裏
町
は
、
碁
盤
割
を
は
じ
め
と
す
る
名
古
屋
城
下
中
心
部
の
形
成
か
ら
約
五
〇

年
後
の
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）に
整
備
さ
れ
、
古
鉄
古
道
具
商
を
集
住
さ
せ
る
な
ど
当

初
は
場
末
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
成
立
当
初
か
ら
芝
居
小
屋
の
設
置

を
許
可
さ
れ
、
周
辺
に
は
寺
社
地
や
芝
居
地
が
あ
る
よ
う
な
地
域
に
位
置
し
、
遊
興
地

（
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）

（
79
）

（
80
）
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註（
1
）　

本
稿
で
は
、
史
料
に
即
し
て
「
家
屋
敷
」
の
語
を
用
い
る
。
な
お
、
史
料
上
で
は
土
地
と

家
屋
両
方
を
指
す
場
合
に
「
家
屋
敷
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）　

吉
田
伸
之
「
近
世
都
市
空
間
の
特
質
」（
吉
田
伸
之
編
『
日
本
の
近
世 
第
九
巻 

都
市
の

時
代
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
）。

（
3
）　

茨
志
麻
「〝
近
世
城
下
町
名
古
屋
〟
の
形
成
に
つ
い
て
―
遷
府
以
前
の
様
相
と
そ
の
都
市

建
設
の
手
法
を
中
心
に
―
」（
都
市
史
研
究
会
『
年
報 

都
市
史
研
究
四 

市
と
場
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
六
）。

（
4
）　

玉
井
哲
雄
『
江
戸
町
人
地
に
関
す
る
研
究
』
近
世
風
俗
研
究
会
、
一
九
七
七
。
吉
田
伸
之

「
町
人
と
町
」（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
歴
史
五 

近
世
一
』
東
京
大
学

出
版
、
一
九
八
五
）。
岩
淵
令
治
「
不
在
地
主
と
町
・
村
」（
都
市
史
研
究
会
『
年
報 

都
市
史
研

究
五 

商
人
と
町
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
）。
同
「
町
人
の
土
地
所
有
」（
渡
辺
尚
志
・
五
味

文
彦
編
『
新
体
系
日
本
史
三 

土
地
所
有
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）。
片
倉
比
佐
子
『
江

戸
の
土
地
問
題
』
同
成
社
、
二
〇
〇
四
。
岩
淵
令
治
「
四
谷
に
土
地
を
持
つ
」（
新
宿
未
来
創
造

財
団
新
宿
区
歴
史
博
物
館
『
四
谷
塩
町
か
ら
み
る
江
戸
の
ま
ち
―
近
世
考
古
学
の
世
界 

新
宿
歴

史
博
物
館
令
和
三
年
度
特
別
展
―
』
新
宿
未
来
創
造
財
団
新
宿
区
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
一
）。

（
5
）　

塚
田
孝
『
歴
史
の
な
か
の
大
坂
―
都
市
に
生
き
た
人
た
ち
―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
。

乾
宏
巳
『
近
世
大
坂
の
家
・
町
・
住
民
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
。
同
『
近
世
都
市
住
民
の

研
究
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
。
八
木
滋
「
一
七
世
紀
大
坂
道
頓
堀
の
開
発
と
芝
居
地
」（
塚

田
孝
・
佐
賀
朝
・
八
木
滋
・
大
阪
市
立
大
学
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
近
世
身
分
社
会
の

比
較
史
〈
法
と
社
会
の
視
点
か
ら
〉』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
）。
吉
元
加
奈
美
「
近
世
大
坂

堀
江
新
地
に
お
け
る
町
内
構
造
―
御
池
通
五
丁
目
の
水
帳
の
分
析
―
」（
部
落
問
題
研
究
所
『
部

落
問
題
研
究 

二
二
五
』
部
落
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
八
）。
塚
田
孝
「
道
頓
堀
周
辺
の
地
域
社

会
構
造
」
塚
田
孝
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都 

大
坂
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
）。

（
6
）　

安
国
良
一
「
近
世
京
都
の
町
と
家
屋
敷
所
持
」（
日
本
史
研
究
会
『
日
本
史
研
究
』
第

二
八
三
号
、
日
本
史
研
究
会
、
一
九
八
六
）。
塚
本
明
「
近
世
中
期
京
都
の
都
市
構
造
の
転
換
」

（
京
都
大
学
文
学
部
史
学
研
究
会『
史
林
』第
七
〇
巻
第
五
号
、京
都
大
学
文
学
部
史
学
研
究
会
、

一
九
七
八
）。
杉
森
哲
也
『
近
世
京
都
の
都
市
と
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
。

（
7
）　

吉
田
伸
之
編
『
日
本
の
近
世 

第
九
巻 

都
市
の
時
代
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
。
吉
田

伸
之
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都 

江
戸
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
。
塚
田
孝
編
『
シ
リ
ー

ズ
三
都 

大
坂
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
。
杉
森
哲
也
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都 

京
都
巻
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
。

（
8
）　

藩
政
や
幕
藩
関
係
、
村
落
、
文
化
活
動
に
関
す
る
論
考
が
多
く
、
都
市
史
研
究
は
、
清
水

禎
子
「
東
照
宮
祭
礼
と
城
下
町
名
古
屋
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究 

第
三
編
』

精
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
）、
松
田
憲
治
「
名
古
屋
城
下
成
瀬
・
志
水
両
蔵
屋
敷
地
子
町
屋
と

町
政
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究 

第
七
編
』
精
文
堂
出
版
、
二
〇
二
〇
）な
ど

数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。

（
9
）　

水
谷
盛
光「
名
古
屋
城
下
町
碁
盤
割
の
形
成
尺
度
考
説（
一
）」（
名
古
屋
市
郷
土
文
化
会『
郷

土
文
化
』
八
二
号
、
名
古
屋
市
郷
土
文
化
会
、
一
九
六
五
）。
同
「
名
古
屋
城
下
町
碁
盤
割
の

形
成
尺
度
考
説（
二
）」（
名
古
屋
市
郷
土
文
化
会
『
郷
土
文
化
』
八
三
号
、
名
古
屋
市
郷
土
文
化

会
、
一
九
六
五
）。

（
10
）　

林
董
一
『
尾
張
藩
公
法
史
の
研
究
』
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
二
。

（
11
）　

種
田
祐
司
「
い
と
う
呉
服
店
の
店
舗
拡
張
に
つ
い
て
」（
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
名
古
屋
市

と
し
て
の
性
格
も
帯
び
て
い
た
。
享
保
期
以
降
、
町
内
に
は
、
そ
の
立
地
を
活
か
し
て

う
な
ぎ
売
り
や
甘
酒
売
り
、
宿
屋
等
の
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
者
が
居
住
し
、

さ
ら
に
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
を
は
じ
め
と
す
る
名
古
屋
城
下
に
居
住
す
る
豪
商
の
別
荘

地
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。
都
市
周
縁
部
と
し
て
の
性
格
が
強
い
橘
町
裏
町
で
あ
っ
た

が
、
享
保
期
以
降
に
進
展
す
る
周
辺
農
村
の
都
市
化
に
よ
り
、
町
と
し
て
の
立
ち
位
置

が
相
対
的
に
上
昇
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
一
八
世
紀
末
以
降
の
地
価
の
急
上
昇
か

ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
八
世
紀
末
以
降
に
み
ら
れ
る
女
性
名
義
の
家
屋
敷
の

増
加
も
家
屋
敷
の
物
件
化
に
よ
る
町
の
性
格
の
変
化
が
要
因
だ
と
推
測
さ
れ
、
ま
さ
に

名
古
屋
城
下
に
お
け
る
都
市
構
造
の
変
容
が
橘
町
裏
町
の
事
例
か
ら
垣
間
見
え
る
の
で

あ
る
。
今
後
は
、
家
屋
敷
の
物
件
化
に
注
目
し
、「
橘
町
裏
町
家
質
留
帳
」
の
分
析
も

行
う
つ
も
り
で
あ
る
。
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四

博
物
館
研
究
紀
要
二
五
』
名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇
〇
二
）。

（
12
）　

林
順
子
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
尾
張
薬
種
業
の
発
展（
一
）―
薬
種
街
と
し
て
の
京
町
の
形

成
―
」（
南
山
大
学
経
済
学
会
『
南
山
経
済
研
究
』
第
三
三
巻 

第
二
号
、
二
〇
一
八
）。

（
13
）　

早
川
秋
子
『
近
世
家
並
帳
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
。

（
14
）　

例
え
ば
、
前
述
の
女
性
所
持
者
数
の
年
代
変
化
に
つ
い
て
、
早
川
氏
は
、
天
明
九
年

（
一
七
八
九
）に
一
四
件
、
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）に
八
件
の
女
性
所
持
者
が
い
た
と
指
摘
し
て

い
る
。
天
明
九
年
の
家
並
帳
は
正
月
中
旬
に
作
成
さ
れ
、
寛
政
元
年
の
家
並
帳
は
約
一
か
月
後

の
二
月
二
四
日
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
た
っ
た
一
ヶ
月
で
女
性
所
持
者
が
六
人
も

減
っ
た
点
に
は
疑
問
を
抱
く
。
男
性
の
所
持
者
名
に
も
か
な
り
の
変
化
が
あ
り
、
年
代
に
よ
る

所
持
者
の
変
化
と
い
う
点
で
は
正
確
さ
を
欠
く
。

（
15
）　

拙
稿
「
一
八
世
紀
に
お
け
る
名
古
屋
商
人
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
の
相
続
と
女
性
」（
国
史
学

会
『
国
史
学
』
二
四
一
号
、
二
〇
二
四
）。

（
16
）　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史 

通
史
編
五 
近
世
二
』
愛
知
県
、
二
〇
一
九
、一
九

頁
。
町
役
銀
は
町
方
役
所（
町
奉
行
所
）の
経
費
、
人
足
歩
割
は
町
中
が
負
担
す
る
人
足
伝
馬
の

費
用
に
充
て
ら
れ
た
。

（
17
）　
『
新
修
名
古
屋
市
史
』
に
は
、「
家
屋
敷
に
関
す
る
書
類
に
は
、
一
軒
役
の
軒
、
表
間
口
の

間
口
、
裏
行
き
の
間
数
、
土
蔵
、
棟
数
、
鍵
数
の
六
項
目
を
認
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」（
新
修

名
古
屋
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修
名
古
屋
市
史 

第
三
巻
』
名
古
屋
市
、
一
九
九
九
、三
〇
七

～
三
〇
八
頁
）と
あ
る
。

（
18
）　

寛
政
元
年
己
酉
二
月
廿
四
日
「
橘
町
裏
町
家
並
御
改
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料

四
三
三
八
）。

（
19
）　

元
禄
七
年
甲
戌
閏
五
月
「
福
井
町
家
並
帳
」、
正
徳
三
癸
巳
年
「
福
井
町
家
並
御
改
帳
」、

宝
暦
四
甲
戌
年
十
月
「
京
町
東
西
家
並
榴
」（
新
修
名
古
屋
市
史
資
料
編
編
集
委
員
会
『
新
修
名

古
屋
市
史 

資
料
編 

近
世
二
』
名
古
屋
市
、
二
〇
一
〇
）。
寛
政
十
年
戊
午
十
月
「
家
並
帳
」（
新

修
名
古
屋
市
史
資
料
編
編
集
委
員
会
『
新
修
名
古
屋
市
史 

資
料
編 

近
世
三
』
名
古
屋
市
、

二
〇
一
一
）。

（
20
）　

類
似
す
る
寛
政
元
年
己
酉
二
月
廿
四
日
「
橘
町
裏
町
家
並
御
改
帳
」、
文
政
二
年
四
月
作

成
「
橘
町
裏
町
家
並
帳
」
も
ほ
ぼ
同
じ
寸
法
で
あ
る
。

（
21
）　

新
修
名
古
屋
市
史
資
料
編
編
集
委
員
会
『
新
修
名
古
屋
市
史 

資
料
編 

近
世
二
』
名
古
屋

市
、
二
〇
一
〇
。
右
の
掲
載
の
翻
刻
文
で
は
、
所
持
者
名
の
貼
紙
が
一
番
上
に
張
り
付
け
ら
れ

た
貼
紙
の
み
記
載
さ
れ
た
家
屋
敷
が
多
く
、
貼
紙
の
記
載
す
べ
て
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
翻
刻
文
を
参
考
に
し
つ
つ
、
原
史
料
に
基
づ
い
て
分
析
を
行
っ

た
。

（
22
）　

享
保
二
十
年
乙
卯
正
月
「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史

料
四
三
三
六
）。
以
下
、
享
保
期
家
並
帳
と
表
記
す
る
。

（
23
）　

天
明
九
年
己
酉
正
月
中
旬
改
「
橘
町
裏
町
家
並
間
口
裏
行
之
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収

集
史
料
四
三
三
六
）。
以
下
、
天
明
期
家
並
帳
と
表
記
す
る
。

（
24
）　

寛
政
元
年
己
酉
二
月
廿
四
日
「
橘
町
裏
町
家
並
御
改
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料

四
三
三
八
）　

。

（
25
）　

文
政
二
年
卯
四
月
「
橘
町
裏
町
家
並
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
四
三
三
七
）。

（
26
）　

前
掲
注（
19
）、「
京
町
東
西
家
並
榴
」。

（
27
）　

前
掲
注（
19
）、「
家
並
帳
」。

（
28
）　

塚
田
孝
氏
は
、
安
政
三
年
五
月
作
成
「
木
挽
町
北
之
丁
水
帳
」（
大
阪
公
立
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
日
本
史
学
教
室
蔵
）に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る（
塚
田
孝
編
『
史
料
か
ら
読
む
近
世
大

坂
』
和
泉
書
院
、
二
〇
二
三
、三
四
～
四
〇
頁
）。
大
坂
で
は
、
同
じ
水
帳
を
三
冊
作
成
し
、
町

会
所
・
惣
会
所
・
町
奉
行
所
で
管
理
し
て
い
た
。
内
容
の
修
正
は
貼
紙
で
行
い
、
売
買
や
相
続

に
よ
る
所
持
者
の
変
更
、
家
守
や
代
判
の
変
更
が
貼
紙
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ
た
。
町
年
寄
と
月

行
事
か
ら
東
西
町
奉
行
所
の
地
方
役
与
力
宛
て
に
作
成
さ
れ
た
。
記
載
内
容
は
、
表
間
口
・
裏

行
、
役
数
、
所
持
者
名（
印
）、
所
持
者
居
住
地
で
、
場
合
に
よ
っ
て
代
判（
印
）、
家
守（
印
）ま

で
記
載
さ
れ
た
。

（
29
）　

片
倉
比
佐
子
氏
は
、
寛
延
二
年
正
月
日
「
五
町
分
屋
敷
録
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）に

つ
い
て
解
説
し
て
い
る（
片
倉
比
佐
子
『
江
戸
の
土
地
問
題
』
同
成
社
、
二
〇
〇
四
、
七
九
～

八
七
頁
）。「
五
町
分
屋
敷
録
」
は
、
江
戸
鉄
砲
洲
築
地
五
ヶ
町
の
町
名
主
が
作
成
し
、
そ
の
後

東
京
府
が
市
誌
編
集
等
の
た
め
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
家
屋
敷
所
持
者
の
変
更
時
は
、
沽
券

状
受
け
渡
し
と
共
に
「
屋
敷
録（
水
帳
）」
に
記
載
し
、
新
た
な
地
主
が
押
印
す
る
。
内
容
の
修

正
に
つ
い
て
は
、
帳
面
作
成
時
に
予
め
一
筆
ご
と
に
余
白
を
つ
く
り
、
変
更
が
あ
れ
ば
該
当
箇

所
へ
直
接
加
筆
す
る
形
式
で
あ
っ
た
。
記
載
内
容
は
、
表
間
口
・
裏
行
、
坪
数
、
河
岸
の
有
無
、

所
持
者
の
変
遷
、
所
持
者
名（
印
）、
所
持
者
居
住
地
で
、
場
合
に
よ
っ
て
、
後
見
人（
印
）、
年
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五

齢
も
記
載
さ
れ
た
。
所
持
者
名
を
傍
線
で
抹
消
し
、
そ
の
横
に
新
た
に
年
月
日
・
変
更
理
由
・

購
入
額
※
・
所
持
者
名
を
書
き
加
え
て
い
る
。
な
お
、
作
成
・
宛
先
は
記
載
が
な
い
。

（
30
）　

前
掲
注（
29
）、
片
倉
著
書
、
八
四
頁
。

（
31
）　

前
掲
注（
3
）、
茨
論
文
。

（
32
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
編
『
源
敬
様
御
代
御
記
録 

第
一
』
八
木
書
店
出
版
部
、
二
〇
一
五
、

三
二
頁
。

（
33
）　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史 

通
史
編
四 

近
世
一
』
愛
知
県
、
二
〇
一
九
、

五
三
～
五
六
頁
。

（
34
）　

享
保
一
五
年
兄
継
友
の
急
死
に
よ
り
尾
張
家
を
相
続
。
自
由
奔
放
を
好
み
、
遊
所
や
芝
居

小
屋
を
開
き
、
商
工
業
を
振
興
、
名
古
屋
を
大
都
会
へ
成
長
せ
し
め
た
。
法
に
寛
大
で
、
死
刑

を
行
わ
ず
、
罪
人
を
入
牢
の
ま
ま
放
置
し
た
。
緊
縮
・
尚
武
・
法
治
の
政
策
を
進
め
る
将
軍
徳

川
吉
宗
と
対
立
、
元
文
四
年
に
退
隠
を
命
じ
ら
れ
た
。
あ
と
に
は
金
一
万
八
〇
〇
〇
両
余
米

三
万
六
〇
〇
〇
石
余
の
財
政
赤
字
が
残
っ
た
。
隠
居
後
名
古
屋
で
幽
閉
の
生
活
を
続
け
、
明
和

元
年
一
〇
月
八
日
没
し
た
。
林
董
一
「
徳
川
宗
春
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典 

第
十
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
、
二
九
七
頁
）。

（
35
）　

前
掲
注（
33
）、『
愛
知
県
史 

通
史
編
四 

近
世
一
』
六
二
～
六
五
頁
。

（
36
）　

前
掲
注（
16
）、『
愛
知
県
史 

通
史
編
五 

近
世
二
』
一
四
頁
。
な
お
、
居
住
民
は
町
奉
行

支
配
で
あ
る
が
、
田
畑
や
屋
敷
地
は
従
来
通
り
国
奉
行
・
代
官
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
年
貢
上

納
の
義
務
が
あ
っ
た
。

（
37
）　

前
掲
注（
16
）、『
愛
知
県
史 

通
史
編
五 

近
世
二
』
一
五
頁
。

（
38
）　

前
掲
注（
33
）、『
愛
知
県
史 

通
史
編
四 

近
世
一
』
二
三
五
～
二
三
六
頁
。

（
39
）　

岡
田
啓
・
野
口
道
直
撰
『
尾
張
名
所
図
会 

附
録 

巻
一
』
名
古
屋
温
故
会
、
一
九
三
〇
。

（
40
）　

前
掲
注（
33
）、『
愛
知
県
史 

通
史
編
四 

近
世
一
』、
前
掲
注（
16
）、『
愛
知
県
史 

通
史
編

五 

近
世
二
』。

（
41
）　

前
掲
注（
22
）、
享
保
期
家
並
帳
。

（
42
）　

京
町
の
小
間
高
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
四
甲
戌
年
十
月
「
京
町
東
西
家
並
榴
」（
新
修
名
古
屋

市
史
資
料
編
編
集
委
員
会
『
新
修
名
古
屋
市
史 

資
料
編 

近
世
二
』
名
古
屋
市
、
二
〇
一
〇
）

を
利
用
し
た
。

（
43
）　

享
和
三
年
癸
亥
正
月
吉
日
「
書
上
留
メ
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
四
三
四
七
）。

（
44
）　

文
政
五
年
作
成
。
尾
張
藩
士
樋
口
好
古
著
。
本
書
は
、
樋
口
好
古
が
領
内
を
巡
行
し
、
ま

と
め
た
地
誌
で
あ
る
。
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書 

第
九
巻 

地
理
編 （
四
）』
名
古

屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
三
。

（
45
）　

桑
山
好
之
著
。「
神
社
仏
閣
の
転
地
を
詳
に
し
、
又
士
農
工
商
儒
釈
其
外
、
諸
道
芸
能
の

人
傑
を
挙
げ
、
且
つ
清
須
越
・
街
陌
地
名
の
故
実
を
注
し
、
並
に
其
の
旧
家
を
探
し
て
、
今
日

の
栄
枯
を
分
つ
。
之
に
加
ふ
る
に
今
時
富
有
の
家
を
以
て
す
。
乃
至
名
産
・
名
物
及
び
見
聞
、

珍
説
・
俚
諺
・
旧
来
諸
書
に
未
だ
載
せ
ざ
る
所
の
者
も
、
亦
余
力
を
遺
さ
ず
。
悉
く
集
彙
訂
正

を
な
す
。」
と
の
方
針
の
も
と
、
名
古
屋
城
下
お
よ
び
周
辺
の
情
報
を
書
き
留
め
た
も
の
。
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
編
『
名
古
屋
叢
書 

第
六
巻 

地
理
編（
一
）』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、

一
九
五
九
。

（
46
）　
「
四
丁
▲
橘
町
裏
町　

役
銀
三
百
七
十
一
匁　

此
内
高
後
刻
七
斗
六
升
八
合　

名
古
屋
新
田

　
　
　
　
　

寛
文
五
年
巳
九
月
町
屋
と
な
る
○
本
土
神
井
土
橘
町
と
同
じ

　
　
　
　

一
栄
国
寺　

是
は
同
寺
門
前
の
部
に
詳
な
り

　
　
　
　

一
千
日
常
念
仏
堂　

徳
林
寺
の
控
、
府
下
巡
礼
二
十
番
札
所

　
　
　
　

東
懸
所
前
に
在

　
　
　
　

一
崇
覚
寺　

府
志
曰
、
在
南
寺
陌
、
一
向
宗
東
派
直
参
。
天
文
年
中
僧
敬
円
創
建
之
。

元
在
勢
州
長
嶋
中
川
村
、
元
和
三
丁
巳
年
遷
于
堀
詰
陌
、
近
時
又
遷
今
地
○
府
尹
志
に
、
寛
永

二
丑
年
府
下
堀
詰
町
に
移
り
、
正
徳
三
年
巳
六
月
今
地
に
遷
る
と
有（
朱
書
）「
栄
国
寺
迄
は
南

寺
町
と
称
し
崇
覚
寺
は
橘
町
裏
町
と
称
す
と
也
」」
前
掲
注（
44
）。

（
47
）　
『
名
古
屋
叢
書
』
で
は
、
唯
一
の
残
存
本
で
あ
る
、
名
古
屋
市
が
市
史
編
さ
ん
時
に
謄
写

し
た
鶴
舞
図
書
館
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
前
掲
注（
45
）。

（
48
）　

市
橋
鐸
「
解
説
」
前
掲
注（
45
）。

（
49
）　

前
掲
注（
16
）、『
愛
知
県
史 

通
史
編
五 

近
世
二
』
一
七
頁
。

（
50
）　

文
久
元
年
七
月
「
銭
商
売
人
別
帳
」
か
ら
梅
屋
佐
兵
衛（
両
替
商
）・
京
万
屋
新
蔵（
両
替

商
）・
丸
屋
宗
七（
両
替
商
）、
弘
化
五
年
「
尾
州
濃
州
紺
屋
惣
帳
」
か
ら
九
兵
衛（
紺
屋
）・
惣

助（
紺
屋
）・
卯
兵
衛（
紺
屋
）、
慶
応
四
年
三
月
「
御
用
達
名
前
帳
」
か
ら
美
濃
屋
卯
兵
衛
が
居

住
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る（
名
古
屋
城
下
町
調
査
実
行
委
員
会
『
一
八
年
度
文
化
庁

芸
術
拠
点
形
成
事
業
名
古
屋
城
下
町
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
』
名
古
屋
城
下
町
調
査
実
行

委
員
会
、
二
〇
〇
七
、
城
下
町
町
人
一
覧
よ
り
）。
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（
51
）　

寛
政
期
家
並
帳
に
「
山
崎
屋
清
兵
衛
」
の
名
が
確
認
で
き
る
。

（
52
）　

天
保
一
五
年
刊
、
岡
田
啓
・
野
口
道
直
撰
『
尾
張
名
所
図
会 

前
編 

巻
二 

愛
智
郡
』（
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

（
53
）　

前
掲
注（
43
）、「
書
上
留
メ
帳
」。

（
54
）　

名
古
屋
城
下
の
主
な
芝
居
地
は
、
文
政
頃
ま
で
、
大
須
観
音
・
山
王
稲
荷
・
清
寿
院
・
若

宮
八
幡
宮
・
橘
町
の
五
か
所
で
あ
り
、「
五
芝
居
」
と
称
さ
れ
て
い
た（
安
田
徳
子
「
幕
末
明
治

初
年
の
名
古
屋
芝
居
興
行
―
橘
町
芝
居
を
中
心
に
―
」
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
『
岐
阜
聖
徳
学
園

大
学
紀
要 

教
育
学
部
編 
四
二
巻
』
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
、
二
〇
〇
三
）。
橘
町
裏
町
で
は
、

享
和
元
年
に
芝
居
小
屋
が
新
築
さ
れ
、
同
年
八
月
一
六
日
よ
り
中
山
一
徳
・
泉
山
崎
之
助
一
座

が
興
行
を
し
て
い
た（
板
倉
久
蔵
編
『
橘
町
』
橘
町
奉
公
団
、
一
九
三
四
）。

（
55
）　

前
掲
注（
43
）、「
書
上
留
メ
帳
」。

（
56
）　

柏
原
祐
泉
「
報
恩
講
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典 

第
十
二
巻
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
一
、五
四
六
頁
）。

（
57
）　
「
享
保
以
降
橘
町
文
書
」（「
尾
張
国
名
古
屋
史
料
」
一
二
）。

（
58
）　

前
掲
注（
22
）、
享
保
期
家
並
帳
。

（
59
）　

前
掲
注（
23
）、
天
明
期
家
並
帳
。

（
60
）　

前
掲
注（
22
）、
享
保
期
家
並
帳
。

（
61
）　

新
修
名
古
屋
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修
名
古
屋
市
史 

第
四
巻
』
名
古
屋
市
、一
九
九
九
、

七
六
三
～
七
六
八
頁
。

（
62
）　

前
掲
注（
16
）、『
愛
知
県
史 

通
史
編
五 

近
世
二
』
一
五
頁
。

（
63
）　

前
掲
注（
15
）、
拙
稿
。

（
64
）　

前
掲
注（
22
）、
享
保
期
家
並
帳
。

（
65
）　
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

二
三 

愛
知
県
』
角

川
書
店
、
一
九
八
九
、
八
〇
二
頁
。

（
66
）　

前
掲
注（
23
）、
天
明
期
家
並
帳
。

（
67
）　

前
掲
注（
22
）、
享
保
期
家
並
帳
。

（
68
）　

前
掲
注（
23
）、
天
明
期
家
並
帳
。

（
69
）　

前
掲
注（
23
）、
天
明
期
家
並
帳
。

（
70
）　

前
掲
注（
25
）、
文
政
期
家
並
帳
。

（
71
）　

牧
田
り
ゑ
子
「
近
世
京
都
に
お
け
る
女
性
の
家
産
所
有
」（
近
世
女
性
史
研
究
会
『
論
集
近

世
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
）。
安
国
良
一
「
近
世
京
都
の
庶
民
女
性
」（
女
性
史
総

合
研
究
会
『
日
本
女
性
生
活
史 

三　

近
世
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
）。
仙
台
市
史
編

さ
ん
委
員
会
『
仙
台
市
史 

通
史
編
四 

近
世
二
』
仙
台
市
、
二
〇
〇
三
、
第
五
章
を
菊
池
慶
子

氏
が
執
筆
し
て
い
る
。

（
72
）　

家
並
帳
は
、
享
保
二
〇
年
・
天
明
九
年
・
寛
政
元
年
・
文
政
二
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が

現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
天
明
九
年
正
月
作
成
の
天
明
期
家
並
帳
は
、
一
か
月
後
の
寛
政
元

年
二
月
に
作
成
さ
れ
た
寛
政
期
家
並
帳
と
比
較
す
る
と
六
カ
所
の
家
屋
敷
が
抜
け
て
お
り
、
書

写
や
綴
り
直
し
等
に
よ
り
落
丁
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
享
保
期
家
並
帳
は
、
す
べ
て
の

家
屋
敷
で
同
様
に
所
持
者
の
変
化
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
家
屋
敷
毎
に
記
載
さ

れ
た
情
報（
時
期
）に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
点
、
文
政
期
家
並
帳
は
、
所
持
者
名
の
み
が
修
正
さ

れ
、
い
つ
所
持
者
が
変
化
し
た
か
不
明
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
、
各
家
並
帳
作
成
時
の
家
屋
敷
所

持
者
の
情
報
の
み
を
利
用
し
た
。

（
73
）　

な
お
、
橘
町
裏
町
で
は
、
家
屋
敷
の
裏
行
が
四
間
二
尺
一
寸
六
分
か
ら
三
〇
間
ま
で
様
々

あ
り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
女
性
名
義
の
家
屋
敷
の
面
積
の
変
化
に
関
す
る
検

討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
。

（
74
）　

橘
町
裏
町
の
家
並
帳
で
は
、
隣
り
合
う
二
筆
を
所
持
す
る
女
性
の
家
屋
敷
所
持
者
が
散
見

さ
れ
る
が
、
天
明
期
家
並
帳
で
は
、「
お
よ
し
」
が
町
内
の
六
筆
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
ま
た
文
政
期
家
並
帳
で
も
「
き
し
」
が
四
筆
を
所
持
し
て
い
た
と
分
か
る
。
家
並

帳
で
の
記
述
の
さ
れ
方
か
ら
「
お
よ
し
」「
き
し
」
ど
ち
ら
も
居
付
地
主
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

（
75
）　

前
掲
注（
9
）、
水
谷
論
文
。

（
76
）　

前
掲
注（
10
）、
林
董
一
著
書
。

（
77
）　

前
掲
注（
13
）、
早
川
著
書
。

（
78
）　

町
方
に
お
け
る
家
屋
敷
相
続
は
、
男
性
優
先
・
血
筋
重
視
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る（
片

倉
比
佐
子
「
江
戸
町
方
に
お
け
る
相
続
」
近
世
女
性
史
研
究
会
『
論
集
近
世
女
性
史
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
六
）。
し
か
し
、
横
山
百
合
子
氏
は
、
家
業
に
関
わ
る
家
産
を
男
性（
婿
養
子
）、

家
屋
敷
な
ど
そ
れ
以
外
の
家
産
を
女
性（
家
付
き
娘
）に
相
続
さ
せ
る
「
家
産
所
有
に
お
け
る
二

重
性
」
と
い
う
家
産
所
持
の
形
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
経
営
と
生
活
が
未
分
離
な

商
家
の
特
性
が
女
性
の
家
産
所
持
に
影
響
し
て
い
た
と
指
摘
す
る（
横
山
百
合
子
「
近
世
後
期
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江
戸
に
お
け
る
町
人
の
家
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
土
地
所
有
と
家
業
経
営
の
視
点
か
ら
―
」
桜
井
由

幾
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
読
み
解
く
江
戸
時
代
』
三
省
堂
、
二
〇
〇
一
）。
一
方
、
こ
れ
を
再
検
討

し
た
吉
田
ゆ
り
子
氏
は
、
①
家
業
は
店
経
営
能
力
の
あ
る
男
子
が
血
筋
と
関
わ
り
な
く
担
う
、

②
家
産
の
相
続
は
血
筋
が
優
先
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
特
徴
を
有
す
る
家
で
、
相
続
の
際
に
家

業
と
家
産
の
主
体
が
分
離
し
た
、
と
の
見
解
を
示
し
た（
吉
田
ゆ
り
子
『
近
世
の
家
と
女
性
』

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
女
性
の
家
屋
敷
相
続
・
所
持
の
要
因
と
し
て
、

家
内
部
の
状
況
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
79
）　

前
掲
注（
22
）、
享
保
期
家
並
帳
。

（
80
）　

松
坂
屋
伊
藤
祐
民
伝
刊
行
会
編
『
伊
藤
祐
民
伝
』（
松
坂
屋
伊
藤
祐
民
伝
刊
行
会
、
一
九
五
二
）。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
二
〇
二
四
年
一
二
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
二
〇
二
四
年
度
都
市
史
学
会
大
会

で
の
研
究
報
告
「
近
世
名
古
屋
に
お
け
る
家
屋
敷
所
持
と
女
性
―
橘
町
裏
町
を
事
例
に
―
」
を

も
と
に
作
成
し
た
。
研
究
報
告
に
あ
た
り
、
学
習
院
女
子
大
学
岩
淵
令
治
氏
よ
り
ご
教
示
を

賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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№ 内容 日付 備考
1 乍恐奉願上候御事（泉幸二、俗医師仕り候処医師止めたき旨、願書） 亥正月28日 渡世
2 （明借屋3軒、上申につき） 正月晦日 明借屋
3 覚（家持甚七、一昨夜8つ時頃盗賊相見え候につき上申書） 閏正月9日 窃盗

4 乍恐奉申上候御事（了甫控借屋、濃州多芸郡大野村与平治忰九吉、私方へ引越し同
居仕らせたき旨、願書） 閏正月9日 引越

5 （元高290石、松野屋庄八） 閏正月15日 渡世

6 乍恐奉願上候御事（岩蔵、伯父新助今般摂州大坂高津新地8丁目新八方へ引越した
き旨、願書） 閏正月18日 引越

7 乍恐奉願上候御事（新蔵借屋勘兵衛、勢州桑名上本町清七母私親類の者につき引越
し私方へ同居仕らせたき旨、願書） 閏正月18日 引越

8 （明借屋2軒、上申につき） 明借屋
9 覚（登之助借屋中村屋源介、包丁・うなぎなど盗まれ候につき、上申書） 閏正月29日 窃盗

10 覚（表間口3間2尺1寸7分・裏行5間、清七持分の処町内新右衛門代金40両に買い
申候につき、上申書） 閏正月29日 家屋敷

11 覚（萬屋長三郎、継ぎ継ぎ子供綿入1つ盗まれ候につき、上申書） 2月3日 窃盗
12 覚（仁左衛門控借屋孫蔵懸人万蔵、熱田尾頭町利平より手を負い候につき、上申書）2月15日 その他
13 乍恐奉願上候御事（柳屋善吉、段木願） 2月28日 渡世
14 （明借屋2軒、上申につき） 明借屋

15 覚（掛所通桔梗屋半兵衛・菰野屋勘兵衛、今般大須寺内より興行芝居雑用宿仕りた
き旨、伺書） 3月4日 渡世

16 乍恐奉願上候御事（喜八懸り人吉右衛門、今般新町日蓮宗大光寺弟子に達し申した
き旨、願書） 3月8日 他出・帰着

17 覚（中山文蔵ほか16名、菰野屋・桔梗屋宿泊につき、上申書） 渡世

18 覚（しの父忠兵衛、去酉正月6日江戸表へ罷越し候処、当月5日江戸表にて死去いた
し候につき、上申書） 3月14日 他出・帰着

19 （明借屋2、明借屋5、上申につき） 4月29日 明借屋

20 覚（表間口5間・裏行13間5尺、長右衛門持分の処弟長次郎へ譲り置き申候につき、
上申書） 5月23日 家屋敷

21 （明借屋5軒、上申につき） 明借屋

22 覚（掛所通桔梗屋半兵衛、今般清寿院社地にて興行仕り候芝居雑用宿仕りたき旨、
伺書） 6月6日 渡世

23 覚（市川武十郎ほか19名、桔梗屋半兵衛方へ逗留につき、上申書） 6月8日 渡世

24 覚（浅井玄立召仕いろ、右女所持の立縞袷1つ玄立方より差出し申し候につき上申
書） 6月8日 その他

25
覚（了甫借屋、蟹江村喜平妹、八蔵女房に御座候処一向理不尽に相成り家居に火な
ど付け候儀申し不安心に御座候間、廻り方御役人衆へ御届け申し上げ縄にて縛り置
き申候旨、上申書）

その他

26 （明借屋5軒・明借屋2軒、上申につき） 明借屋
27 覚（道具屋甚右衛門、脇差1腰店に出し置き申候処、盗まれ申候につき、上申書） 7月晦日 窃盗

28 覚（掛所通桔梗屋半兵衛・稲葉屋清八、今般若宮社地にて興行仕り候竹田芝居雑用
宿仕りたき旨、伺書） 8月5日 渡世

29 覚（役者中山音松ほか19名、稲葉屋清八宿につき上申書） 8月6日 渡世

30 覚（新七、当月4日呼出しに御座候処、商用にて岡崎へ罷出で断り申し上げ候処、
夜分帰宅の旨、上申書） 8月9日 他出・帰着

31 覚（若宮竹田芝居作者中山菊助、病気につき昨日出立仕り候旨、上申書） 8月18日 渡世
32 （明借屋3軒、上申につき） 8月晦日 明借屋
33 覚（新七、蚊帳・網袋・はゞきなど品物代金書上） その他

34-1 覚（若宮社地において興行太夫常盤津文字太夫ほか2名、桔梗屋半兵衛方へ逗留に
つき、上申書） 亥8月24日 渡世

34-2 覚（若宮社地興行仕り候芝居囃子方染川粂三郎、桔梗屋半兵衛方へ逗留につき、上
申書） 亥9月8日 渡世

34-3（右の者共、菰野屋勘兵衛方へ差置き申したき旨、伺書） 9月20日 渡世

【表1】享和3年「書上留メ帳」記事一覧
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35 覚（和泉屋甚吉、火箸など大須寺内に御座候芝居弁当商い仕り候見世に置き候処、7
月上旬に盗まれ申し候につき、上申書） 亥9月20日 窃盗

36 （明借屋3軒、上申につき） 明借屋
37 覚（若宮芝居子供中山富士松ほか2名、雑用宿昨日出立につき、上申書） 10月2日 渡世
38 覚（山崎屋清兵衛、薪商売仕り候処、堀川通川岸に置き候薪折々盗まれ候旨、上申書）亥9月28日 窃盗
39 覚（若宮芝居浄瑠璃語常盤津源氏太夫、稲葉屋清八方へ参着の旨、上申書） 10月3日 渡世

40 乍恐奉願上候御事（りつ借屋久右衛門、勢州桑名掛樋平助と申す者私兄にて、今般
忰舎次郎私方へ引取り同居いたさせたき旨、願書） 10月3日 引越

41 乍恐（松野屋庄八、酒株210石・酒造米高290石、橘町裏町新七へ譲るにつき） 10月3日 渡世
42 覚（茂兵衛、木綿立縞単物１つ、同小紋襦袢1つ代金につき） 10月5日 その他

43 覚（若宮竹田芝居子供役者中山音松ほか4名、桔梗屋半兵衛・稲葉屋清兵衛に居り
申し候処、出立につき上申書） 亥10月17日 渡世

44 覚（間口10間・裏行20間、西村八九郎持分の処、代金50両に元材木町太吉買い申候
につき、上申書） 10月21日 家屋敷

45 覚（間口5間・裏行20間、文蔵持分の処相果て申候につき女房れんへ譲り置き申候旨、
上申書） 10月21日 家屋敷

46 （明借屋6軒、上申につき） 明借屋
47 覚（橘町芝居地興行仕り候芝居役者、残らず出立につき上申書） 11月朔日 渡世

48 覚（若宮芝居子供中村助三、昨日参着にて掛所通桔梗屋平兵衛方へ逗留仕り候旨、
上申書） 11月3日 渡世

49 乍恐奉願上候御事（左兵衛借屋久助、餝師仕り候処渡世なり難く候故、今般甘酒高
仕りたき旨、願書） 11月8日 渡世

50 乍恐奉願上候御事（東懸所通宿屋中、報恩講の節在々の者共相越し止宿仕り候、付
ては軒外に提灯家毎に差出したき旨、願書） 11月13日 渡世

51 （明借屋8軒、上申につき） 15日 明借屋

52 覚（間口6間5尺7寸2分・裏行6間半、代金15両に善七より左兵衛買う、間口3間・
裏行6間半、文六よりなを買う旨、上申書） 12月18日 家屋敷

53 覚（太吉借屋西村八九郎懸り人西村右門、飴屋町うちへ引越し候旨、上申書） 亥12月22日 引越

54 覚（左兵衛借屋元蔵、当9月9日商用に三州へ罷越し候処、暫痛所御座候につき彼地
において越年仕りたき旨、上申書） 亥12月22日 他出・帰着

55 覚（文六忰文治郎、当6月頃大坂表へ差し遣わし候処、その後何方へ罷越し候哉相
知れ申さず候につき、上申書） 亥12月22日 他出・帰着

56 覚（大御代官方手代竹中左兵衛殿、太吉借屋へ新道町より引越し申し候につき、上
申書） 亥12月22日 引越

57 覚（掛所通桔梗屋半兵衛、菰野屋勘兵衛、清寿院社地において興行仕り候竹田から
くり雑用宿仕りたき旨、伺書） 子正月8日 渡世

※享和三年癸亥正月吉日「書上留メ帳」（徳川林政史研究所収集資料4347）をもとに作成。
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1

表
:11間

3尺
5寸

裏
:12間

5尺

市
川

六
郎

左
衛

門
×

売
却

～
享

保
8年

2月
20日

享
ｰ

01
「

門
前

町
側

西
北

角
」「

弐
軒

役
」

2
佐

野
玄

晴
購

入
売

却
享

保
8年

2月
20日

～
享

保
17年

4月
19日

9年
1か

月
享

ｰ
01

3
田

町
後

藤
立

意
購

入（
66両

）
売

却
享

保
17年

4月
19日

～
享

保
20年

閏
3月

27日
3年

11か
月

享
ｰ

01
4

北
一

色
村

金
五

郎
購

入（
68両

）
×

享
保

20年
閏

3月
27日

～
享

ｰ
01

5
金

三
郎

×
娘

へ
譲

渡
～

安
永

9年
9月

天
ｰ

01
6

富
澤
町
お
す
ミ

父
か
ら
の
譲
渡

×
安
永
9年
9月
～
寛
政
元
年
以
降

8年
5か
月
以
上

天
ｰ
01（
寛
-01）

7

表
:5間

2尺
5寸

裏
:12間

2尺

善
兵

衛
×

娘
へ

譲
渡

享
保

20年
正

月
以

前
～

宝
暦

3年
2月

27日
享

ｰ
02

8
よ

し
父

か
ら

の
譲

渡
忰

へ
譲

渡
宝

暦
3年

2月
27日

～
明

和
元

年
7月

5日
11年

4か
月

享
ｰ

02
9

善
兵

衛
母

か
ら

の
譲

渡
×

明
和

元
年

7月
5日

～
享

ｰ
02

10
平

兵
衛

×
売

却
～

安
永

9年
11月

天
ｰ

02
11

橘
屋

左
兵

衛
購

入（
21両

）
×

安
永

9年
11月

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
天

-02（
寛

-02）
12

表
:5間

2尺
5寸

裏
:12間

2尺

新
左

衛
門

×
売

却
享

保
20年

正
月

以
前

～
元

文
2年

9月
10日

享
ｰ

03
13

同
町

武
八

購
入（

28両
2分

）
売

却
元

文
2年

9月
10日

～
寛

保
元

年
8月

7日
3年

10か
月

享
ｰ

03
14

牧
野

清
太

夫
購

入（
3両

）
売

却
寛

保
元

年
8月

7日
～

延
享

3年
12月

1日
5年

3か
月

享
ｰ

03
15

万
や

町
勘

三
郎（

→
忠

兵
衛

→
良

以
）

購
入（

17両
）

売
却

延
享

3年
12月

1日
～

明
和

4年
12月

4日
21年

享
ｰ

03
16

日
置

村
服

部
藤

八
購

入（
8両

）
×

明
和

4年
12月

4日
～

享
ｰ

03
17

日
置

村
内

田
弥

四
郎

×
×

※（
寛

-03）
18

表
:15間

5尺
裏

:6間
半

与
吉
女
房

×
夫
へ
譲
渡

～
享
保
8年
10月

晦
日

享
-04

19
〈

九
拾

軒
町

〉
与

吉
妻

か
ら

の
譲

渡
忰

へ
譲

渡
享

保
8年

10月
晦

日
～

元
文

4年
10月

10日
15年

11か
月

享
-04

20
与

介
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
元

文
4年

10月
10日

～
宝

暦
2年

7月
10日

13年
9か

月
享

-04
21

海
老

や
町

源
吉（

→
海

老
屋

町
伊

藤
宗

伯
）

購
入（

30両
）

×
宝

暦
2年

7月
10日

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
36年

7か
月

 
享

-04、
※（

寛
-04）

22

表
:6間

裏
:11間

3尺
表

:6間
裏

:11間
5尺

〈
橘

町
〉

源
七

郎（
→

宗
心

）
×

忰
へ

譲
渡

享
保

20年
正

月
以

前
～

享
保

20年
3月

15日
享

ｰ
05・

06
23

忠
右

衛
門

父
か

ら
の

譲
渡

取
上

享
保

20年
3月

15日
～

元
文

2年
10月

15日
3年

7か
月

享
ｰ

05・
06

24
御

公
儀

取
上

下
置

元
文

2年
10月

15日
～

元
文

4年
5月

5日
1年

6か
月

享
ｰ

05・
06

25
忠

右
衛

門
被

下
置

忰
へ

譲
渡

元
文

4年
5月

5日
～

元
文

4年
0か

月
享

ｰ
05・

06
26

忠
次

郎
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
元

文
4年

～
寛

保
3年

2月
1日

、
延

享
5年

4年
1か

月
、

9年
享

ｰ
05・

06
27

橘
町

善
九

郎
焼

地
購

入（
8両

）
×

寛
保

3年
2月

1日
～

享
ｰ

05
ｰ

01・
06

28
佐

兵
衛

購
入

×
延

享
5年

～
享

ｰ
05

ｰ
02・

06
29

表
:12間

裏
:11間

3尺
　

 11間
5尺

後
藤

立
意

×
売

却
～

天
明

6年
2月

28日
天

-03
30

嶋
田

町
平

野
角

之
進

購
入（

28両
）

売
却

天
明

6年
2月

28日
～

寛
政

元
年

10月
23日

3年
7か

月
天

-03（
寛

-05）
31

左
兵

衛
購

入（
30両

）
×

寛
政

元
年

10月
23日

～
天

-03
32

表
:5間

裏
:12間

〈
橘

町
〉

源
七

郎（
→

宗
心

）
×

忰
へ

譲
渡

享
保

20年
正

月
以

前
～

享
保

20年
3月

15日
享

ｰ
07

33
源

助
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
享

保
20年

3月
15日

～
寛

保
4年

3月
5日

9年
11か

月
享

ｰ
07

34
羽

鳥
兵

左
衛

門
焼

地
購

入（
4両

3分
）

売
却

延
享

元
年

3月
5日

～
宝

暦
3年

12月
5日

9年
9か

月
享

ｰ
07

35
〈

橘
町

〉
文

蔵
購

入（
11両

）
弟

へ
譲

渡
宝

暦
3年

12月
5日

～
天

明
5年

11月
31年

10か
月

享
ｰ

07、
天

-02
36

橘
町

「
米

屋
」

長
右

衛
門

兄
か

ら
の

譲
渡

売
却

天
明

5年
11月

～
寛

政
元

年
8月

22日
4年

天
-04（

寛
-06）

37
お
か
め

購
入（
27両

）
売
却

寛
政
元
年
8月
22日

～
寛
政
3年
4月
朔
日

1年
7か
月

天
-04

38
お
く
に

購
入（
24両

）
母
へ
譲
渡

寛
政
3年
4月
朔
日
～
寛
政
9年
12月

16日
6年
8か
月
+
閏
月

天
-04

39
妙
喜

娘
か
ら
の
譲
渡

売
却

寛
政
9年
12月

16日
～
寛
政
10年

8月
8日

7か
月

天
-04

40
き
し

購
入（
40両

）
×

寛
政
8年
8月
～

天
-04

41
表

:5間
裏

:12間
1尺

高
田

甚
右

衛
門

×
売

却
～

享
保

6年
8月

3日
享

ｰ
08

42
〈

藤
田

〉
孫

市
購

入（
12両

1分
）

売
却

享
保

6年
8月

3日
～

寛
保

2年
正

月
24日

20年
5か

月
享

ｰ
08

43
竹

田
治

右
衛

門
焼

地
購

入（
20両

）
売

却
寛

保
2年

正
月

24日
～

寛
保

2年
11月

22日
9か

月
享

ｰ
08

44
清

月
焼

地
購

入（
4両

1分
）

売
却

寛
保

2年
11月

22日
～

寛
保

4年
10月

晦
日

1年
11か

月
享

ｰ
08

【
付

表
】

橘
町

裏
町

家
屋

敷
所

持
者

一
覧
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45

吉
左

衛
門

購
入（

12両
）

忰
へ

譲
渡

延
享

元
年

10月
晦

日
～

宝
暦

年
間

享
ｰ

08
46

与
兵

衛（
→

吉
左

衛
門

）
父

か
ら

の
譲

渡
忰

へ
譲

渡
宝

暦
年

間
～

明
和

5年
8月

10日
享

ｰ
08

47
吉

代
父

か
ら

の
譲

渡
×

明
和

5年
8月

10日
～

享
ｰ

08
48

「
指

物
師

」
源

助
×

×
天

-05（
寛

-07）
49

表
:3間

裏
:7間

伝
右

衛
門

×
売

却
～

享
保

12年
12月

4日
享

-09
「

拾
軒

」
50

市
兵

衛
購

入（
10両

）
売

却
享

保
12年

12月
4日

～
享

保
17年

5月
23日

4年
5か

月
享

-09
51

六
右

衛
門

購
入（

12両
）

忰
へ

譲
渡

享
保

17年
5月

23日
～

享
保

20年
4月

20日
3年

10か
月

享
-09

52
勝

之
助（

→
六

右
衛

門
）

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

享
保

20年
4月

20日
～

寛
保

3年
4月

6日
8年

11か
月

享
-09

53
橘

町
理

右
衛

門（
→

祐
治

）
焼

地
購

入（
1両

1分
）

売
却

寛
保

3年
4月

6日
～

寛
延

2年
2月

6日
5年

10か
月

享
-09

54
与

吉
購

入（
6両

）
×

寛
延

2年
2月

6日
～

享
-09

55
「

萬
屋

」
長

三
郎

×
妻

へ
譲

渡
～

寛
政

2年
8月

26日
天

-06（
寛

-08）
56

長
三
郎
後
家
も
よ

夫
か
ら
の
譲
渡

×
寛
政
2年
8月
26日

～
天
-06

57
表

:7間
裏

:7間

〈
指

物
や

〉
吉

左
衛

門
×

売
却

～
寛

保
2年

5月
享

-10
58

伝
馬

町
太

兵
衛（

→
与

市
）

焼
地

購
入（

12両
）

売
却

寛
保

2年
5月

～
寛

延
4年

6月
22日

9年
1か

月
享

-10
59

「
橘

町
」

長
三

郎
購

入（
15両

）
売

却
寛

延
4年

6月
22日

～
天

明
8年

12月
享

-10、
天

-05・
06

60
表

:4間
裏

:7間
古

渡
り

村
「

萬
屋

」
利

兵
衛

購
入（

50両
）

兄
へ

譲
渡

天
明

8年
12月

～
寛

政
2年

8月
26日

1年
8か

月
天

-07・
08（

寛
-09・

10）
61

古
渡

り
村

浅
右

衛
門

弟
か

ら
の

譲
渡

×
寛

政
2年

8月
26日

～
天

-07・
08（

寛
-09・

10）
62

表
:3間

裏
:12間

5尺
横

井
久

右
衛

門
×

売
却

～
享

保
13年

10月
11日

享
-11

63
「

指
物

師
」

甚
助

購
入（

10両
）

×
享

保
13年

10月
11日

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
享

-11、
天

-09（
寛

-11）
64

表
:3間

裏
:12間

5尺
表

:9間
裏

:13間

理
助

×
忰

へ
譲

渡
～

享
保

8年
2月

19日
享

-12・
13

65
理

助
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
享

保
8年

2月
19日

～
享

保
12年

8月
4年

5か
月

享
-12・

13
66

〈
萱

や
丁

〉
与

右
衛

門
焼

地
購

入
妻

へ
譲

渡
享

保
12年

8月
～

宝
暦

元
年

7月
23年

11か
月

享
-12・

13
67

与
右
衛
門
後
家

夫
か
ら
の
譲
渡

×
宝
暦
2年
7月
～

享
-12・

13
68

九
拾

軒
町

「
さ

の
や

」
与

右
衛

門
×

売
却

天
明

9年
正

月
中

旬
以

前
～

寛
政

3年
5月

13日
天

-10・
11（

寛
-12・

13）
69

橘
町

新
七

購
入（

100両
）

売
却

寛
政

3年
5月

13日
～

寛
政

10年
7月

5日
7年

1か
月

天
-10・

11
70

下
材

木
町

登
見

購
入（

225両
）

×
寛

政
10年

7月
5日

～
天

-10・
11

71

表
:6間

1尺
5寸

裏
:13間

〈
葭

町
〉

治
右

衛
門（

→
兼

蔵
）

×
忰

へ
譲

渡
享

保
20年

正
月

以
前

～
宝

暦
2年

8月
23日

享
ｰ

14
「

中
ノ

角
西

側
」

72
清

次
郎

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

宝
暦

2年
8月

23日
～

宝
暦

11年
6月

2日
8年

9か
月

享
ｰ

14
73

長
治

郎（
→

長
右

衛
門

）
購

入（
60両

）
忰

へ
譲

渡
宝

暦
11年

6月
2日

～
宝

暦
13年

2月
1年

7か
月

享
ｰ

14
74

〈
米

や
〉

長
二

郎（
→

長
右

衛
門

）
父

か
ら

の
譲

渡
×

宝
暦

13年
2月

～
享

ｰ
14

75
玉

屋
町

八
太

郎
×

×
天

-12（
寛

-14）
76

表
:5間

裏
:13間

4尺

知
清

×
売

却
～

享
保

6年
6月

9日
享

ｰ
15

77
長

右
衛

門
購

入（
11両

3分
）

忰
へ

譲
渡

享
保

6年
6月

9日
～

宝
暦

13年
2月

41年
7か

月
享

ｰ
15

78
長

右
衛

門
父

か
ら

の
譲

渡
×

宝
暦

13年
2月

～
享

ｰ
15

79
玉

屋
町

八
太

郎
×

×
天

-13（
寛

-15）
80

表
:5間

裏
:13間

5尺

八
左

衛
門

×
忰

へ
譲

渡
～

享
保

19年
5月

8日
享

ｰ
16

81
佐

野
新

右
衛

門
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
享

保
19年

5月
8日

～
元

文
3年

5月
1日

4年
11か

月
享

ｰ
16

82
吉

兵
衛（

→
吉

左
衛

門
）

購
入（

36両
1分

）
忰

へ
譲

渡
元

文
3年

5月
1日

～
宝

暦
3年

6月
20日

15年
1か

月
享

ｰ
16

83
万

之
助（

→
吉

左
衛

門
）

父
か

ら
の

譲
渡

祖
母

へ
譲

渡
宝

暦
3年

6月
20日

～
宝

暦
9年

3月
4日

5年
8か

月
享

ｰ
16

84
寿
泉

孫
か
ら
の
譲
渡

婿
へ
譲
渡

宝
暦
9年
3月
4日
～
宝
暦
13年

2月
3年
11か

月
享
ｰ
16

85
吉

左
衛

門
義

母
？

か
ら

の
譲

渡
売

却
宝

暦
13年

2月
～

明
和

5年
8月

18日
5年

6か
月

享
ｰ

16
86

〈
米

や
〉

長
右

衛
門

購
入（

25両
）

×
明

和
5年

8月
18日

～
享

ｰ
16

87
「

米
屋

」
長

平
×

×
天

-14（
寛

-16）



近
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考
88

表
:10間

裏
:14間

1尺
5寸

池
戸

武
兵

衛
×

売
却

～
享

保
10年

9月
22日

享
ｰ

18
「

前
」

89
吉

左
衛

門
購

入（
48両

）
忰

へ
譲

渡
享

保
10年

9月
22日

～
延

享
4年

4月
21年

6か
月

享
ｰ

18
90

吉
左

衛
門

父
か

ら
の

譲
渡

忰
へ

譲
渡

延
享

4年
4月

～
宝

暦
3年

6月
20日

6年
2か

月
享

ｰ
18

91
万

之
助（

→
吉

左
衛

門
）

父
か

ら
の

譲
渡

祖
母

へ
譲

渡
宝

暦
3年

6月
20日

～
宝

暦
9年

3月
4日

5年
8か

月
享

ｰ
18

92
寿
泉

孫
か
ら
の
譲
渡

婿
へ
譲
渡

宝
暦
9年
3月
4日
～
宝
暦
13年

2月
3年
11か

月
享
ｰ
18

93
〈

米
や

〉
吉

左
衛

門
義

母
？

か
ら

の
譲

渡
×

宝
暦

13年
2月

～
享

ｰ
18、

天
-13（

寛
-17）

94
吉
左
衛
門
後
家
ぬ
い

夫
か
ら
の
譲
渡

婿
へ
譲
渡

～
寛
政
8年
12月

12日
天
-15

95
吉

左
衛

門
義

母
？

か
ら

の
譲

渡
×

寛
政

8年
12月

21日
～

天
-15

96

表
:【

5】
2間

半
裏

:15間

九
兵

衛
×

忰
へ

譲
渡

～
享

保
8年

2月
9日

享
-17

「
後

」
97

九
兵

衛
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
享

保
8年

2月
9日

～
享

保
12年

12月
15日

4年
10か

月
享

-17
98

杦
本

喜
兵

衛
購

入（
流

家
）（

20両
）

妻
へ

譲
渡

享
保

12年
12月

15日
～

享
保

14年
12月

8日
1年

11か
月

享
-17

99
杦
本
喜
兵
衛
女
房

夫
か
ら
の
譲
渡

売
却

享
保
14年

12月
8日
～
享
保
19年

9月
25日

4年
9か
月

享
-17

100
益

や
町

庄
六

購
入（

16両
）

売
却

享
保

19年
9月

25日
～

元
文

3年
3月

7日
3年

5か
月

享
-17

101
門

前
町

半
右

衛
門

購
入（

33両
）

売
却

元
文

3年
3月

7日
～

延
享

2年
11月

5日
7年

7か
月

享
-17

102
橘

町
忠

右
衛

門
購

入（
20両

）
一

部
売

却
延

享
2年

11月
5日

～
明

和
7年

4月
27日

24年
5か

月
享

-17
103

「
古

木
屋

」
伝

蔵
購

入（
10両

）
×

明
和

7年
4月

27日
～

天
-17（

寛
-18）

裏
行

5間
の

う
ち

2間
半

104
柴

田
専

蔵
×

×
天

-17
105

表
:5間

裏
:14間

4尺

佐
屋

弾
助

×
妻

へ
譲

渡
享

保
20年

正
月

以
前

～
宝

暦
元

年
9月

10日
享

-19
「

拾
軒

」
106

佐
屋
弾
助
後
家

夫
か
ら
の
譲
渡

売
却

宝
暦
元
年
9月
10日

～
宝
暦
2年
9月
17日

1年
享
-19

107
伝

蔵
購

入（
21両

）
忰

へ
譲

渡
宝

暦
2年

9月
17日

～
明

和
6年

2月
15年

4か
月

享
-19

108
吉

蔵（
→

「
古

木
屋

」
伝

蔵
）

父
か

ら
の

譲
渡

×
明

和
6年

2月
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

天
-16（

寛
-19）

109
表

:2間
半

裏
:15間

組
合

忠
右

衛
門

×
売

却
～

明
和

7年
4月

27日
享

-20
110

伝
蔵

購
入（

10両
）

×
明

和
7年

4月
27日

～
享

-20、
天

-15（
寛

-18）
111

柴
田

専
蔵

×
×

天
-15

112
表

:3間
裏

:15間
3尺

善
左

衛
門

×
売

却
～

享
保

7年
12月

21日
享

-21
113

伝
兵

衛
購

入（
9両

2分
）

売
却

享
保

7年
12月

21日
～

享
保

18年
10月

5日
9年

9か
月

享
-21

114
清

左
衛

門
購

入（
6両

3分
）

忰
へ

譲
渡

享
保

18年
10月

5日
～

宝
暦

12年
2月

15日
29年

4か
月

享
-21

115
清

蔵（
→

「
萬

屋
」

清
左

衛
門

）
父

か
ら

の
譲

渡
×

宝
暦

12年
2月

15日
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

天
-18（

寛
-20）

116

表
:3間

裏
:15間

3尺

長
右

衛
門

×
売

却
～

享
保

9年
4月

15日
享

ｰ
22

117
関

善
順

購
入（

9両
2分

）
売

却
享

保
9年

4月
15日

～
享

保
11年

4月
1年

11か
月

享
ｰ

22
118

藤
井

市
郎

助
購

入（
9両

3分
）

売
却

享
保

11年
4月

～
享

保
15年

12月
4年

8か
月

享
ｰ

22
119

庄
九

郎
購

入（
9両

3分
）

忰
へ

譲
渡

享
保

15年
12月

～
享

保
17年

5月
28日

1年
5か

月
享

ｰ
22

120
庄

太
郎

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

享
保

17年
5月

28日
～

享
保

17年
閏

5月
3日

0か
月

享
ｰ

22
121

孫
次

郎
購

入（
13両

1分
）

忰
へ

譲
渡

享
保

17年
閏

5月
3日

～
明

和
5年

6月
23日

37年
1か

月
享

ｰ
22

122
「

桶
屋

」
善

助
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
明

和
5年

6月
23日

～
寛

政
11年

11月
22日

天
-19（

寛
-21）

123
清

左
衛

門
購

入（
17両

）
×

寛
政

11年
11月

22日
～

天
-19

124

表
:4間

裏
:15間

3尺

平
八

×
売

却
～

享
保

8年
10月

26日
享

-23
125

久
兵

衛
購

入（
14両

2分
）

売
却

享
保

8年
10月

26日
～

享
保

12年
7月

4日
3年

8か
月

享
-23

126
〈

後
藤

〉
善

右
衛

門
焼

地
購

入（
6両

）
忰

へ
譲

渡
享

保
12年

7月
4日

～
寛

保
3年

2月
15年

6か
月

享
-23

127
善

之
助

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

寛
保

3年
2月

～
明

和
7年

11月
4日

27年
9か

月
享

-23
128

〈
栄

国
寺

門
前

〉「
湊

屋
」

平
兵

衛
購

入（
11両

）
×

明
和

7年
11月

4日
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

天
-20（

寛
-22）

129
権

蔵
×

×
天

-20
130

表
:5間

裏
:16間

利
右

衛
門

×
売

却
享

保
20年

正
月

以
前

～
享

保
21年

3月
13日

享
ｰ

24
131

玉
や

丁
伝

兵
衛

購
入（

27両
）

×
享

保
21年

3月
13日

～
享

ｰ
24

132
丁

七（
長

七
）

×
弟

へ
譲

渡
享

ｰ
24
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考
133

伝
兵

衛
兄

か
ら

の
譲

渡
兄

へ
譲

渡
明

和
4年

2月
15日

～
明

和
7年

6月
24日

3年
4か

月
享

ｰ
24

134
丁

七（
長

七
）

弟
か

ら
の

譲
渡

売
却

明
和

7年
6月

24日
～

明
和

7年
12月

20日
5か

月
享

ｰ
24

135
栄

国
寺

門
前

「
湊

屋
」

平
兵

衛
購

入（
20両

）
×

明
和

7年
12月

20日
～

享
ｰ

24、
天

-21（
寛

-23）
136

表
:5間

裏
:16間

2尺

徳
左
衛
門
後
家

×
婿
へ
譲
渡

～
享
保
7年
2月
10日

享
-25

137
白

木
平

助
義

母
か

ら
の

譲
渡

売
却

享
保

7年
2月

10日
～

享
保

9年
10月

27日
2年

8か
月

享
-25

138
彦

四
郎

購
入（

13両
1分

2匁
6分

）
売

却
享

保
9年

10月
27日

～
享

保
9年

12月
6日

1か
月

享
-25

139
九

左
衛

門
購

入（
14両

1分
）

売
却

享
保

9年
12月

6日
～

延
享

3年
3月

29日
21年

3か
月

享
-25

140
玉

や
町

新
平

購
入（

29両
）

売
却

延
享

3年
3月

29日
～

宝
暦

12年
2月

12日
15年

10か
月

享
-25

141
玉

屋
町

伝
兵

衛
購

入（
14両

）
姉

へ
譲

渡
宝

暦
12年

2月
12日

～
明

和
7年

6月
24日

8年
4か

月
享

-25
142

〈
大
津
町
〉
ふ
さ

弟
か
ら
の
譲
渡

×
明
和
7年
6月
24日

～
享
-25

143
「

和
泉

屋
」

甚
七

×
×

天
-22（

寛
-24）

144

表
:5間

裏
:16間

4尺

八
兵

衛
×

売
却

～
享

保
6年

12月
10日

享
-26

145
半

四
郎

購
入（

10両
2分

）
売

却
享

保
6年

12月
10日

～
享

保
7年

12月
11日

1年
享

-26
146

甚
助

購
入（

10両
2分

）
売

却
享

保
7年

12月
11日

～
享

保
18年

12月
4日

10年
11か

月
享

-26
147

〈
魚

丁
〉

塚
田

清
左

衛
門

購
入（

10両
）

売
却

享
保

18年
12月

4日
～

元
文

4年
5月

16日
6年

5か
月

享
-26

148
舟

入
町

加
藤

句
当

購
入（

10両
）

弟
へ

譲
渡

元
文

4年
5月

16日
～

元
文

5年
5月

11か
月

享
-26

149
舟

入
町

与
左

衛
門

兄
か

ら
の

譲
渡

売
却

元
文

5年
5月

～
宝

暦
12年

閏
4月

23日
22か

月
享

-26
150

次
郎

右
衛

門
購

入（
17両

）
忰

へ
譲

渡
宝

暦
12年

閏
4月

23日
～

明
和

4年
2月

15日
4年

9か
月

享
-26

151
「

山
崎

屋
」

清
兵

衛
父

か
ら

の
譲

渡
×

明
和

4年
2月

15日
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

天
-23（

寛
-25）

152

表
:5間

裏
:16間

5尺

次
郎

兵
衛

×
売

却
～

享
保

14年
4月

3日
享

-27
153

伊
右

衛
門

購
入（

20両
）

忰
へ

譲
渡

享
保

14年
4月

3日
～

寛
延

2年
5月

20年
8か

月
享

-27
154

徳
田

亀
之

助（
→

栗
助

）
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
寛

延
2年

5月
～

宝
暦

3年
12月

17日
4年

7か
月

享
-27

155
林

与
市

右
衛

門
購

入（
11両

2分
）

売
却

宝
暦

3年
12月

17日
～

宝
暦

11年
9月

7年
8か

月
享

-27
156

富
田

清
蔵

購
入（

9両
）

売
却

宝
暦

11年
9月

～
宝

暦
14年

2月
16日

2年
5か

月
享

-27
157

勘
左

衛
門

購
入（

9両
）

妻
へ

譲
渡

宝
暦

14年
2月

16日
～

明
和

5年
6月

23日
4年

4か
月

享
-27

158
勘
左
衛
門
女
房

夫
か
ら
の
譲
渡

売
却

明
和
5年
6月
23日

～
明
和
6年
12月

10日
1年
5か
月

享
-27

159
牛

込
源

二
郎

購
入（

9両
）

×
明

和
6年

12月
10日

～
享

-27
160

「
山

崎
屋

」
清

兵
衛

×
忰

へ
の

譲
渡

天
明

9年
正

月
中

旬
以

前
～

寛
政

3年
正

月
29日

天
-24（

寛
-26）

161
権

蔵
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
寛

政
3年

正
月

29日
～

文
化

元
年

5月
16日

13年
3か

月
天

-24・
25

162
貞

四
郎

購
入（

90両
）

×
文

化
元

年
5月

16日
～

天
-24・

25
163

表
:5間

裏
:17間

2尺

杢
右

衛
門（

→
孫

右
衛

門
）

×
売

却
～

宝
暦

元
年

9月
3日

享
-28

164
七

左
衛

門
購

入（
9両

）
妻

へ
譲

渡
宝

暦
元

年
9月

3日
～

宝
暦

10年
3月

4日
8年

6か
月

享
-28

165
七
左
衛
門
後
家

夫
か
ら
の
譲
渡

忰
へ
譲
渡

宝
暦
10年

3月
4日
～
宝
暦
11年

2月
11か

月
享
-28

166
七

左
衛

門
母

か
ら

の
譲

渡
売

却
宝

暦
11年

2月
～

宝
暦

11年
8月

2日
6か

月
享

-28
167

町
内

長
右

衛
門

購
入（

8両
2分

）
×

宝
暦

11年
8月

2日
～

享
-28

168
勘

左
衛

門
×

妻
へ

譲
渡

～
明

和
5年

6月
23日

享
-28

169
勘
左
衛
門
女
房

夫
か
ら
の
譲
渡

売
却

明
和
5年
6月
23日

～
明
和
6年
12月

10日
1年
5か
月

享
-28

170
牛

込
源

二
郎

購
入（

8両
2分

）
×

明
和

6年
12月

10日
～

享
-28

171
「

山
崎

屋
」

清
兵

衛
×

忰
へ

譲
渡

天
明

9年
正

月
中

旬
以

前
～

寛
政

3年
正

月
29日

天
-23（

寛
-27）

172
権

蔵
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
寛

政
3年

正
月

29日
～

文
化

元
年

5月
16日

13年
3か

月
天

-24・
25

173
貞

四
郎

購
入

×
文

化
元

年
5月

16日
～

天
-24・

25
174

表
:5間

裏
:17間

3尺

自
楽

×
従

弟
へ

譲
渡

～
享

保
13年

7月
4日

享
-29

175
見

徳
従

兄
か

ら
の

譲
渡

売
却

享
保

13年
7月

4日
～

享
保

15年
10月

2年
2か

月
享

-29
176

善
蔵

焼
地

購
入（

6両
2分

）
忰

へ
譲

渡
享

保
15年

10月
～

宝
暦

11年
正

月
23日

30年
3か

月
享

-29
177

善
右

衛
門

父
か

ら
の

譲
渡

×
宝

暦
11年

正
月

23日
～

享
-29
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178
「

木
瓜

屋
」

善
蔵

×
×

天
-26（

寛
-28）

「
寛

文
年

中
ニ

橘
裏

江
引

越
シ

町
代

役
勤

、
是

迄
五

代
ニ

成
町

代
」

179
表

:5間
裏

:18間
表

:5間
裏

:18間
2尺

七
之

丞
×

父
へ

の
譲

渡
～

享
保

8年
10月

24日
享

-30、
31

「
拾

軒
」

180
〈

白
鳥

〉
七

兵
衛

忰
か

ら
の

譲
渡

忰
へ

譲
渡

享
保

8年
10月

24日
～

享
-30、

31
181

〈
熱

田
白

鳥
〉

万
蔵（

→
七

兵
衛

）
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
～

寛
政

9年
2月

朔
日

天
-27・

28（
寛

-29・
30）

182
古

渡
村

新
町

新
兵

衛
購

入（
60両

）
売

却
寛

政
9年

2月
朔

日
～

寛
政

9年
4月

11日
2か

月
天

-27・
28

183
丁

内
権

吉
購

入（
65両

）
×

寛
政

9年
4月

11日
～

天
-27・

28
184

表
:5間

裏
:18間

3尺

佐
次

右
衛

門
×

売
却

～
享

保
12年

8月
23日

享
-32

185
〈

本
丁

〉
次

郎
左

衛
門

焼
地

購
入（

5両
2分

）
売

却
享

保
12年

8月
23日

～
宝

暦
10年

正
月

24日
32年

5か
月

享
-32

186
福

島
嘉

九
郎

購
入

×
宝

暦
10年

正
月

24日
～

享
-32

187
★

表
:10間

裏
:18間

3尺
伝

馬
町

佐
右

衛
門

×
×

（
寛

-31）
№

194と
合

筆

188
表

:10間
→

9間
裏

:18間
3尺（

→
6間

半
）

橘
町

善
兵

衛
×

売
却

～
寛

政
8年

5月
2日

、
寛

政
10年

12月
25日

天
-29

189
古

渡
村

彦
兵

衛
購

入（
37両

）
×

寛
政

10年
12月

25日
～

天
-29-1

190
表

:1間
裏

:18間
3尺

樋
口

甚
五

左
衛

門
購

入（
40両

）
×

寛
政

8年
5月

2日
～

天
-29

ｰ
2

191
表

:5間
裏

:18間
2尺

5寸

覚
左

衛
門

×
売

却
～

享
保

6年
11月

3日
享

-33
192

本
町

次
郎

左
衛

門
購

入（
10両

）
売

却
享

保
6年

11月
3日

～
宝

暦
10年

正
月

24日
38年

2か
月

享
-33

193
福

島
嘉

九
郎

購
入（

35両
）

×
宝

暦
10年

正
月

24日
～

享
-33

194
★

伝
馬

町
佐

右
衛

門
×

×
（

寛
-31）

№
187と

合
筆

195

表
:5間

裏
:18間

1尺

伝
左

衛
門

×
売

却
～

享
保

7年
5月

7日
享

-34
196

林
安

之
助

購
入（

12両
2分

8匁
）

売
却

享
保

7年
5月

7日
～

享
保

15年
9月

29日
8年

4か
月

享
-34

197
茶
や
丁
貞
松

購
入（
13両

）
忰
へ
譲
渡

享
保
15年

9月
29日

～
享
保
17年

5月
1年
7か
月

享
-34

198
次

郎
左

衛
門（

→
蘭

兮
）

母
か

ら
の

譲
渡

忰
へ

譲
渡

享
保

17年
5月

～
寛

延
3年

5月
18年

1か
月

享
-34

199
次

郎
左

衛
門

父
か

ら
の

譲
渡

妻
へ

譲
渡

寛
延

3年
5月

～
宝

暦
3年

7月
6日

3年
2か

月
享

-34
200

〈
茶
や
丁
〉
次
郎
左
衛
門
後
家
き
よ

夫
か
ら
の
譲
渡

×
宝
暦
3年
7月
6日
～
寛
政
元
年
2月
24日

以
降

35年
7か
月
以
上

享
-34、

天
-30（
寛
-32）

201
茶
屋
町
け
い

×
×

天
-30

202

表
:5間

裏
:17間

5尺

誓
勉

×
弟

へ
譲

渡
～

享
保

6年
12月

10日
享

-35
203

教
順

兄
か

ら
の

譲
渡

売
却

享
保

6年
12月

10日
～

延
享

2年
9月

23日
24年

9か
月

享
-35

204
茶

や
町

次
郎

左
衛

門（
→

蘭
兮

）
購

入（
5両

）
忰

へ
譲

渡
延

享
2年

9月
23日

～
寛

延
3年

5月
3年

7か
月

享
-35

205
次

郎
左

衛
門

父
か

ら
の

譲
渡

妻
へ

譲
渡

寛
延

3年
5月

～
宝

暦
3年

7月
6日

3年
2か

月
享

-35
206

次
郎
左
衛
門
後
家
き
よ

夫
か
ら
の
譲
渡

×
宝
暦
3年
7月
6日
～
寛
政
元
年
2月
24日

以
降

35年
7か
月
以
上

享
-35、

天
-31（
寛
-33）

207
茶
屋
町
け
い

×
×

天
-31

208

表
:4間

裏
:16間

5尺

長
七

×
娘

へ
譲

渡
享

保
20年

正
月

以
前

～
元

文
4年

10月
10日

享
-36

209
い

わ
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
元

文
4年

10月
10

～
寛

保
元

年
5月

19日
1年

7か
月

享
-36

210
橘

町
善

次
郎

購
入（

7両
2分

）
×

寛
保

元
年

5月
19日

～
享

-36
211

七
左

衛
門

×
売

却
～

宝
暦

13年
8月

19日
享

-36
212

伝
九

郎
購

入（
9両

）
×

宝
暦

13年
8月

19日
～

享
-36

213
飴
屋
町
お
と
よ

×
×

～
寛
政
2年
12月

18日
天
-32（
寛
-34）

214
丁

内
与

助
購

入（
16両

）
×

寛
政

2年
12月

18日
～

天
-32

215

表
:3間

裏
:17間

1尺

〈
古

渡
村

〉
又

八
×

売
却

享
保

20年
正

月
以

前
～

延
享

3年
2月

25日
享

-37
216

佐
兵

衛
購

入（
9両

）
忰

へ
譲

渡
延

享
3年

2月
25日

～
宝

暦
9年

10月
7日

13年
7か

月
享

-37
217

藤
吉

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

宝
暦

9年
10月

7日
～

宝
暦

10年
2月

3か
月

享
-37

218
平

田
院

門
前

猶
右

衛
門

購
入（

10両
）

×
宝

暦
10年

2月
～

宝
暦

13年
9月

9日
3年

7か
月

享
-37

219
小

右
衛

門
×

売
却

～
宝

暦
13年

9月
9日

享
-37

220
又

兵
衛

購
入（

8両
）

×
宝

暦
13年

9月
9日

～
享

-37
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名
古
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因
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典
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考
221

「
せ

ん
こ

屋
」

又
右

衛
門

×
売

却
天

明
9年

正
月

中
旬

以
前

～
寛

政
12年

2月
6日

天
-33（

寛
-35）

222
源

助
購

入（
22両

2分
）

売
却

寛
政

12年
2月

6日
～

天
-33

223
お
よ
し

購
入

×
天
-33

224

表
:3間

裏
:6間

半

伊
兵

衛
×

売
却

～
享

保
13年

4月
12日

享
-38

225
七
左
衛
門
母

焼
地
購
入（
3両
1分
）

売
却

享
保
13年

4月
12日

～
享
保
17年

5月
10日

4年
享
-38

226
又

三
郎

購
入（

12両
2分

）
売

却
享

保
17年

5月
10日

～
寛

保
元

年
6月

4日
9年

1か
月

享
-38

227
宮

町
清

六
購

入（
19両

）
売

却
寛

保
元

年
6月

4日
～

延
享

2年
6月

7日
4か

月
享

-38
228

藤
助

購
入（

10両
）

売
却

延
享

2年
6月

7日
～

宝
暦

5年
3月

19日
9年

9か
月

享
-38

229
日

置
村

忠
蔵

購
入（

流
家

）（
11両

）
売

却
宝

暦
5年

3月
19日

～
宝

暦
6年

5月
7日

1年
1か

月
享

-38
230

伝
兵

衛（
→

伝
蔵

）
購

入（
9両

）
売

却
宝

暦
6年

5月
7日

～
明

和
元

年
12月

8年
6か

月
享

-38
231

〈
日

置
村

〉
与

平
購

入（
5両

3分
）

×
明

和
元

年
12月

～
享

-38
232

「
車

屋
」

文
六

×
×

天
-34（

寛
-36）

233
お
よ
し

×
×

天
-34

234

表
:5間

裏
:7間

2尺

与
兵

衛
×

売
却

～
享

保
15年

12月
7日

享
-39

235
善

吉
焼

地
購

入（
8両

）
売

却
享

保
15年

12月
7日

～
享

保
19年

9月
1日

3年
8か

月
享

-39
236

伝
兵

衛
購

入（
9両

）
売

却
享

保
19年

9月
1日

～
元

文
5年

10月
19日

7年
1か

月
享

-39
237

吉
之

助
購

入（
11両

）
×

元
文

5年
10月

19日
～

享
-39

238
「
柳
屋
」
お
よ
し

×
売
却

～
寛
政
4年
5月
23日

天
-35（
寛
-37）

239
庄

吉
購

入（
31両

）
×

寛
政

4年
5月

23日
～

天
-35

240
表

:5間
裏

:4間
2尺

1寸
6分

孫
九

郎
×

売
却

享
保

20年
正

月
以

前
～

寛
延

2年
3月

21日
享

-40
ｰ

1
241

善
吉

購
入（

18両
）

×
寛

延
2年

3月
21日

～
享

-40
ｰ

1
242

「
柳
屋
」
お
よ
し

×
売
却

～
寛
政
4年
5月
23日

天
-36（
寛
-38）

243
庄

吉
購

入（
31両

）
×

寛
政

4年
5月

23日
～

天
-36

244
表

:5間
裏

:2間
4尺

3寸
4分

孫
九

郎
×

売
却

享
保

20年
正

月
以

前
～

延
享

2年
3月

4日
享

-40
ｰ

2
245

善
吉

購
入（

9両
2分

）
×

延
享

2年
3月

4日
～

享
-40

ｰ
2

246
表

:2間
4尺

3寸
4分

裏
:4間

2尺
1寸

6分
「
柳
屋
」
お
よ
し

×
×

天
-37（
寛
-39）

247

表
:2間

4尺
3寸

4分
裏

:10間

孫
九

郎
×

売
却

～
享

保
16年

11月
11日

享
-41

「
掛

所
通

北
側

」
248

長
七

購
入（

12両
2分

）
売

却
享

保
16年

11月
11日

～
享

保
18年

7月
1日

1年
7か

月
享

-41

249
善

吉
購

入（
15両

）
×

享
保

18年
7月

1日
～

享
-41

明
和

元
年

12月
、

2間
5尺

×
5間

2
尺

追
加

購
入

250
「
柳
屋
」
お
よ
し

×
×

天
-38（
寛
-40）

251

表
:2間

4尺
3寸

4分
裏

:10間

孫
九

郎
×

売
却

～
享

保
16年

11月
月

11日
享

-42
252

古
渡

り
善

六
購

入（
12両

2分
）

売
却

享
保

16年
11月

11日
～

享
保

20年
2月

18日
3年

2か
月

享
-42

253
八
左
衛
門
後
家

購
入（
25両

）
忰
へ
譲
渡

享
保
20年

2月
18日

～
延
享
3年
2月
晦
日

11年
享
-42

254
「

鉢
木

屋
」

惣
助

母
か

ら
の

譲
渡

×
延

享
3年

2月
晦

日
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

天
-39（

寛
-41）

明
和

元
年

12月
、

2間
5尺

×
6間

追
加

購
入

255

表
:2間

4尺
3寸

4分
裏

:10間

孫
九

郎
×

売
却

～
享

保
16年

11月
11日

享
-43

256
弥

七
購

入（
12両

2分
）

売
却

享
保

16年
11月

11日
～

享
保

17年
4月

19日
5か

月
享

-43
257

六
兵

衛
購

入（
15両

2分
）

売
却

享
保

17年
4月

19日
～

享
保

19年
4月

4日
2年

11か
月

享
-43

258
新

兵
衛

購
入（

45両
）

売
却

享
保

19年
4月

4日
～

延
享

4年
11月

14年
6か

月
享

-43
259

関
戸

仁
左

衛
門

購
入（

35両
）

弟
へ

譲
渡

延
享

4年
11月

0か
月

享
-43

260
〈

海
老

や
町

伊
藤

〉
宗

伯（
→

「
海

老
屋

町
伊

藤
宗

伯
」）

兄
か

ら
の

譲
渡

売
却

延
享

4年
11月

～
寛

政
2年

2月
9日

42年
3か

月
天

-40（
寛

-42）
261

忠
兵

衛
購

入（
27両

）
妻

へ
譲

渡
寛

政
2年

2月
9日

～
寛

政
4年

2月
朔

日
1年

11か
月

天
-40

262
忠
兵
衛
女
房
は
つ

夫
か
ら
の
譲
渡

娘
へ
譲
渡

寛
政
4年
2月
朔
日
～
寛
政
13年

6月
22日

9年
4か
月

天
-40

263
こ
の

母
か
ら
の
譲
渡

×
寛
政
13年

6月
22日

～
天
-40
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264

表
:3間

2尺
1寸

7分
裏

:5間

市
左

衛
門

×
忰

へ
譲

渡
享

保
20年

正
月

以
前

～
元

文
元

年
12月

20日
享

ｰ
44

「
掛

所
通

南
側

」
265

市
左

衛
門

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

元
文

元
年

12月
20日

～
元

文
2年

2月
8日

2年
1か

月
享

ｰ
44

266
同

町
伝

兵
衛

購
入（

12両
3分

）
父

へ
の

譲
渡

元
文

2年
2月

8日
～

延
享

2年
7月

5日
8年

4か
月

享
ｰ

44
267

伝
吉

忰
か

ら
の

譲
渡

売
却

延
享

2年
7月

5日
～

寛
延

4年
5月

20日
5年

10か
月

享
ｰ

44
268

「
裡

白
屋

」
新

右
衛

門
購

入（
11両

）
×

寛
延

4年
5月

20日
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

天
-41（

寛
-43）

「
間

口
三

間
三

分
六

厘
二

毛
」

269

表
:3間

2尺
1寸

7分
裏

:5間

市
左

衛
門

×
売

却
～

享
保

13年
6月

3日
享

-45
享

保
15年

戌
3月

、
裏

4間
1尺

5寸
追

加
購

入
270

長
左

衛
門

焼
地

購
入（

6両
2分

）
忰

へ
譲

渡
享

保
13年

6月
3日

～
延

享
2年

2月
19日

16年
8か

月
享

-45
271

半
七（

→
長

左
衛

門
）

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

延
享

2年
2月

19日
～

寛
延

元
年

9月
20日

3年
7か

月
享

-45
272

同
町

善
吉

購
入（

22両
）

売
却

寛
延

元
年

9月
20日

～
寛

延
2年

3月
21日

6か
月

享
-45

273
半

平
購

入（
25両

2分
）

×
寛

延
2年

3月
21日

～
享

-45
274

「
布

袋
屋

」
喜

八
×

売
却

天
明

9年
正

月
中

旬
以

前
～

享
和

2年
11月

22日
天

-42（
寛

-44）
275

清
七

購
入（

流
れ

）
売

却
享

和
2年

11月
22日

～
享

和
3年

閏
正

月
29日

2か
月

天
-42

276
新

右
衛

門
購

入（
40両

）
×

享
和

3年
閏

正
月

29日
～

天
-42

277

表
:3間

2尺
1寸

7分
裏

:5間

市
左

衛
門

×
売

却
～

享
保

13年
6月

3日
享

-46

278
彦

右
衛

門
焼

地
購

入（
6両

2分
）

忰
へ

譲
渡

享
保

13年
6月

3日
～

寛
保

2年
7月

29日
14年

1か
月

享
-46

享
保

15年
戌

3月
、

裏
4間

1尺
5寸

追
加

購
入

279
彦

八
父

か
ら

の
譲

渡
母

へ
の

譲
渡

寛
保

2年
7月

29日
～

寛
延

2年
4月

25日
6年

8か
月

享
-46

280
彦
右
衛
門
後
家

忰
か
ら
の
譲
渡

売
却

寛
延
2年
4月
25日

～
宝
暦
3年
6月
23日

4年
1か
月

享
-46

281
与

七
購

入（
19両

）
売

却
宝

暦
3年

6月
23日

～
宝

暦
9年

2月
17日

5年
7か

月
享

-46
282

「
立

田
屋

」
新

平
購

入（
20両

）
×

宝
暦

9年
2月

17日
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

天
-43（

寛
-45）

283

表
:3間

1尺
6寸

裏
:6間

武
兵

衛
×

売
却

～
享

保
7年

12月
27日

享
-47

284
九

兵
衛

購
入（

9両
2分

）
忰

へ
譲

渡
享

保
7年

12月
27日

～
享

保
20年

12月
23日

12年
11か

月
享

-47
享

保
15年

戌
3月

、
裏

4間
5寸

追
加

購
入

285
政

次
郎

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

享
保

20年
12月

23日
～

延
享

5年
6月

3日
13年

5か
月

享
-47

286
同

町
源

六
購

入（
11両

1分
）

売
却

延
享

5年
6月

3日
～

宝
暦

14年
2月

12日
15年

8か
月

享
-47

287
忠
助（
→
お
ぎ
ん
）

購
入（
30両

）
売
却

宝
暦
14年

2月
12日

～
明
和
9年
8月
18日

8年
6か
月

享
-47

288
新

蔵
購

入（
25両

）
売

却
明

和
9年

8月
18日

～
天

明
9年

正
月

24日
16年

5か
月

享
-47、

天
-42

289
同
町
〈
美
濃
屋
〉
お
り
せ

購
入（
25両

）
姉
へ
譲
渡

天
明
9年
正
月
24日

～
寛
政
2年
正
月

1年
天
-44（
寛
-46）

290
お
い
き

妹
か
ら
の
譲
渡

弟
へ
譲
渡

寛
政
2年
正
月
～
寛
政
8年
5月
下
旬

6年
4か
月

天
-44

291
圓

吉
姉

か
ら

の
譲

渡
×

寛
政

8年
5月

下
旬

～
天

-44
292

表
:4間

4寸
裏

:6間
武

兵
衛

×
売

却
～

享
保

7年
12月

27日
享

-48
293

六
兵

衛
購

入（
23両

1分
）

兄
へ

譲
渡

享
保

7年
12月

27日
～

元
文

2年
6月

24日
14年

6か
月

享
-48

294
表

:4間
5寸

裏
:6間

「
飛

騨
屋

」
久

七
弟

か
ら

の
譲

渡
×

元
文

2年
6月

24日
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

天
-45（

寛
-47）

295

表
:3間

4尺
4寸

裏
:6間

武
兵

衛
×

売
却

～
享

保
7年

12月
24日

享
-49

「
拾

軒
」

296
佐

助
購

入
×

享
保

7年
12月

24日
～

享
-49

297
久

右
衛

門
×

忰
へ

譲
渡

～
宝

暦
11年

2月
享

-49
298

庄
右

衛
門

父
か

ら
の

譲
渡

売
却（

流
れ

）
宝

暦
11年

2月
～

享
-49

299
「

萬
屋

」
新

蔵
購

入（
流

れ
）

×
明

和
7年

8月
29日

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
天

-46（
寛

-48）
300

表
:5間

裏
:6間

清
六

×
売

却
～

享
保

11年
7月

9日
享

-50

301
長

右
衛

門
購

入（
24両

2分
）

売
却

享
保

11年
7月

9日
～

宝
暦

2年
10月

26年
2か

月
享

-50
享

保
19年

寅
12月

、
裏

行
5間

追
加

購
入

302
「

萬
屋

」
新

蔵
購

入（
15両

）
×

宝
暦

2年
10月

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
天

-47（
寛

-49）

303
表

:5間
裏

:6間
分

之
右

衛
門

×
売

却
～

享
保

6年
7月

26日
享

-51
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304
〈

御
園

下
新

町
〉

甚
左

衛
門

購
入（

11両
）

妻
へ

譲
渡

享
保

6年
7月

26日
～

享
保

20年
12月

14年
4か

月
享

-51
享

保
19年

寅
12月

、
裏

行
5間

追
加

購
入

305
甚
左
衛
門
後
家

夫
か
ら
の
譲
渡

忰
へ
譲
渡

享
保
20年

12月
～
宝
暦
元
年
9月

15年
10か

月
享
-51

306
与

兵
衛

母
か

ら
の

譲
渡

売
却

宝
暦

元
年

9月
～

宝
暦

8年
4月

29日
6年

7か
月

享
-51

307
「

萬
屋

」
新

蔵
購

入（
14両

2分
）

×
宝

暦
8年

4月
29日

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
天

-48（
寛

-50）
308

表
:2間

半
裏

:9間

久
平

×
売

却
～

元
文

2年
9月

23日
享

-52
309

同
町

長
七

購
入（

14両
3分

）
婿

へ
譲

渡
元

文
2年

9月
23日

～
元

文
5年

正
月

26日
2年

4か
月

享
-52

310
善

左
衛

門
義

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

元
文

5年
正

月
26日

～
寛

保
2年

8月
2年

6か
月

享
-52

311
橘

町
利

吉
購

入（
8両

1分
）

父
へ

の
譲

渡
寛

保
2年

8月
～

延
享

2年
8月

17日
3年

享
-52

312
伝

兵
衛

忰
か

ら
の

譲
渡

忰
へ

譲
渡

延
享

2年
8月

17日
～

延
享

4年
8月

1年
11か

月
享

-52
313

伝
兵

衛
父

か
ら

の
譲

渡
忰

へ
譲

渡
延

享
4年

8月
～

宝
暦

12年
2月

4日
15年

2か
月

享
-52

314
伝

蔵（
→

伝
兵

衛
）

父
か

ら
の

譲
渡

×
宝

暦
12年

2月
4日

～
享

-52
315

伝
馬

町
佐

右
衛

門
×

×
天

-49（
寛

-51）
316

表
:8間

裏
:20間

権
左

衛
門

×
忰

へ
譲

渡
～

享
保

9年
9月

25日
享

-53
「

掛
所

通
東

側
角

」

317
〈

上
御

園
町

〉
権

左
衛

門
父

か
ら

の
譲

渡
×

享
保

9年
9月

25日
～

寛
延

2年
以

降
享

-53
寛

延
元

年
10月

、
東

西
7間

×
南

北
2間

追
加

購
入

318
練

屋
町

長
左

衛
門

×
×

天
-50（

寛
-52）

裏
東

西
7間

×
南

北
2間

追
加

購
入

319

表
:3間

裏
:13間

武
兵

衛
×

売
却

～
享

保
12年

5月
4日

享
-54

320
知

多
郡

浅
山

新
田

七
左

衛
門

購
入（

23両
）

忰
へ

譲
渡

享
保

12年
5月

4日
～

延
享

5年
2月

20年
8か

月
享

-54
321

善
吉

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

延
享

5年
2月

～
寛

延
元

年
10月

11日
8か

月
享

-54
322

権
左

衛
門

購
入（

9両
）

×
寛

延
元

年
10月

11日
～

享
-54

323
練

屋
町

長
左

衛
門

×
×

天
-51（

寛
-53）

324

表
:3間

半
裏

:15間

伝
吉

×
売

却
～

享
保

8年
6月

8日
享

-55
325

文
九

郎
購

入（
10両

）
売

却
享

保
8年

6月
8日

～
享

保
8年

12月
17日

6か
月

享
-55

326
金

左
衛

門
購

入（
8両

）
忰

へ
譲

渡
享

保
8年

12月
17日

～
延

享
2年

7月
5日

21年
6か

月
享

-55
327

金
三

郎
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
延

享
2年

7月
5日

～
延

享
3年

4月
15日

9か
月

享
-55

328
伝

吉
購

入（
10両

）
売

却
延

享
3年

4月
15日

～
寛

延
2年

10月
17日

3年
6か

月
享

-55
329

善
七

購
入（

6両
）

売
却

寛
延

2年
10月

17日
～

宝
暦

6年
11月

11日
7年

享
-55

330
善

助
購

入（
6両

1分
）

売
却

宝
暦

6年
11月

11日
～

宝
暦

8年
6月

13日
1年

7か
月

享
-55

331
山

田
茂

左
衛

門（
→

道
仙

）
購

入（
6両

2分
）

×
宝

暦
8年

6月
13日

～
享

-55
332

「
万

屋
」

新
蔵

×
売

却
天

明
9年

正
月

中
旬

以
前

～
寛

政
8年

12月
25日

天
-52（

寛
-54）

333
三

右
衛

門
購

入（
20両

）
×

寛
政

8年
12月

25日
～

天
-52

334

表
:3間

半
裏

:23間

金
左

衛
門

×
売

却
～

享
保

8年
6月

8日
享

-56
335

文
九

郎
購

入（
16両

）
売

却
享

保
8年

6月
8日

～
享

保
8年

12月
17日

6か
月

享
-56

336
金

左
衛

門
購

入（
12両

）
忰

へ
譲

渡
享

保
8年

12月
17日

～
延

享
2年

7月
5日

21年
6か

月
享

-56
337

金
三

郎
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
延

享
2年

7月
5日

～
延

享
3年

4月
15日

9か
月

享
-56

338
伝

吉
購

入（
10両

）
売

却
延

享
3年

4月
15日

～
寛

延
4年

5月
20日

5年
1か

月
享

-56
339

与
右

衛
門

購
入（

6両
3分

）
娘

へ
譲

渡
寛

延
4年

5月
20日

～
宝

暦
6年

8月
5年

2か
月

享
-56

340
ゑ
ん

父
か
ら
の
譲
渡

売
却

宝
暦
6年
8月
～
宝
暦
7年
12月

22日
1年
4か
月

享
-56

341
市

兵
衛

購
入（

6両
3分

）
売

却
宝

暦
7年

12月
22日

～
宝

暦
13年

8月
28日

5年
8か

月
享

-56
342

林
吉

購
入（

8両
3分

）
×

宝
暦

13年
8月

28日
～

享
-56

343
「

ふ
や

」
長

次
郎

×
×

※（
寛

-55）
344

表
:5間

裏
:8間

橘
町

×
×

～
元

文
4年

6月
5日

享
-57

345
善

蔵
×

売
却

元
文

4年
6月

5日
～

宝
暦

12年
7月

28日
23年

1か
月

享
-57

346
古
渡
村
久
三
郎（
→
後
家
）

購
入（
8両
3分
）

売
却

宝
暦
12年

7月
28日

～
明
和
7年
9月
8日

8年
1か
月

享
-57

347
源

兵
衛

購
入（

10両
）

妻
へ

譲
渡

明
和

7年
9月

8日
～

享
-57



近
世
名
古
屋
の
町
人
地
と
家
屋
敷
所
持

一
〇
八

№
間

口
名

義
入

手
要

因
手

放
し

た
要

因
所

持
年

代
所

持
期

間
出

典
備

考
348

後
家
す
ミ

夫
か
ら
の
譲
渡

売
却

～
安
永
6年
3月
20日

享
-57

349
古

渡
兵

治
購

入（
7両

）
売

却
安

永
6年

3月
20日

～
天

明
2年

7月
27日

5年
4か

月
享

-57
350

「
橘

屋
」

幸
右

衛
門

購
入（

7両
）

×
天

明
2年

7月
27日

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
※（

寛
-56）

351
表

:22間
裏

:8間

善
蔵

×
売

却
～

享
保

15年
12月

21日
享

-58
「

橘
町

芝
居

地
之

内
」「

拾
軒

」
352

称
名

院
焼

地
購

入（
25両

）
売

却
享

保
15年

12月
21日

～
享

保
17年

閏
5月

6日
1年

4か
月

享
-58

353
善

吉
購

入（
48両

）
売

却
享

保
17年

閏
5月

6日
～

元
文

元
年

12月
21日

5年
7か

月
享

-58
354

表
:22間（

→
6間

4尺
5寸

）
裏

:8間
〈

古
渡

村
〉

又
八（

→
「

大
坂

屋
」

又
市

）
購

入（
82両

）
売

却
元

文
元

年
12月

21日
～

寛
政

8年
12月

25日
享

-58
ｰ

1、
天

-53（
寛

-57）
355

藤
八

購
入（

42両
）

×
寛

政
8年

12月
25日

～
天

-53
356

表
:15間

2尺（
→

5間
2尺

）
裏

:8間

長
右

衛
門

購
入（

40両
）

×
寛

延
2年

4月
3日

～
享

-58
ｰ

2
ｰ

1
357

橘
屋

幸
右

衛
門

×
売

却
天

明
9年

正
月

中
旬

以
前

～
寛

政
元

年
4月

14日
天

-55（
寛

-59）
358

幸
右

衛
門

購
入（

16両
）

×
寛

政
元

年
4月

14日
～

天
-55（

寛
-59）

359
表

:10間
裏

:8間
加

藤
覚

左
衛

門
購

入（
14両

）
×

宝
暦

8年
6月

28日
～

享
-58

ｰ
2

ｰ
2

360
村

瀬
権

左
衛

門
×

×
天

-54（
寛

-58）
361

表
:6間

半
裏

:30間

妙
故

×
娘

へ
譲

渡
～

享
保

7年
2月

10日
享

-59
362

く
り（
→
「
祟
覚
寺
く
り
」）

親
か
ら
の
譲
渡

×
享
保
7年
2月
10日

～
天
明
9年
正
月
中
旬

66年
10か

月
享
-59、

天
-56

363
祟

覚
寺

×
×

（
寛

-60）

364
表

:6間
半

裏
:14間

崇
覚

寺
×

×
享

-60
ｰ

1、（
寛

-61）

365
表

:6間
半

裏
:16間

く
り

×
×

享
-60

ｰ
2

366
表

:6間
半

裏
:30間

く
り

×
×

～
天

保
9年

正
月

中
旬

天
-57

367
表

:6間
半

裏
:30間

祟
覚

寺
×

×
～

寛
政

元
年

2月
24日

以
降

（
寛

-61）

368

表
:7間

半
裏

:20間

ま
さ

×
妹
へ
譲
渡

～
享
保
9年
12月

享
-61

「
栄

国
寺

北
東

角
」

369
と
よ

姉
か
ら
の
譲
渡

売
却

享
保
9年
12月

～
享
保
14年

閏
9月
11日

4年
9か
月

享
-61

370
古

渡
り

助
右

衛
門

購
入（

52両
）

売
却

享
保

14年
閏

9月
11日

～
元

文
6年

2月
15日

11年
4か

月
享

-61
371

橘
町

新
三

郎
焼

地
購

入（
13両

）
妻

へ
譲

渡
元

文
6年

2月
15日

～
寛

延
4年

2月
29日

10年
享

-61
372

新
三
郎
後
家

夫
か
ら
の
譲
渡

売
却

寛
延
4年
2月
29日

～
宝
暦
5年
4月
10日

4年
1か
月

享
-61

373
本

町
「

駒
屋

」
源

兵
衛

購
入（

65両
）

×
宝

暦
5年

4月
10日

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
天

-58（
寛

-62）
374

表
:10間

裏
:20間

義
平

×
忰

へ
譲

渡
～

享
保

13年
7月

19日
享

-62
「

弐
軒

役
」

375
河

瀬
義

右
衛

門
父

か
ら

の
譲

渡
忰

へ
譲

渡
享

保
13年

7月
19日

～
享

保
13年

7月
20日

0か
月

享
-62

376
義

七
父

か
ら

の
譲

渡
売

却
享

保
13年

7月
20日

～
寛

保
元

年
10月

19日
13年

2か
月

享
-62

377
駿

河
町

作
兵

衛
焼

地
購

入（
30両

）
売

却
寛

保
元

年
10月

19日
～

同
年

11月
9日

0か
月

享
-62

378
早

川
文

之
右

衛
門

焼
地

購
入（

10両
）

売
却

寛
保

元
年

11月
9日

～
宝

暦
5年

8月
28日

13年
9か

月
享

-62
379

西
村

喜
藤

治
購

入（
34両

）
×

宝
暦

5年
8月

28日
～

享
-62

380
金

塚
町

西
村

八
九

郎
×

×
天

-59（
寛

-63）
381

表
:5間

裏
:20間

喜
兵

衛
×

娘
へ

譲
渡

～
寛

保
3年

11月
晦

日
享

-63
382

ふ
き

父
か
ら
の
譲
渡

夫
へ
の
譲
渡

寛
保
3年
11月

晦
日
～
宝
暦
7年
5月
25日

14年
6か
月

享
-63

383
勘

六
妻

か
ら

の
譲

渡
売

却
宝

暦
7年

5月
25日

～
宝

暦
7年

6月
13日

0か
月

享
-63

384
同

町
与

八
購

入（
10両

）
売

却
宝

暦
7年

6月
13日

～
宝

暦
11年

8月
5日

4年
1か

月
享

-63
385

吉
村

九
郎

右
衛

門
購

入（
13両

）
×

宝
暦

11年
8月

5日
～

享
-63

386
竹

次
郎

×
売

却
～

天
明

8年
10月

6日
享

-63
387

同
町（「

橘
町

裏
町

」）権
蔵

購
入（

21両
）

売
却

天
明

8年
10月

6日
～

寛
政

元
年

2月
13日

4か
月

天
-60・

61（
寛

-64）
388

同
町

河
原

九
郎

右
衛

門
購

入
忰

へ
譲

渡
寛

政
元

年
2月

13日
～

寛
政

3年
正

月
29日

1年
11か

月
天

-60・
61

389
河

原
九

平
父

か
ら

の
譲

渡
×

寛
政

3年
正

月
29日

～
天

-60・
61



近
世
名
古
屋
の
町
人
地
と
家
屋
敷
所
持

一
〇
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№
間

口
名

義
入

手
要

因
手

放
し

た
要

因
所

持
年

代
所

持
期

間
出

典
備

考
390

表
:5間

裏
:7間

助
右

衛
門

×
弟

へ
譲

渡
～

享
保

12年
7月

4日
享

-64
391

伝
兵

衛
兄

か
ら

の
譲

渡
売

却
享

保
12年

7月
4日

～
享

保
17年

10月
9日

5年
3か

月
享

-64
392

覚
左

衛
門

購
入（

17両
）

売
却

享
保

17年
10月

9日
～

享
保

18年
12月

3日
1年

1か
月

享
-64

393
表

1間
念

仏
堂

白
淳

購
入（

6両
）

×
享

保
18年

12月
3日

～
享

-64
ｰ

1
5間

×
13間

を
購

入
394

表
:4間

裏
:7間

五
条

町
善

助
購

入（
11両

）
売

却
享

保
18年

12月
3日

～
享

保
19年

12月
27日

1年
享

-64
ｰ

2
5間

×
7間

を
購

入
395

庄
兵

衛
購

入（
11両

）
売

却
享

保
19年

12月
27日

～
享

保
20年

3月
21日

2か
月

享
-64

ｰ
2

396
又

五
郎

購
入（

10両
1分

）
父

へ
の

譲
渡

享
保

20年
3月

21日
～

元
文

4年
2月

24日
4年

11か
月

享
-64

ｰ
2

397
九

左
衛

門
忰

か
ら

の
譲

渡
売

却
元

文
4年

2月
24日

～
寛

保
元

年
8月

7日
2年

5か
月

享
-64

ｰ
2

398
玉

や
町

新
平

購
入（

5両
）

売
却

寛
保

元
年

8月
7日

～
寛

延
2年

4月
2日

7年
8か

月
享

-64
ｰ

2
399

長
右

衛
門（

→
休

心
）

購
入（

9両
）

妹
へ

譲
渡

寛
延

2年
4月

2日
～

宝
暦

11年
2月

6日
11年

9か
月

享
-64

ｰ
2

400
ふ
め

兄
か
ら
の
譲
渡

売
却

宝
暦
11年

2月
6日
～
同
年
8月
5日

5か
月

享
-64
ｰ
2

401
吉

村
九

郎
右

衛
門

購
入（

7両
）

×
宝

暦
11年

8月
5日

～
享

-64
ｰ

2
402

表
:5間

裏
:7間

竹
次

郎
×

×
～

天
明

8年
10月

6日
天

-60・
61

403
同

町
権

蔵
購

入
売

却
天

明
8年

10月
6日

～
寛

政
元

年
2月

13日
4か

月
天

-60・
61（

寛
-65）

404
同

町
河

原
九

郎
右

衛
門

購
入

忰
へ

譲
渡

寛
政

元
年

2月
13日

～
寛

政
3年

正
月

29日
1年

11か
月

天
-60・

61
405

河
原

九
平

父
か

ら
の

譲
渡

×
寛

政
3年

正
月

29日
～

天
-60・

61
406

表
1間

伯
随

×
？

へ
譲

渡
～

享
保

9年
6月

4日
享

-65
「

元
五

間
」

407
白

淳
？

か
ら

の
譲

渡
弟

子
へ

譲
渡

享
保

9年
6月

4日
～

宝
暦

7年
3月

4日
32年

9か
月

享
-65

408
淳

応（
→

「
念

仏
堂

」）
師

か
ら

の
譲

渡
×

宝
暦

7年
3月

4日
～

天
-62（

寛
-66）

409

表
:4間

裏
:6間

淳
応

×
売

却
～

宝
暦

9年
11月

28日
享

-66
「

拾
軒

」
410

甚
助

購
入（

2両
3分

）
売

却
宝

暦
9年

11月
28日

～
明

和
4年

3月
28日

7年
4か

月
享

-66
411

末
廣

町
裏

利
助

購
入（

7両
）

×
明

和
4年

3月
28日

～
享

-66
412

大
津

丁
彦

兵
衛

×
売

却
～

寛
政

元
年

10月
13日

天
-63（

寛
-67）

413
清

八
購

入（
5両

）
×

寛
政

元
年

10月
13日

～
天

-63
414

表
:5間

裏
:20間

徳
部

×
売

却
～

享
保

18年
12月

28日
享

-67
「

拾
軒

」
415

与
兵

衛
購

入（
24両

）
売

却
享

保
18年

12月
28日

～
元

文
元

年
8月

29日
3年

8か
月

享
-67

416
要

左
衛

門
購

入（
20両

）
売

却
元

文
元

年
8月

29日
～

寛
延

3年
2月

28日
13年

5か
月

享
-67

417
清

右
衛

門
明

地
購

入
×

寛
延

3年
2月

28日
～

享
-67

418
「

大
坂

屋
」

文
蔵

×
売

却
～

寛
政

3年
8月

12日
天

-64（
寛

-68）
419

利
八

購
入（

25両
）

×
寛

政
3年

8月
12日

～
天

-64
420

表
:5間

裏
:20間

半
六
後
家

×
忰
へ
譲
渡

～
享
保
8年
10月

24日
享
-68

421
半

右
衛

門
母

か
ら

の
譲

渡
売

却
享

保
8年

10月
24日

～
享

保
19年

5月
29日

10年
7か

月
享

-68
422

善
助（

→
善

十
郎

）
購

入（
15両

2匁
5分

）
弟

へ
譲

渡
享

保
19年

5月
29日

～
元

文
3年

5月
1日

4年
11か

月
享

-68
423

又
次

郎
兄

か
ら

の
譲

渡
売

却
元

文
3年

5月
1日

～
元

文
6年

正
月

21日
2年

8か
月

享
-68

424
京

町
次

郎
兵

衛
焼

地
購

入（
10両

）
売

却
元

文
6年

正
月

21日
～

寛
延

元
年

12月
7年

10か
月

享
-68

425
白

淳
購

入（
1両

3分
）

売
却

寛
延

元
年

12月
～

寛
延

3年
10月

11日
1年

10か
月

享
-68

426
烏

森
村

甚
助（

→
甚

七
）

購
入（

1両
3分

）
妻

へ
譲

渡
寛

延
3年

10月
11日

～
明

和
4年

4月
16年

5か
月

享
-68

427
甚
七
女
房

夫
か
ら
の
譲
渡

売
却

明
和
4年
4月
～
明
和
6年
3月
29日

1年
11か

月
享
-68

428
米

や
長

右
衛

門
購

入（
13両

）
×

明
和

6年
3月

29日
～

享
-68

429
大

坂
屋

文
蔵

×
×

※（
寛

-69）
430

表
:8間

裏
:20間

与
八

郎
×

妻
へ

譲
渡

～
元

文
2年

12月
9日

享
-69

431
与
八
郎
後
家

夫
か
ら
の
譲
渡

忰
へ
譲
渡

元
文
2年
12月

9日
～
宝
暦
4年
8月

16年
8か
月
+
閏
月
享
-69

432
清

四
郎

母
か

ら
の

譲
渡

×
宝

暦
4年

8月
～

享
-69

433
表

:4間
裏

:20間
米

屋
与

八
×

×
※（

寛
-70）



近
世
名
古
屋
の
町
人
地
と
家
屋
敷
所
持

一
一
〇

№
間

口
名

義
取

得
し

た
要

因
入

手
要

因
所

持
年

代
所

持
期

間
出

典
備

考

434
表

:3間
半

裏
:20間

「
米
屋
」
お
ぬ
い

×
×

天
-65（
寛
-71）

435

表
:3間

2尺
裏

:12間

伝
兵

衛
×

忰
へ

譲
渡

～
享

保
13年

9月
25日

享
-70

436
佐

平
次

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

享
保

13年
9月

25日
～

元
文

5年
12月

19日
12年

2か
月

享
-70

437
小

牧
町

伝
蔵

購
入（

8両
2分

）
売

却
元

文
5年

12月
19日

～
元

文
6年

正
月

16日
0か

月
享

-70
438

冨
沢

町
彦

九
郎

焼
地

購
入（

2両
）

×
元

文
6年

正
月

16日
～

享
-70

439
与

八
郎（「

米
屋

」
与

八
）

×
×

天
-66（

寛
-72）

440

表
:4間

4尺
5寸

裏
:20間

佐
々

泰
衡

×
売

却
～

享
保

14年
10月

18日
享

-71
他

に
東

西
8間

×
南

北
3間

2尺
の

明
地

が
あ

る
旨

の
記

載
あ

り
441

〈
冨

沢
町

〉
彦

九
郎

購
入（

40両
）

売
却

享
保

14年
10月

18日
～

宝
暦

9年
正

月
晦

日
29年

3か
月

享
-71

442
堀

江
町

茂
右

衛
門

購
入（

5両
2分

）
兄

へ
譲

渡
宝

暦
9年

正
月

晦
日

～
明

和
8年

6月
21日

12年
5か

月
享

-71
443

平
田

惣
助

弟
か

ら
の

譲
渡

×
明

和
8年

6月
21日

～
享

-71
444

「
川

岸
屋

」
清

兵
衛

×
×

天
-67（

寛
-73）

445

表
:7間

半
裏

:20間

平
八

×
売

却
享

保
20年

正
月

以
前

～
寛

保
元

年
5月

19日
享

-72
446

古
渡

り
村

助
右

衛
門

焼
地

購
入（

40両
）

忰
へ

譲
渡

寛
保

元
年

5月
19日

～
延

享
3年

3月
11日

4年
9か

月
享

-72
447

仙
助

父
か

ら
の

譲
渡

売
却

延
享

3年
3月

11日
～

宝
暦

6年
12月

27日
10年

9か
月

享
-72

448
御

園
下

午
之

助
購

入（
52両

）
売

却
宝

暦
6年

12月
27日

～
宝

暦
7年

2月
21日

1か
月

享
-72

449
本

町
「

駒
屋

」
源

兵
衛

購
入（

48両
）

×
宝

暦
7年

2月
21日

～
寛

政
元

年
2月

24日
以

降
天

-68（
寛

-74）

※
享

保
二

十
年

乙
卯

正
月

「
橘

町
裏

町
家

並
間

口
裏

行
之

帳
」（

徳
川

林
政

史
研

究
所

収
集

史
料

4336）、
天

明
九

年
己

酉
正

月
中

旬
改

「
橘

町
裏

町
家

並
間

口
裏

行
之

帳
」（

徳
川

林
政

史
研

究
所

収
集

史
料

4336）、
寛

政
元

年
己

酉
二

月
廿

四
日

「
橘

町
裏

町
家

並
御

改
帳

」（
徳

川
林

政
史

研
究

所
収

集
史

料
4338）を

も
と

に
作

成
し

た
。

　
※

所
持

者
名

は
、〈

古
渡

村
〉

又
八（

→
「

大
坂

屋
」

又
市

）の
よ

う
に

記
載

し
た

。〈
　

〉
は

享
保

期
家

並
帳

の
貼

紙
記

載
情

報
、（

→
　

）は
改

名
後

の
名

前
、「

　
」

は
寛

政
期

家
並

帳
の

記
載

情
報

を
示

す
。

※
女

性
は

太
字

で
示

し
た

。
※

出
典

欄
の

「
※

」
は

、
天

明
9年

「
橘

町
裏

町
間

口
裏

行
之

帳
」

に
記

載
が

な
い

が
、

寛
政

元
年

の
も

の
に

記
載

が
み

ら
れ

た
人

物
で

あ
る

。
※

重
複（

同
一

人
物

が
2か

所
の

家
屋

敷
を

同
時

に
入

手
し

た
も

の
）は

グ
レ

ー
で

示
し

た
。


